
第154図　第1036号土坑出土遺物実測図（2）
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第155図　第1036号土坑出土遺物実測図（3）
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第156図　第1036号土坑出土遺物実測図（4）

第1036号土坑出土遺物観察表（第153～156図）

04023

0　　　　　　　　　　　　　10cm

l　　　；　　　！

番　号種　別券　種口径（cm）器高（cm）底径（cm） 文様の特徴 胎　土焼成色　調出土位置備　考

4050

縄文土器深　鉢25．1 （35．3）10．0 ロ緑部は2本単位の隆帯で区画，

渦巻・弧状・刺状モチーフを施す。

地文はRL単節縄文を縦位に施文。

長石・石英

・雲母

普通にぷい橙底　　面PL42

4051

縄文土器探　鉢23．0 （16．4）－口縁部は2・3本の隆帯で渦巻モチーフを施し，

隙間を配線で充填する。胴部は平行・蛇行沈線

が垂下する。地文はRL単節縄文を斜位に施文。

長石・石英

・雲母

普通橙 覆土下層PL42

4052

縄文土器深　鉢20．9 （16．8）－口緑部に2本単位の隆帯でS字状モチ

ーフの突起，クランク状・枠状モチーフを
施す。地文はRL単節縄文を縦位に施丸

長石・石英

・雲母

普通暗褐 覆土下層

4053

縄文土器ミニチ

ュア

－ （1．1） 2．8
無文，指頭による整形痕あ

り。

石英 普通橙 覆土中層

4078

縄文土器深　鉢［38．2］（14．9）－隆帯で渦巻・クランク状・枠

状モチーフを施す。地文はL

R単節縄文を縦位に施文。

長石・石英普通にぷい赤褐覆土下層

4079

縄文土器探　鉢－ （8．9）－ 2本単位の隆帯で渦巻・クラン

ク状・枠状モチーフを施す。地文

はRL単節縄文を縦位に施文。

長石・石英

・雲母

普通にぷい赤禍覆土下層

TP4040

縄文土器深　鉢－ （13．9）－
口緑部は沈線を沿わせた隆帯で

クランク状モチーフを描出する。

地文はRL単節縄文を施文。

石英・雲母普通黒褐 覆土下層

TP4041

縄文土器深　鉢－ （10．1）－ロ縁部は沈線を沿わせた隆帯で

クランク状モチーフを描出する。

地文はRL単節縄文を施文。

長石・石英

・雲母

普通暗褐 覆土下層
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番　 号 種　 別 器　 種 口径（cm）器高（cm ）底径（cm ） 文様の特徴 胎　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　 考

TP4042

縄文土器 探　 鉢 － （5．5） － 背に沈線を伴う隆帯で渦巻モ

チーフを施し，隙間を沈線で
充填する。

長石・石英

・雲母

普通 黒褐 覆土下層

TP4044

縄文土器 深　 鉢 － （15．4） － ロ綾部端に 1条の洗練を巡ら

す。地文はR L 単節縄文を多

方向に施文。

長石・雲母 普通 橙 覆土上層

TP4045

縄文土器 深　 鉢 － （7．5） － 洗練を伴う隆帯で楕円区画，

地文はR L 単節縄文を横位に

施文。

石英 ・雲母 普通 黄橙 覆土下層

T P4046

縄文土器 深　 鉢 －
（3．9）

－ 沈線で楕円区画し，内部にR

L 単節縄文を縦位に施文。

長石・雲母 普通 黒褐 覆土中層

TP4047

縄文土器 深　 鉢 － （7．0） － ．地文はR L 単節縄文を縦位に

施文。

石英・雲母 普通 黒褐 覆土中層

TP4048

縄文土器 深　 鉢 － （6．0） － 蛇行する集合洗練文を施す。 長石・石英

・雲母

普通 にぷい褐 覆土中層

TP4049

縄文土器 深　 鉢 －
（13．5）

－ 口唇部上面は洗練で枠状モチーフや刻

み列を施し，胴部は2条の沈線を巡ら

す。地文はR L単節縄文を縦位に施文。

石英 ・雲母 普通 黒褐 覆土下層

T P4050

縄文土器 探　 鉢 － （5．3） － 沈線を沿わせた隆帯でモチー

フを描出する。地文はR L 単
節縄文を縦位に施文。

長石 ・雲母 普通 黒褐 覆土中層

TP4051

縄文土器 探　 鉢 － （6．7） － 隆帯で区画，内部に沈線で弧状

のモチーフを描出する。地文は

R L 単節縄文を横位に施文。

長石・石英

・雲母

普通 にぷい黄橙 覆土中層

TP4052

縄文土器 深　 鉢 － （7．8） － 沈線を沿わせた無文帯が垂下

する。地文はR L 単節縄文を

縦位に施文。

長石・雲母 普通 にぷい赤褐 覆土中層

T P4053 ！

縄文土器 深　 鉢

i I

（22．5）

l

－ 沈線を伴う隆帯で楕円区画，

莞㌘ 胱 単欄 文を綻位に l

長石 ・石英

．雲母 i

普通

！

浅黄橙

i

覆土上層

！

TP4054

縄文土器 浅　 鉢 － （4．5） － 内外面丁寧な磨き。 長石 ・石英 普通 にぷい褐

番　 号 器　 種
計　　 測　　 値 巨 質

特　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考長さ（cm ）桓 cm ）厚さ（cm ） 重量（g）

Q 4020 磨　　 石 （11．0） （9．3） 5．2 （580．3） 石英斑岩 片面に細かい擦痕あり。 覆土中層

Q 4021 磨　　 石 12．8 7．0 5．6 624．7 安山岩 両側緑部に明瞭な研磨痕あり。 覆土中層

Q 4022 敲　　 石 （10．5） 5．5 3．1 239．5 砂岩 下端に敲打痕あり。 覆土中層

Q 4023 凹　　 石 （15．5） （11．3）
（8の i （1517の

砂岩 両面に断面Ⅴ字状のくぼみを複数有する。 覆土中層

第帽礪尊堂琉（第136・157e158図）

位置　調査2区の北西部，C2b9区。土坑墓群と住居跡群に挟まれた区域に位置する。本跡の南東部は撹乱に

より破壊されている。

重複関係　西側で第1068号土坑及び第1080号土坑，南側で第1047号土坑，下位で第1063号土坑を掘り込み，第

1009号土坑に北壁及び西壁の上部を掘り込まれている。

規模と形状　開口部の平面形は，長径2。62m，短径工96m程度の楕円形と推定される。底面はほぼ平坦で，平

面形は長径2。50m，短径1．92m程度の楕円形と推定される。確認面からの深さは86cmで，壁は全体的に直立

する。しかし，土層観察からは，西壁では下位から中位にかけて内傾して立ち上がり，上位で外傾して立ち上が

ることが確認されている。なお，底面からくびれ部までの高さは，平均63cmである。ピットは5か所で，Pl～

P3。P5は壁際及び壁寄りに，P4は中央部に位置している。Plは深さ31cm，P2は深さ28cm，P3は深さ

35cm，P4は深さ52cm，P5は深さ21cmである。
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覆土　4層に分層される。堆積状況に乱れなどもないため，自然堆積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　ロームブロック・炭化粒子微量　　　　　　　　　　3　黒褐色　ロームブロック・炭化物微量
2　暗褐色　ロームブロック中量，ローム粒子少量　　　　　　4　黒褐色　ロームブロック少量，炭化物微量

遺物出土状況　縄文土器片277点，磨製石斧1点，礫18点が，覆土中層から下層にかけて廃棄されたような状

態で出土している。全体的には覆土中層の第3層に遺物の集中が見られ，特に，縄文土器の大形破片は東壁寄

りの位置から出土している。

所見　本跡が廃絶され，ある程度埋まりかけた時点で，縄文土器の大形破片などが廃棄されたと考えられるた

め，本跡の廃絶時期を出土遺物から判断することは困難であるが，覆土中層の堆積時期は，縄文時代中期後菓

（加曽利EⅡ式期）と判断される。

第157図　第1046号土坑・出土遣物実測図
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第158図　第1046号土坑出土遺物実測図

第1046号土坑出土遣物観察表（第157・158図）

番　 号 種　 別 器　 種 口径 （cm ） 器高 （cm ） 底径 （cm ） 文様 の特徴 胎　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　 考

4 05 4

縄 文土器 探　 鉢 27．0 5．7 口縁部は沈線と隆帯で，渦巻モチーフ

と隅九長方形の枠状モチーフを施す。

胴部は沈線を伴う無文帯が垂下する。

長石 ・石英 普通 浅黄橙 覆土 中層

40 55

縄 文土器 探　 鉢 － （28．8） 8．0 胴 部 に沈線 を伴 う無文帯 を垂

下 させ る。 地文は R L 単 節縄

文 を縦位 に施文。

長石 ・石英

・雲母

普通 にぷい橙 覆土下層

T P4 0 56

縄 文 土器 深　 鉢 （7．1） － 日録部に沈線 と隆帯で，渦巻モチー

フと棒状工具による連続刺突文を配

した楕円形の枠状モチーフを施す。

長石 ・石英

・雲母

普通 黒褐 覆土 中層

T P 4 05 7

縄 文 土器 深　 鉢 －
（5．7）

－ 口緑部 に沈線 で楕 円形の枠状

モチー フを施す 。内部 に L R

L 複 節縄 文を縦位に施文。

石英 ・雲母 普通 褐 覆土中層

T P 4 05 8

縄 文 土 器 探　 鉢 － （6．7） － 目線 部に沈線で 隅丸 長方形の

枠状モチーフを施す。内部 に L

R L 複節縄文を縦位 に施文。

長石 ・石英

・雲母

普通 暗褐 覆土中層

T P 40 59

縄 文 土器 探　 鉢 － （13．4） － 口綾部 に沈線 と隆帯 で渦巻 ・

枠状モチ ーフを施 す。

長石 ・石英

・雲母

普通 にぷい褐 覆土 中層

T P 40 60

縄 文 土器 深　 鉢 －
（11．5）

－ 胴部 に沈線 を沿わせ た無文帯

を垂下 させ る。地文 は R L 単

節縄文 を施文。

長石 ・石英

・雲母

普通 にぷい褐 覆土下層

T P 4 06 1

縄 文 土器 深　 鉢 － （9．3） － 胴部 に沈線 を沿わせた無文帯

を垂下 させ る。地文は L R L

複 節縄 文 を施文。

長石 ・石英

・雲母

普通 暗褐 覆土 中層

T P 40 6 2

縄 文 土 器 探　 鉢 － （6．0） － 胴部 に 3 本 単位 の沈線 を巡 ら

す。地文は撚 糸文 を施文。

長石 ・石英

・雲母

普通 暗褐 覆土中層

番　 号 器　 種
計　　 測　　 値

石　　 質 特　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考
長 さ（cm ） 幅 （cm ） 厚 さ（cm ） 重量 （g ）

Q 40 24 磨 製 石斧 （8．0） 4．2 （2．3） （120．2） 閃緑岩 定角式，全面 を研磨 し，刃部を欠損する。 覆土中層

－175－



第1065号土坑（第159～161図）

位置　調査2区の北西部，C2aO区。土坑墓群と住居跡群に挟まれた区域に位置する。

重複関係　第1061号土坑に北壁の中位を掘り込まれている。また，北側で第1060号土坑と重複しているが，新

旧関係は不明である。

規模と形状　開口部の平面形は，長径1．92m，短径1．14mの楕円形である。底面はほぼ平坦で，平面形は長径

2．92m，短径2．64mの楕円形である。確認面からの深さは101cmで，壁は下位から中位にかけて内傾して立ち

上がり，ほぼ水平の天井部に至る。くびれ部から壁の上位は緩やかに立ち上がる。また，底面からくびれ部ま

での高さは，平均57cmである。

γ＼＼＼＼、む竺／／／定′

TP4068　TP4066　4058　　　4057

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

！　　　1＿＿　　＿」

第159図　第1065号土坑・出土遺物実測図
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覆土　8層に分層される。第1～6層は開口部からの土砂の流入による自然堆積である。遺物は中層の第5層

を主体に，縄文土器や大形破片などが廃棄されたような状態で出土している。下層の第7層は出土遺物がほと

んどなく，短期間に堆積したと推定され，堆積範囲の狭い最下層の第8層とともに，人為堆積の可能性が考え

られる。

土眉解説
1　黒褐色　炭化粒子少量，ロームブロック微量
2　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
3　暗褐色　ロームブロック中量
4　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子微量

5　黒褐色　炭化材・鹿沼パミス少量，ローム粒子微量
6　黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
7　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子微量
8　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片164点，剥片4点，礫8点が，主に覆土中層の第5層から廃棄されたような状態で

出土している。また，完形の縄文土器の探鉢が，南壁際の底面直上から斜位の状態で出土している。

所見　本跡の廃絶時期は，南壁際の床面直上から斜位の状態で出土している4057などから，縄文時代中期中葉

（阿王台Ⅱ式期）と判断される。

F．：＿・●十・

第160図　第1065号土坑出土遣物実測図（1）
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第161図　第1065号土坑出土遺物実測図（2）

第1065号土坑出土遺物観察表（第159～161図）

0　　　　　　　　　　　　　10cm

l　　　　；　　　！

番　号種　別器　種口径（cm）器高（cm）底径（cm） 文様の特徴 胎　土焼成色　調出土位置備　考

4056

縄文土器深　鉢［34．4］（29．0） U綾部は内側に円形のくぼみ

を付けた突起が配され，外面は

R無節縄文を多方向に施文。

長石・石英

・雲母

普通にぷい橙覆土中層

4057

縄文土器深　鉢22．7 （29．8）9．9 口緑部は緩やかな波状を呈し，

口唇部端に刻みを施す。外面は

RL単節縄文を疎らに施文。

石英・雲母普通橙 底　　面PL42

底部網

代痕

4058

縄文土器深　鉢－ （10．5）－
ロ緑部に3本の隆帯を巡らし，環状把手

やX字状の隆帯で楕円形の枠状モチーフ

を施し，内部に連続爪形文を横位に施す。

長石・石英

・雲母

普通灰褐 覆土中層

4059

縄文土器深　鉢－ （5．8）9．6 無文，底部網代痕あり。
長石・石英

・雲母

普通橙 覆土中層

TP4063

縄文土器深　鉢－ （8．3）－
口綾部は隆帯で連続する弧状

モチーフを描出する。地文は

L単節縄文を縦位に施文。

長石・石英

・雲母

普通にぷい橙覆土下層

TP4064

縄文土器深　鉢－ （8．3）－
頸部下端に隆帯を巡らし，胴

部に隆帯を垂下させる。地文

はL単節縄文を縦位に施文。

長石・石英

・雲母

普通暗褐 覆土中層

TP4065

縄文土器深　鉢－ （5．7）－口緑部に半裁竹管状工具による平行沈線

を沿わせた隆帯で楕円形の枠状モチーフ

を施す。地文はR単節縄文を横位に施丸

長石・石英

・雲母

普通褐 覆土中層

TP4066

縄文土器深　鉢－
（3．5）－ロ緑部内面に稜を巡らし，外

面は撚糸文を縦位に施文。

長石・石英

・雲母

普通暗褐 覆土中層

TP4067

縄文土器深　鉢－ （10．8）－
胴部に半裁竹管状工具による

平行沈線を蛇行させる。地文は

L単節縄文を斜位・縦位に施文。

長石・石英

・雲母

普通にぷい褐覆土中層

TP4068

縄文土器浅　鉢 （6．2）－口縁部は波状を呈し，内面に

稜を巡らす。無文。

長石・石英

・雲母

普通暗褐 覆土中層

第1072号土坑（第162・163図）

位置　調査2区の北西部，C2e8区。住居跡群城に位置する。

重複関係　第145号住居跡の南西部を掘り込んでいる。南側で第1117号土坑と重複しているが，新旧関係は不

明である。

規模と形状　平面形は，長径2．90m，短径2．08mの楕円形である。確認面からの深さは45cmで，壁は外傾し

て立ち上がる。底面は皿状を呈している。ピットは6か所で，中央部から北側に位置する。Plは深さ75cm，

P2は深さ69cm，P3は深さ26cm，P4は深さ51cm，P5は深さ67cm，P6は深さ36cmである。

覆土　3層に分層される。堆積状況に乱れなどもないため，自然堆積と思われる。

土眉解説
1極暗褐色　ロームブロック・粘土粒子・鹿沼パミス少量，　　3　黒褐色　炭化物・焼土粒子・粘土粒子少量，ロームブロック微量

炭化物・焼土粒子微量
2　黒褐色　炭化物・粘土粒子・焼土粒子・鹿沼パミス少量，

ロームブロック微量
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遺物出土状況　縄文土器片608点，土器片円盤1点，石鉄2点，掻器1点，削器1点，磨石1点，剥片7点，

礫19点が，覆土上層から下層にかけて満遍なく出土している。縄文土器片に混じって，石器類が多く出土して

いる。

所見　遺物は，全体的に縄文土器片などが周りから流れ込んだような状態で出土している。しかし，石器類の

出土が目立ち，また，第145号住居跡の廃絶時期よりも新しい縄文土器片などが出土しているため，流れ込み

によるものだけではなく，廃棄されたものも含んでいると考えられる。本跡の廃絶時期は，その出土遺物など

から，縄文時代中期後菓（加曽利EⅢ式期）と判断される。

」　　＿＿呈　　　」

第162図　第1072号土坑・出土遺物実測図
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第163図　第1072号土坑出土遺物実測図
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第1072号士坑出土遺物観察表（第162e163図）

番　 号 種　 別 器　 種 口径 （cm ）器高（cm ）底径（cm ） 文様の特徴 胎　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　 考

4060

i縄文土器 探　 鉢 － （20．0） 8．0 沈線を沿わせた無文帯が垂下

する。地文は L R 単節縄文を

縦位に施文。

長石 ・石英 普通 にぷい橙 覆土中層

4061

縄文土器 深　 鉢 － （10．5） 8．7 2 本単位の沈線が蛇行 しなが

ら垂下する。地文は R L 単節

縄文を縦位に施文。

長石 ・石英 普通 明赤褐 覆土上層 底部網

代痕

4062

縄文土器 ミニチ

ュア

4．1 2．6 2．7 目線部内面に稜を巡らす。無

文。

石英 普通 にぷい橙 覆土中層

TP4069

縄文土器 深　 鉢 － （6．9）
－ 口綾部に沈線を沿わせた隆帯で渦

巻・楕円形の枠状モチーフを施す。

地文はL R 単節縄文を斜位に施文。

長石 ・雲母 普通 暗褐 覆土上層

TP4070

縄文土器 深　 鉢 － （7．8） － ロ緑部は沈線を沿わせた隆帯で渦巻・

楕円形の枠状モチーフを施し，胴部は

洗練を沿わせた無文帯を垂下させる。

長石 ・石英

・雲母

普通 暗褐 覆土上層

T P4071

縄文土器 深　 鉢 － （5．2） － 目線部に沈線を沿わせた隆帯

で渦巻 ・楕円形の枠状モチー

フを施す。

長石 ・石英

・雲母

普通 暗褐 覆土上層

TP4072

縄文土器 深　 鉢 －
（7．5）

－ 波状口綾部，指頭による沈線

で渦巻モチーフを施す。

長石 ・石英

・雲母

普通 暗褐 覆土下層

TP407二1

縄文土器 深　 鉢 － （7．0） － 口綾部に沈線を沿わせた隆帯で

楕円形の枠状モチーフを施す。地

文はL R 単節縄文を縦位に施す。

長石 ・石英

・雲母

普通 暗褐 覆土上層

TP4074

縄文土器 深　 鉢 － （9．0） －
暦 讐 豊 慧 霊

を沿わせた無文帯を垂下させる。

長石 ・石英

・雲母

普通 黒褐 覆土中層

TP4075

縄文土器 探　 鉢 － （7．3） － 日録部に棒状工具の押し引き

による結節洗練文を縦位に施

す。

長石 ・石英

・雲母

普通 黄橙 覆土下層

TP4076

縄文土器 深　 鉢 － （6．1） － ロ綾部に洗練を沿わせた隆帯

を巡 らす。

長石 ・雲母 普通 黒褐 覆土下層

TP4077

縄文土器 深　 鉢 － （7．5） － 目線部端に 2 本単位の沈線を

巡らす。地文は R L 単節縄文

を縦位に施文。

石英 ・雲母 普通 にぷい褐 覆土下層

T P4078

縄文土器 深　 鉢 －
（7．7）

－ 目線部端に沈線 を巡らす。地

文は R L 単節縄文を縦位に施

文。

石英 ・雲母 普通 暗褐 覆土上層

TP4079

縄文土器 深　 鉢 － （7．8） － 胴部は沈線を沿わせた隆帯に渦巻モチー

フを加飾して垂下し，枠状の区画を形成
する。地文はR L単節縄文を多方向に施丸

長石 ・石英

・雲母

普通 橙 覆土上層

TP4080

縄文土器 深　 鉢 － （8．7） － 胴部に沈線を沿わせた無文帯

を垂下させる。地文は L R 単

節縄文を縦位に施文。

長石 ・雲母 普通 黒 覆土中層

T P4081
縄文土器 深　 鉢 － （6．4） － 口唇部上面は沈線で枠状モチーフや刻

み列を施し，胴部は2条の洗練を巡ら

す。地文はR L単節縄文を縦位に施文。

長石 ・石英

・雲母

普通 暗赤褐 覆土中層

TP4082

縄文土器 深　 鉢 － （6．3） － 目線部に隆帯で枠状モチーフ

を形成 し，隆帯上にR 無節縄

文を施す。

長石 ・石英

・雲母

普通 にぷい橙 覆土上層

TP4083

縄文土器 深　 鉢 － （8．7） － 目線部内面に稜を巡らす。無

文。
長石 ・石英

・雲母

普通 にぷい橙 P l

T P4084
縄文土器 深　 鉢 －

（1．5）
－ 底部に網代痕を有する。 長石 ・石英

・雲母

普通 にぷい橙 覆土上層

番　 号 券　 種
計　　 測　　 値 ！胎土 ．色 調

i 特　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考
長さ（cm ）幅（cm ）厚さ（cm ）重量（g ）

D P4002 土器片円盤 2．0 2．2 0．9 4．7 長石・石英・雲母，暗褐 完形，全周研磨。 覆土中層

番　 号 器　 種
計　　 測　　 値

巨 質

特　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考
長さ（cm ）幅（cm ）厚さ（cm ） 重量（g ）

Q 4025 磨　　 石 （8．5） （8．4） （2．4） （230．7） 閃緑岩 中央部に敲打痕あり。 覆土中層

Q 4026 石　　 鉄 2．9 1．5 0．6 2．4 チャート 凹基無茎数，両面調整。 覆土中層
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番　 号 器　 種
計　　 測　　 値

石　　 質 特　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考
長 さ（cm ） 幅（cm ）厚 さ（cm ） 重量 （g ）

Q 40 27 石　　 鉄 2．2 2．7 0．9 3．7 流紋岩 凹基無茎鉄，両面調整。 覆土中層

Q 40 28 掻　　 器 2．1 3．2 1．1 5．6 チ ャー ト 側線 部 に両面か ら調整 を施す。 覆土中層

Q 40 29 削　　 器 1．7 3．3 0．4 2．1 チャー ト 2側線に主要剥獅 側から細かい調整を施し，尖頭状を呈する。 覆土 中層

第1079号土坑（第164図）

位置　調査2区の北西部，C2f7区。住居跡群城に位置する。

重複関係　北側で第1143号土坑，南側で第1124号土坑を掘り込んでいる。

0　　　　　　　　　　　　　　2m

L＿－＿＿　；　　　［

第164図　第1079号土坑・出土遺物実測図

TP4109

0　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　！
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親機と形状　開口部の平面形は，長径2。42m，短腰上89mの楕円形である。底面はほぼ平坦である。確認面か

らの深さは33cmで，壁は全体的に直立する。ピットは1か所で，北壁に位置する。Plは深さ21cmである。

穫蓋　3層に分層される。レンズ状堆積から自然堆積である可能性が高いと思われる。

土層解説
1　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量
2　暗黒色　ロームロック微量

3　黒褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

遺物出藍状況　縄文土器片50点，礫8点が，覆土中層から下層にかけて廃棄されたような状態で出土してい

る。

所凰　本跡の廃絶時期は，覆土中層から下層にかけて廃棄されたような状態で出土した4080や大形破片などか

ら，縄文時代中期後菓（加曽利EⅢ～Ⅲ式期）と判断される。

第1079号土坑出土遺物観察表（第164図）

番　 号 種　 別 器　 種 口径（cm）器高（cm）底径（cm ） 文様の特徴 胎　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　 考

4080

縄文土器 深　 鉢 24．3 （14．4） － 口唇部内面に隆帯を貼付。ロ緑部は沈線で

重弧状文を措き，隆帯を口唇部から胴部に

がナて等間隔に垂下させる。地文は撚り糸文。

長石・石英 普通 にぷい橙 覆土下層 P L 43

TP4108

縄文土器 探　 鉢 － （18．0） － 目線部は沈線を沿わせた隆帯で滴各

楕円形の枠状モチーフを施し，胴部は

沈線を沿わせた無文帯を垂下させる。

長石・石英

・雲母

普通 にぷい黄橙 ！覆土中層

T P4109

縄文土器 探　 鉢 －
（13．6）

－ 胴部に洗練を沿わせた無文帯

を垂下させる。地文はL R 単

節縄文を縦位に施文。

長石・石英

・雲母

普通 黒褐 覆土中層

第臓馴考量琉（第165図）

位置　調査2区の北西部，C2e8区。住居跡群域に位置する。

重複関係　北側で第1112号土坑，南側で第1077号土坑を掘り込み，東側で第1078号土坑及び第145号住居跡に

掘り込まれている。

規模と形状　開口部の平面形は，長径2。38m，短径工90m程度の楕円形と推定される。底面はほぼ平坦であ

る。確認面からの深さは50cmで，酋壁は内傾して立ち上がり，その他の部分で直立する。

穫蓋　4層に分層される。第4層は底面に凸状に堆積し，ロームブロックを多量に含んでいるため，人為的に

埋め戻された可能性が考えられる。他層は含有物が均質で，レンズ状堆積のため，自然堆積と思われる。

土層解説
1　黒褐色　ロームブロックe焼土粒子や炭化粒子微量　　　　　3　暗褐色　ロームブロック・炭化粒子微量
2　黒黒色　ロームロック少量，炭化粒子微量　　　　　　　　　4　褐　色　ロームブロック多量，炭化粒子微量

遺物出立状況　縄文土器片23点夕　礫15点が，覆土中層から下層にかけて廃棄されたような状態で出土してい

る。

所農　本跡の廃絶時期は，底面から廃棄されたような状態で出土した4081などから，縄文時代中期後葉（加曽

利EI式期）と判断される。
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第165図　第1081号土坑・出土遺物実測図
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第1081号士坑出土遺物観察表（第165図）

番　 号 種　 別 器　 種 口径（cm ）器高（cm ）底径（cm ） 文様の特徴 胎　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　 考

4081

縄 文土器 深　 鉢 （20．8） （47．2） 10．5 把手は隆帯と沈線で渦巻モチーフの加飾を

施し，4方に開口する。口緑部は沈線と隆帯

による渦巻文。地文はR L単節縄文を施文。

長石 ・石英

・雲母

普通 暗褐 底　　 面 P L 43

第柑馴尊堂坑（第1660167図）

位置　調査2区の北部，C3dl区。住居跡群城に位置する。

重複関係　北側で第1095号土坑を掘り込んでいる。南西側で第1151号土坑及び第1152号土坑と重複している

が，新旧関係は不明である。

規模と形状　開口部の平面形は，長径工94m，短径1。76mの楕円形である。底面はほぼ平坦で，平面形は長径

1。80m，短径工44mの楕円形である。確認面からの深さは85cmで，壁は下位から中位にかけて内傾して立ち

上がり，上位は外傾して立ち上がる。

尊堂　6層に分層される。最下層の第6層は，ロームブロックやローム粒子，鹿沼パミス，焼土粒子を比較的

多く含み，完形の縄文土器の深鉢が横位の状態で出土していることなどから，人為堆積と考えられる。

土層解説
1極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量　　　　4　暗褐色　焼土粒子中量，炭化粒子微量
2　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子・焼土粒子少量　　　　　5　黒褐色　ロームブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
3　暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子・焼土粒子微量　　6　暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子・粘土粒子・鹿沼パミス

少量

遺物出藍状況　縄文土器片204点，剥片1点，礫9点が，覆土上層から中にかけて廃棄されたような状態で出

土している。また，底面からは完形の縄文土器の深鉢が，ロ綾部を南東壁に向けた横位の状態で出土してい

る。

新風　4063は，床面から目線部を南東壁に向けた横位の状態で出土しているが，正位に起こした場合，底面中

央に位置することになる。本跡の廃絶時期は，その出土遺物などから，縄文時代中期中葉（阿王台Ⅲ～Ⅳ式期）

と判断される。

第相国　第1091号土坑実測図
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第167図　第1091号土坑出土遺物実測図

第1091号土坑出土遺物観察表（第167図）

番　 号・ 種　 別 器　 種 口径 （cm ） 器 高 （cm ） 底 径 （c m ） 文 様 の特徴 胎　 土 焼成 色　 調 出土位 置 備　 考

40 63

縄 文 土 器 深　 鉢 4 1．6 54 ．4 12 ．4 ロ緑酎 沈線と半級竹管による結節沈線を沿わせ

た隆苛で逆三角形の枠状モチーフを形成し，欄 を

2分割するように沈線で三角形の枠状モト フを

措く。脚 は縦位の隆駆 画内に2本単位の沈線で

渦巻や弧状モト 7を施す。地文はR L単節緒丸

長石 ・石英 普通 にぷい橙 底　　 面 P L 4 2

4 06 4

縄 文 土 器 深　 鉢 ［19月］ （6．5） － 口縁部無文，頚部に棒状工具によ

る連続刺突文を横位に 3 段施す。

地文はL R 単節縄文を縦位に施文。

長 石 ・石英 普通 橙 覆土下層

T P 40 85

縄 文 土 器 深　 鉢 － （6．9） 口縁 部に沈線 を沿 わせ た隆帯

でモ チーフを施す。

長石 ・石英

・雲母

普通 明褐 底　　 面

T P 4 0 86

縄 文 土 器 探　 鉢 － （6．9） － 口緑部 に沈線 でモチー フを施

す。地文 は R L 単 節 縄 文 を羽

状構成に施す。

長石 ・雲母 普通 橙 覆土下層

T P 4 08 7

縄 文 土 器 探　 鉢 － （7．8） － 口 縁部に丁寧なナデ を施す。 石英 ・雲母 普通 褐 覆土 下層

T P4 0 8 8

縄 文 土 器 探　 鉢 － （5．2）
－ 口緑部 に丁寧 なナデ を施 し，

下端 に隆帯 を巡 らす。

長石 ・石英

・雲母

普通 黒褐 覆土下層
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第1097号土坑（第168～170図）

位置　調査2区の北西部，C2倍区。住居跡群域に位置する。

重複関係　北西側で第1090号土坑の下位に存在する第1089号土坑と接し，北側で第1105号土坑を掘り込んでい

る。また，北西側で第1090号土坑，東側で第404号ピットと重複し，第152号住居跡及び第153号住居跡の推定

範囲の中に位置するが，新旧関係は不明である。

規模と形状　開口部の平面形は，長径2．22m，短径2mの楕円形である。底面はほぼ平坦で，平面形は径

2・08mの円形である。確認面からの深さは64cmで，北壁は直立し，東壁及び南壁は外傾して立ち上がり，西

壁は内偵して立ち上がる。ピットは3か所で，いずれも壁寄りに位置する。Plは深さ56cm，P2は深さ

18cm，P3は深さ15cmである。

覆土　6層に分層される。レンズ状堆積の第1・2層を除き，他の層は全体的に不自然な堆積状況を呈してい

るため，人為堆積である可能性が高いと思われる。

土層解説
1　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子微量
2　黒　色　炭化粒子少量，ロームロック微量
3　黒褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

4　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子中量，炭化粒子微量
5　暗褐色　ロームブロック中量
6　暗褐色　ロームブロック中量

遺物出土状況　縄文土器片202点，打製石斧1点，礫10点が，覆土上層から中層にかけて廃棄されたような状

態で出土している。

所見　本跡の廃絶時期は，覆土下層が人為堆積と考えられ，縄文土器の大形破片などが廃棄された覆土中層の

堆積時とほとんど時間差がないと考えられるため，出土遺物などから，縄文時代中期後葉（加曽利EI式期）

と判断される。

2m

L i i

第168図　第1097号土坑・出土遺物実測図
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4068

第169図　第1097号土坑出土遺物実測図（1）
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TP4091
囁二露三千▼ll‾

第170図　第1097号土坑出土遺物実測図（2）

第1097号土坑出土遺物観察表（第168～170図）

10cm

l　　　　；　　　I

種　別器　種口径（cm）器高（cm）底径（cm） 文様の特徴 胎　土焼成色　調出土位置

縄文土器深　鉢26．9 （12．2）－口緑部は沈線が沿う隆帯を巡らし，

内部に渦巻・刺状モチーフを施す。胴

部は3本単位の沈線を垂下させる。

長石・石英

・雲母

普通にぷい橙覆土上層

縄文土器深　鉢［260］（25．9） 口唇部上面に2本単位の隆帯を巡

らし渦巻モチーフを突起部に配す。

地文はL無節縄文を縦位に施文。

長石・石英普通明赤褐覆土上層

縄文土器深　鉢［29．6］（8．4）－口綾部無文，胴部は沈線を沿わせた2本

単位の隆帯で渦巻・刺状のモチーフを描

く。地文はRL単節縄文を横位に施文。

長石・石英

・雲母

普通にぷい橙覆土中層

縄文土器深　鉢［22．6］（10．8）
－
口縁郡に涙減を沿わせた2本単位の隆帯，

頚部は無文帯，胴部は3本単位の沈線を

縦横に施す。地文はRL単節縄文を施丸

長石・石英

・雲母

普通暗褐 覆土中層

縄文土器深　鉢

l

－ （9．2）9．7 胴部にRL単節縄文を縦位に

施す。

長石・石英普通暗褐 覆土上層

！縄文土器深　鉢－ （8．5）9．6 胴部にRL単節縄文を縦位に

施す。

長石・石英普通暗褐 覆土中層

縄文土器浅　鉢－
（5．1）10．0 内外面丁寧なナデを施す。長石・石英

・雲母

普通暗褐 後土上層

縄文土器探　叫－ （5．0） 口縁部に沈線を沿わせた隆帯

を巡らす。地文はRL単節縄

文を縦位に施す。

長石・石英

・雲母

普通黒褐 覆土中層

探　鉢－ （8．5）－胴部に沈線を沿わせた隆帯を

巡らす。地文はRL単節縄文

を縦横に施文。

長石・石英

・雲母

普通暗褐 覆土中層

！縄文土器深　鉢－ （5．5） 胴部に蛇行沈線を巡らし，3本

単位の沈線を垂下させる。地文

はRL単節縄文を縦位に施文。

長石・雲母普通黒褐 覆土上層
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番 号 j 種 別 極 種 口径五m 座 高k m ）底径k m　　 文様の特徴i
胎　 土　　 焼成　　 色　 調 出土位置 備　 考

†－－－－・・

TP舶犯 縄文土盛．深 鉢

持．8） 覆土上層

i
i

棒几 単節縄文を綻位に施文。

！縄文土器 深　 鉢 （5・扇　　　　 恒 唇部内商に隆帯を貼付し受 石英・雲母　 普通　黒褐 覆土中層
TPJ0り十
i

［　　　 け臼状を皇する。地文はR L
i　　　 単節縄文を綻位に施文。

i
縄文土器　深　 鉢 （4．0）　　　　　 口唇部に棒状工具による刻みを施し， 長石 ・雲母　 普通　 褐 穫土中勘

T P4脚当 日録部に2本単位の沈線を巡らす。

i＋ ＋ i地文はR L単節縄文を縦位に施文。

縄文土器　 深　 鉢 （10．3）　　　　　 目線部は無文，胴部は櫛歯状 石英 瀾 ！普通 i暗褐 覆土上層

TPJ0り5

［

工具による集合沈線を縦位に

施す。

」 m 五言　　　 計　 測　 値

石　　 質 特　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考
田 弓 器 孝 恒 （。m ）幅（cm）厚さ（cm ） 重量（g ）

Q 4鋸　 打製石斧日 ・扇　 巨 ・7
1．4 （101．6） 緑泥片岩 板状剥片を素材とし調練部に両面から調整を施す。覆土中層 刃部に研磨痕あり。

第醐腱考達観（第171の172図）

位置　調査2区の北部芦　C2bO区。土坑墓群と住居跡群に挟まれた区域に位置する。

重複関係　第1098，HO号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　第109説　は0号土坑に上部を掘り込まれているため，開口部の形状は明瞭でないがタ現状では長

径2。00m，短径1。73m程度の楕円形である。底面はほぼ平坦で，平面形は長径2。8m　短径。mm程度のほぼ

円形である。壁は下位から中位にかけて内傾して立ち上がりタ　上位は不明である。底面からくびれ部までの高

さは平均71cmである。ピットは1か所で，㌘且は深さは32cmである。

穫羞　7層に分層される。第5も6層は粘性の強い士層である。全体的にロームブロックや鹿沼パミス粒子を

多量に含み，遺物の出土状況などからタ　土器の廃棄活動に伴う人為堆積と考えられる。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子・焼巨粒子少量
2　黒褐色　ロームブロック・炭化物e焼士粒子少量
3　極暗褐色　ロームブロックe炭化粒子少量夕　焼土粒子微量
4　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子を炭化粒子少量

5　暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子・鹿沼パミス粒子0粘土粒子
少量

6：黒褐色　ローム粒子・炭化粒子・鹿沼パミス粒子・粘土粒子少量
7　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子・鹿沼パミス粒子少量

遺物出藍状況　縄文土器片255点が覆土から出土している。遺物は覆土下層から底面にかけて，廃棄されたよ

うな状態で満遍なく出土している。

第膵図　第は02号土坑実測図

5008　　　　　　　　5007

0　　　　　　　　2m

ヒ二二二二∃⊥」

ー190　－



所見　縄文土器の破片が，覆土下層から底面にかけて，一括して廃棄されたように出土している。出土遺物と本

跡の廃絶時期は同時期と考えられるので，時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅱ式期）と考えられる。

「「一二‾‾l：‾llTIl二‾l
＼

第172図　第1102号土坑出土遣物実測図

第1102号土坑出土遺物観察表（第172図）

番　 号 種　 別 器　 種 口径 （cm ） 器 高 （cm ） 底 径 （cm ） 文 様 の特徴 胎　 土 焼成 色　 調 出土位 置 備　 考

50 04

縄 文 土 器 深　 鉢 －
（12．8）

－ 断面 三角形の隆帯 で文様 を描

出。 隆帯に沿 って半裁竹 管に

よる結節沈線文 を施 文。

長石 ・石英

・雲母

普通 にぷ い橙 底　　 面

50 05

縄 文 土 器 探　 鉢 ［19．8］ （8．8） － 口唇部 直下に縄原体庄痕文 が

巡 る。胴部 には L R の 単 節 縄

文 を斜方向 に施文。

長 石 ・石英

・雲母

普通 橙 覆土下層 ス ス付

着

50 06

縄 文 土 器 深　 鉢 ［22．5］ （9．5） － 波 底部 にⅤ字 文描出。 口唇部

に縄原体圧痕 文が巡 る。 L R

の 単 節 縄文 を縦方向 に地文。

長石 ・石 英

・雲母

普通 褐 底　　 面

5 00 7

縄 文 土 器 探　 鉢 ［3 6．8］ （12 ．3） － 口 唇部 には隆帯 を貼 り付け肥

厚。胴部 にはキザ ミ目列が巡

る。

長石 ・石英

・雲母

普通 にぷい黄 底　　 面

50 0 8

縄 文 土 器 深　 鉢 ［19．6］ （16 ．5） － 口 緑 部 か ら胴 部 にか け て無

文。胴 部は よく研 磨。

長石 ・雲母 普通 にぷい黄橙 底　　 面 ス ス付

着
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第1106号土坑（第173・174図）

位置　調査2区の北部，C2侶区。土坑墓群と住居跡群に挟まれた区域に位置する。

重複関係　第1089，1107号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と形状　平面形は長径2．飢m，短径1．70mの楕円形と推定される。底面はほぼ平坦で，確認面からの深さ

は43cmである。壁は一部内傾するが，確認された大半の部分で外傾する。ピットは1か所で，Plは北西壁際

に位置し，深さ44cmである。

覆土　土層観察用ベルトの設定位置が本跡からはずれたため，観察ができなかった。

遺物出土状況　縄文土器片69点が覆土から出土している。土器片は大形の破片で，北部から北東部にかけて廃

棄された状態で出土している。

所見　大形の破片が覆土中層から下層にかけて出土しているので，時期は，出土土器から中期後菓（加曽利

EⅡ式期）と考えられる。

A
－29．2m

第173図　第1106号土坑・出土遺物実測図
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第174図　第1106号土坑出土遺物実測図

第1106号土坑出土遺物観察表（第173・174図）

0　　　　　　　　　　　　10cm

ト　　　　十・　…lll

番　号 種　 別 器　 種 口径（cm）器高（cm）底径（cm） 文様の特徴 胎　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　 考

5010

縄文土器 深　 鉢 ［27．8］ （28．0） 胴部には沈線が沿う2本の隆

帯文と縦位隆帯文。胴部はR L

の単節縄文を縦方向に地文。

長石・石英

・雲母

普通 にぷい褐 覆土下層 スス付

着

5011

縄文土器 探　 鉢 25．0 （23．8） － 沈線が沿う隆帯で渦巻文や区

画文描出。懸垂文間を磨り消

す。L R Lの複節縄文を施文。

長石・石英

・雲母

普通 にぷい褐 覆土中層

5012

縄文土器 深　 鉢 ［21．8］ （17．3） － 隆帯と沈線で渦巻文や区画文

描出。胴部は懸垂文間を磨り

消す。R Lの単節縄文を施文。

長石・石英

・雲母・赤
色粒子

普通 にぷい褐 覆土中層

TP5011

縄文土器 深　 鉢 － （8．8） 胴部は沈線により文様を描

出。沈線間を磨り消す。文様

内にL R の単節縄文を充填。

長石・石英 普通 橙 覆土中層

第1115号土坑（第175・176図）

位置　調査2区の北部，C2g6区。住居跡群域に位置する。

重複関係　第1112・1116号土坑に掘り込まれている。また第1139号土坑と重複しているが，新旧関係は不明で

ある。
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第175図　第1115号土坑・出土遺物実測図
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規模と形状　第1112・1116号土坑に掘り込まれているため開口部の平面形は明瞭ではないが，現状では長径

1．83m，短径1．40m程度の不整楕円形である。底面はほぼ平坦で，平面形は径3．05m程度の円形である。確認

面からの深さは108cmで，壁は下位からくびれ部にかけて内傾して立ち上がり，上位で緩やかに立ち上がる。

底面からくびれ部までの高さは平均66cmである。ピットは2か所で中央部に位置する。深さは，Plが22cm，

P2が37cmである。

覆土　7層に分層される。全体的にロームを多量に含んでいる。第2～4層にかけてのロームブロックは，内

傾する壁が崩落したものと考えられる。遺物は中層に集中しているので，崩落とともに廃棄され，その後一気

に埋め戻されたものと考えられる。そのため土層に締まりがなく，その後に構築された第1112・1116号土坑の

底面が下がっているものと考えられる。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子微量
2　暗褐色　ロームブロック多量
3　黒褐色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
4　暗褐色　ロームブロック多量

5　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子少量
6　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子微量
7　暗褐色　ロームブロック中量

遺物出土状況　縄文土器片252点，石皿1点，石鉄1点が覆土から出土している。大形破片を含め，遺物は覆土中

層に集中し，廃棄されたような状態で出土している。5013は深鉢で，覆土中層から下層にかけて出土している。

所見　本跡が廃絶され，壁などの崩落後に土器片が廃棄されたと考えられるため，時期を出土土器から判断す

ることは困難であるが，覆土中層の堆積時期は，中期後葉（加営利EI式期）と考えられる。

第176図　第1115号土坑出土遺物実測図

第1115号土坑出土遺物観察表（第175・176図）

0　　　　　　　　　　　　　10cm

」＿＿＿⊥＿＿＿」

番　号種　別器　種口径（cm）器高（cm）底径（cm）文様の特徴 胎　土焼成色　調出土位置備　考

5013

縄文土器探　鉢25．2 44．7 ［11月］沈線を有する隆帯で横S字文

描出。2本一組の隆帯で文様

描出。地文はLRの単節縄文。

長石・石英

∵雲母・赤
色粒子

普通にぷい褐覆土下層スス付

着

PL43

TP5014

縄文土器深　鉢－（5．4）－口緑部には隆帯が巡る。隆帯

間にはLRの単節縄文を施文

し，波状隆帯が巡る。

長石・石英普通にぷい褐覆　　土
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番　 号 種　 別 器　 種 口径（cm ）器高（cm ）底径（cm ） 文様の特徴 胎　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　 考

TP5015

縄文土器 深　 鉢 － （5．1） － 口唇部直下に押庄文を有する

隆帯が巡る。L の無節縄文を

縦方向に施文。

長石 ・石英

・赤色粒子

普通 にぷい褐 覆土中層

TP5016

縄文土器 探　 鉢 － （6．2）
－ 口唇部直下に交互刺突文が巡

る。沈線で文様を描出。L R

の単節縄文を縦方向に施文。

長石 ・石英

・赤色粒子

普通 橙 覆　　 土

番　号 器　種
計　　 測　　 値 i 材 質

特　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考長さ（cm ）i軌 m）厚さ（cm ）重量（g）

Q5005 右　　 皿 （17．5） （20可 （111日 （1040・3）砂岩 両面に摩耗による皿状のくぼみを有する。凹石に併胤 覆土中層 P L 61

第m別号羞坑（第177。178図）

位置　調査2区の北部，C2f7区。住居跡群域に位置する。

重複関係　第1079号土坑，第387号ピットに掘り込まれている。

規模と形状　開口部の平面形は，楕円形と推定され，現状では長径2。55m，短径2。25m程度である。底面はほ

ぼ平坦で，平面形は長径2。48m，短径2。32m程度の円形である。確認面からの深さは82cmである。壁は一部

外傾して立ち上がっているが，土層からほヲ南西側で下位から中位にかけて内傾して立ち上がり，上位で外傾

して立ち上がることが確認されている。底面からくびれ部までの高さは，平均54cmである。ピットは4か所

でタ　深さは，㌘1が40cm，㌘2が38cm，㌘37うゞ射cm，P4が19cmである。

覆羞　6層に分層される。第28306層はロ∴∵ムブロックが多いためタ　内傾する壁が崩落したものと考えら

れる。遺物は覆土中層から下層にかけて出土しているので，土器の廃棄に伴う人為堆積と考えられる。

土層解説
1黒褐色　ロームブロック中畳，炭化粒子微量
2　暗褐色　ロームブロック多量
3　黒褐色　ロームブロック多量，炭化粒子微量

4　黒　色　炭化粒子中量㌢　ロームブロック少量
5　黒褐色　ロームブロック中量

6　暗褐色　ロームブロック多量

遺物出藍状況　縄文土器片416氏磨石上真，石放したが覆土から出土している。遺物は覆土中層から下層に

かけて満遍なく出土している。

所凰　時期は，出土土器から中期後葉（加曽利EI式期）と考えられる。

第相国　第1124号土坑実測図
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第178図　第1124号土坑出土遣物実測図

第1124号土坑出土遣物観察表（第178図）

0　　　　　　　　　　　10cm

」＿＿＿⊥」＿＿＿」

番　号種　別器　種口径（cm）器高（cm）底径（cm） 文様の特徴 胎　土焼成色　調出土位置備　考

5015

縄文土器鉢［34．2］（10．4）－口縁部は沈線が沿う2本一組

の隆帯で文様を描出。LRの

単節縄文を横方向に施文。

長石・赤色

粒子

普通にぷい褐覆土下層

5016

縄文土器探　鉢［36．0］（8．0） 口縁部に沈線が沿う隆帯によ

る渦巻文や剣先状文を施す。

RLの単節縄文を施文。

長石・石英

・赤色粒子

普通灰褐 底　　面

5017

縄文土器深　鉢－ （5．3）－口唇部直下に渦巻状の突起を

有する。2本の隆帯により区

画文。地文はRLの単節縄文。

長石・石英

・雲母

普通橙 覆　　土

番　号器　種
計　　測　　値

材　　質 特　　　　　　　 徴 出土位置備　　考
長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

Q5009磨　　石（7．6）6．2 3．4 （247．0）安山岩 全側線に使用痕。凹石に併用。一部欠損。底　　面

Q5010石　　奴2．9 1．7 0．7 2．1チャート 基部中央が大きく湾入。器体調整入念。覆土中層PL59
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第1127号土坑（第179図）

位置　調査2区の北部，C2cO区。土坑墓群と住居跡群に挟まれた区域に位置する。

重複関係　第1128・1149号土坑を掘り込み，第1126号土坑に掘り込まれている。本跡の南西側は現代の撹乱に

より破壊されている。

規模と形状　開口部の平面形は，円形と推定されるが，現状では長径2．92m，短径1．58m程度の半円形であ

る。底面はほぼ平坦で，平面形は開口部と同様，円形と推定されるが，現状では長径3．08m，短径1．65m程度

の半円形である。確認面からの深さは83cmである。壁は一部外傾しているが，土層観察からは下位から上位

にかけて内傾して立ち上がることが確認されている。くびれ部は存在しない。

（か

l
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第179図　第1127号土坑・出土遺物実測図
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覆土11柚二分層きれる．こ、仝f付蘭二ロームプロ、ソクや鹿沼ノ（ミスが目立つ口再である∴卜層は堆積状況に乱れ

がないので自然堆積と考えられる。中層から上層は，不自然な堆積状況から人為堆積と考えられる。最下層の

第m層は締まりの強い土層である。

土層解説
1　暗褐色　ロームブロックe炭化粒子微蛋
2　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子微量
3　黒褐色　ロームブロック少量，炭化範子微量
4　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
5　暗褐色　ロームブロック少量
6　暗褐色　ロームブロック中墨，鹿沼パミスブロック少量

7　暗褐色　ロームブロック中量

8　黒褐色　ロームブロック中量，鹿沼パミスブロック微量
9　暗褐色　ロームブロック多量

10　暗褐色　ロームブロックe鹿沼パミス粒子少量，炭化粒子微量

は　黒褐色　ロームブロック中量

遺物出藍状況　縄文土器片は1点，磨石上真が覆土から出土している。5018は深鉢で，壁際の底面から横位で

出土している。

所凰　時期は，覆土下層が自然堆積と考えられることや底面直上から出土した5018などから，中期後葉（加曽

利EI式期）と考えられる。

第は2号土坑出土遺物観察表（第179図）

番 可 種 別 極 種 口径（cnl）器高（cm ）底径（cm ） 文様の特徴 胎　 土
焼成 i 色 調 出土位置 i備 考

縄文土器　深　 鉢 21．9 31．0 8．8 口唇部直下に交互刺突文が巡 長有・石英 普通　 にぷい橙 底 ㌍

5018 る。日綾部に沈線を有する隆

帯で文様描出。地文は洗練文。

・雲母

。澄 。 i　　 計　 測　 値 巨 質
特　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

田 亨 器 種 恒 （。m）幅（cm ）厚さ（cm ）重量（g）

Q聖 車 上 冬 山 塑 6．0
i

3．6 （438の
i

蛇紋岩
i
原礫を素材とし，長軸側の一端に使用痕。一部欠損。

l
覆土下層

窮醐堂尊堂痍（第ヱ80図）

位置　調査2区の北部，C2g7区。住居跡群域に位置する。

確認状況　第152号住居の掘り方調査中に検出した。

重複関係　第152号住居，第1134号土坑に掘り込まれている。、

規模と形状　開口部の平面形は，第152号住居夕　第1134号土坑に掘り込まれているため不明である。底面はほ

ぼ平坦で，平面形は長径2。65m，短径2。45m程度の円形である。確認面からの深さは84cmであり，壁は下位

からくびれ部にかけて内偵して立ち上がり，くびれ部から上位は緩やかに立ち上がる。底面からくびれ部まで

の高さは平均75cmである。

穫蓋　8層に分層される。各層は凸状に盛り上がった堆積状況で，開口部からの土砂の流入によるものと考え

られるため，全体的にロームブロックや鹿沼パミスを多く含んでいるが，自然堆積と考えられる。

土層

1

2

解

黒

黒

説

褐　色　ロームブロック少量　　　　　　　　　　　　5　黒　褐　色　　ロームブロック中量，鹿沼パミスブロック少量
褐　色　ロームブロック中量，鹿沼パミスブロック少量，6　にぷい黄褐色　　ロームブロック・鹿沼パミスブロック中量

炭化粒子微量
3　黒　褐　色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
4　黒　　　　色　ロームブロック・炭化粒子・鹿沼パミスブロッ

ク少量

7　黒　褐　色　　ロームブロック・鹿沼パミスブロック中量

8　黒　褐　色　　鹿沼パミスブロック多量，ロームブロック中量

遺物出立状況　縄文土器片107点，敲石上軋　土器片円盤主点が覆土から出土している。土器は小破片が多い。

5020は探鉢で底面から出土している。

新風　本跡は土器片円盤が出土していることに特徴がある。土器が小破片で詳細が分かりづらいが，5020の深

鉢が底面の壁際から出土していることなどから，時期は，中期中葉（阿王台Ⅲ式期）と考えられる。
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誓誓書芋竿三二

第180回　第1132号土坑・出土遺物実測図

第1132号土坑出土遺物観察表（第180図）

／〈こ⊃ 10cm

］　　　；　　　！

番　号種　別器　種口径（cm）器高（cm）底径（cm） 文様の特徴 胎　土焼成色　調出土位置備　考

5020

縄文土器深　鉢［23．4］（7．7）
－隆帯による5単位の区画文。

口唇部直下の隆帯上部には爪

形文。Lの無節縄文。

長石・雲母普通灰褐 底　　面

5022

縄文土器深　鉢－
（10．1）6．2 胴部はRの無節縄文を縦方向

に施文。

長石・石英

・雲母

普通にぷい黄橙覆土中層

番　号器　種
計　　測　　値

胎土・色調 特　　　　　　　 徴 出土位置備　　考
長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

DP5004土器片円盤（1．8）（1．8）（0．9）（3．6）長石・石英明赤褐RLの単節縄文を施し，周縁部は部分的に研磨。覆土下層

番　号器　種
計　　測　　値

材　　質 特　　　　　　　 徴 出土位置備　　考
長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

Q5012敲　　石（6．7）（7．9）4．0 （263．5）砂岩 両面と側線に敲打痕。凹石に併用。一部欠損。覆　　土
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第m醜尊堂琉（第181～183図）

位置　調査2区の北部，C2h6区。住居跡群域に位置する。

重複関係　第23号溝に掘り込まれている。

規模と形状　開口部の平面形は，円形と推定され，現状では長径2．17m，短径2。05m程度である。底面はほぼ

平坦で，平面形は径2。52m程度の円形である。確認面からの深さは68cmであり，壁は下位からくびれ部にか

けて内傾して立ち上がり，くびれ部から上位は外傾して立ち上がる。底面からくびれ部までの高さは平均

43cmである。ピットは1か所で，Plは深さ38cmである。

尊堂　8層に分層される。中層から下層にかけて大形破片が廃棄されたような状態で重なるように出土してい

る。このことから，土器片などの廃棄活動に伴う人為堆積と考えられる。

土層解説
1　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子微量
2　黒褐色　鹿沼パミス粒子少量，ロームブロック

炭化粒子微量
3　暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
4　黒褐色　ロームブロック微量

5　暗褐色　ロームブロック中量
6　極暗褐色　ロームブロック少量，焼土粒子微量
7　黒褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
8　褐　　色　ロームブロック少量

－201－
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造物出土状況　縄文土器片275点，打製石斧1点が覆土から出土している。遺物は覆土中層から下層にかけて

集中して出土している。5029の探鉢は覆土中層から底面にかけて出土している。5030の深鉢は底面から，5031

の嚢は覆土中層から横位で出土している。

所見　本跡は，5029・5030・5031の探鉢のように，口径が広く，胴部が張っているという類似した土器が出土

していることに特徴がある。時期は，出土土器から中期後菓（加曽利EI式期）と考えられる。

第182図　第1160号土坑出土遺物実測図（1）
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第183図　第1160号土坑出土遺物実測図（2）



第1160号土坑出土遺物観察表（第182の183図）

番　 号 種　 別 器　 種 口径 （cm ＿） 器高 （cm ） 底径 （cm ） 文様 の特徴 胎　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　 考

5 029

縄 文土器 探　 鉢 2 1．9 （30．0） － 胴部 には沈線 で文様 描出。地

文 は R L と L R の単節縄文 を

交互に縦方向 に施文。

長石 ・石英

・雲母

普通 にぷい橙 底　　 面 P L 4 3

50 30

縄 文土器 探　 鉢 ［31．7］ （37．8）

i

i 目線部 は 2 本 の隆帯 で文様措 長石 ・石英 普通 橙 底　　 面 P L 44
出 。胴部 は沈 線文。日経 部や胴 ・雲母

部に R L と L R の単節縄 文。

5 0 3 1

縄 文土 器 探　 鉢 ［2 7．5］ （3 2の
－ 日録部 には波状 ・平行 沈線文

が巡 る。 2 本一組の縦位 波状

沈線文。 R L の単節縄文 。

長石 ・石英

・雲母

普通 橙 覆土 中層

～　下 層

P L 4 4

5 03 2

縄 文土器

i

深　 鉢 － （絡 0） － 円孔部 を渦巻 きと隆沈線 で加

飾 した箱状把 手。目線部 には

沈線文や渦巻文 を描 出。

長石 ・石英

・雲母

普通 赤褐 覆土中層

T P 50 27

縄 文土器 深　 鉢 ！ － （10．8） － 口唇部直下 に隆帯が巡 る。 ロ

縁部か ら胴部 にかけて L R の

単節縄 文 を縦方向 に施文。

長石 ・石英

・雲母

普通 にぷい褐 底　　 面

T P 50 28

縄 文土器 深　 鉢 － （16．7）
－ 押 庄文 を有す る 2 本 の隆帯が

巡る。胴部 には櫛歯状工 具に

よる縦位波状沈線文 。

長石 ・石英

・雲母

普通 にぷ い赤褐 覆土 中層

T P 5 02り

縄文土器 探　 鉢 － （7．7） － 胴部 には L R の単節縄文 を縦

方 向に施 文。口唇部直下 には

横方向 に施文。

長石 ・石 英

・雲母

普通 にぷい褐 覆土 中層

第m馴考量坑（第184～186図）

位置　調査2区の北西部，C2h6区。住居跡群域に位置する。

重複関係　第m62号士坑に掘り込まれている。第1217号土坑と重複しているがタ新旧関係は不明である。

規模と形状　開口部の平面形は楕円形と推定されるが，現状では長径1。45m，短径1。30m程度である。底面は

ほぼ平坦で，北部がやや硬くしまっている。底面の平面形は長径3。08m，短径2。78m程度の楕円形である。確

認面からの深さはHOcmであり，壁は下位からくびれ部にかけて内傾して立ち上がり，くびれ部から上位にか

けて緩やかに立ち上がる。底面からくびれ部までの高さは平均76cmである。

尊皇　6層に分層される。第5・6層は凸状に盛り上がった堆積状況で，開口部からの土砂の流入によるもの

と考えられるが，これらの層から遺物が集中して出土しているので人為堆積と考えられる。上層は堆積状況に

あまり乱れがないので自然堆積と考えられる。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
2　黒褐色　焼土粒子少量，ローム粒子か炭化粒子微量
3　極暗褐色　ローム粒子を焼土粒子も炭化粒子少量

第相国　第m61号土坑実測図

4　極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化物・粘土粒子少量
5　暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子・粘土粒子少量
6　黒褐色　ロ・一一一ム粒子・炭化粒子・粘土粒子少量

一一204　－
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遺物出土状況　縄文土器片369点が覆土から出土している。遺物は中央部の覆土下層から底面にかけて集中し

て出土している。5033は探鉢で底面から横位で出土し，5034の探鉢は覆土中層から出土している。5038はミニ

チュア土器片で，覆土から出土している。

所見　本跡はミニチュア土器片が出土している点に特徴がある。時期は，底面から出土している5033，5035，

TP5030・TP5031や覆土中層から出土している5034などから中期後葉（加曽利EI式期）と考えられる。

、．＿も．一妄′：、．ぐ．梱．．、‥ミ、P

囁‾ll：二l三幸：二l‾‾三一111：：l三l二：l二
第185図　第1161号土坑出土遺物実測図（1）
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第186匠l　第1161号土坑出土遣物実測図（2）

第1161号土坑出土遺物観察表（第185・186図）

牽き‾二
0　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　＿＿i　　　　！

番　号種　別器　種口径（cm）器高（cm）底径（cm） 文様の特徴 胎　土焼成色　調出土位置備　考

5033

縄文土器探　鉢－ （22．5）－隆帯により区画内に3条の結

節沈線文を施文。胴部はRL

の単節縄文を縦方向に施文。

長石・石英

・雲母

普通橙 底　　面スス付

着

PL43

5034

縄文土器深　鉢24．2 40．7 11．4 口綾部には2本一組の隆帯で

文様を描出。RLの単節縄文

を縦方向や横方向に施文。

長石・石英

・雲母

普通にぷい橙覆土中層PL44

5035

縄文土器深　鉢［17．6］（10．8）－口緑部に沈線を有する横S字

状文。区画内には波状隆帯

文。Lの無節縄文を施文。

長石・石英

・雲母

普通にぷい橙底　　面

50二始

縄文土器深　鉢［22．8］（8．5） 環状の突起を有し，沈線を有

する隆帯が巡る。LRとRL

の単節縄文を交互に施文。

長石・石英

・雲母

普通褐 覆土下層

5089

縄文土器深　鉢［28．0］（16．9）－隆帯により文様を描出。LR

の単節縄文を縦方向・横方向

に施文。

長石・石英

・雲母

普通にぷい黄褐覆　　土

5038

縄文土器ミニチ

ュア

－
（2．4）3．2 無文。 長石 普通明赤褐 覆　　土

TP5030

縄文土器探　鉢－ （6．4）－口緑部には隆帯による横S字

状文・渦巻文を描出。口唇部

にはLRの単節縄文を施文。

長石・石英

・雲母

普通にぷい褐底　　面

TP5031

縄文土器深　鉢－ （5．8）－口綾部には隆帯や波状隆帯が

巡る。RLの単節縄文を胴部

は縦，ロ縁部は横方向に施文。

長石・石英

・雲母

普通褐 底　　面

一206－



第1163号土坑（第187図）

位置　調査2区の北部，C2i7区。住居跡群域に位置する。

重複関係　第1162号土坑を掘り込み，第401号ピットに掘り込まれている。

規模と形状　平面形は長径3・16m，短径2．98m程度のほぼ円形と推定される。底面は平坦で，確認而からの深

さは52cmである。壁は外傾して立ち上がる。ピットは5か所で，深さは，Plが23cm，P2が17cm，P3が

42cm，P4が87cm，P5が66cmである。

覆土　6層に分層される。遺物が覆土中層から下層にかけて廃棄された状態で出土していることから，土器の

廃棄活動に伴う人為堆積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量　　　4　暗褐色　ロームブロック多量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
2　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子微量　　　　　　　　5　黒褐色　炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
3　暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子微量　　　　　　　6　黒褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片260点が覆土から出土している。土器片の大部分は，覆土中層から下層にかけて廃

棄された状態で出土している。5039は探鉢で，底面から出土している。覆土から出土した土器が，第1209号土

坑から出土した5092と接合している。

所見　時期は，底面から出土している5039から中期後菓（加曽利EI式期）と考えられる。覆土中層から出土

したTP5036は中期後葉（加曽利EⅢ式期）のもので混入したものと考えられる。

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿⊥＿＿　　I

第187図　第1163号土坑・出土遺物実測図

第1163号土坑出土遺物観察表（第187図）

番　 号 種　 別 器　 種 口 径 （cm ） 器 高 （cm ） 底 径 （c m ） 文様 の特 徴 胎　 土 焼 成 色　 調 出 土 位 置 備　 考

50 39

縄 文 土 器 探　 鉢 ［20 ．4 ］ （11．9 ）
－ 口 唇 部 直 下 に連 続 コ の 字状 文

が 巡 る 。 キ ザ ミ入 りの 隆帯 に

よ る 区 画 文 を描 出 。

長 石 ・石 英 普 通 に ぷ い赤 褐 底　　 面

T P 50 36

縄 文 土 器 深　 鉢 － （9．4） － 隆帯 に よる 渦 巻 文 や 区画 文 。

胴 部 は 懸 垂 文 間 を磨 り消 す 。

R L の 単 節 縄 文 を施 文 。

長 石 ・雲 母 普 通 にぷ い褐 覆 土 中層

ー207－



第1166号土坑（第188・189図）

位置　調査2区の北部，C3el区。住居跡群域に位置する。

重複関係　第1146号土坑を掘り込み，第149号住居の炉に掘り込まれている。

規模と形状　開口部の平面形は，楕円形と推定され，規模は，現状では長径1．02m，短径0．72m程度である。

底面はほぼ平坦で，平面形は径1．65m程度の円形である。確認面からの深さは82cmであり，壁は下位からく

びれ部にかけて内傾して立ち上がり，くびれ部から上位は直立する。底面からくびれ部までの高さは，平均

68cmである。

覆土　6層に分層される。第149号住居の炉との重複から，全体的に炭化粒子や焼土粒子を多量に含んでいる。

第5・6層はロームブロックが多く壁の崩落土と考えられるが，遺物が集中して出土しているため，土器片の

廃棄に伴う人為堆積と考えられる。第4層以上は凸状に盛り上がった堆積状況で，開口部からの土砂の流入に

よるもので自然堆積と考えられる。

土層解説
1極暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量　　　　4　黒褐色　ロームブロック・炭化物・粘土粒子少量，焼土粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量　　　　　　5　暗褐色　ロームブロック中量，粘土粒子少量
3　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子少量・焼土粒子微量　　　　6　暗褐色　ロームブロック多量，鹿沼パミス粒子・粘土粒子少量

遺物出土状況　縄文土器片110点が覆土から出土している。遺物は覆土中層から下層にかけて出土している。

5040の探鉢は覆土下層から，5041の深鉢は底面から出土している。

所見　時期は，覆土下層から底面にかけて出土している5040・5041などから，中期後菓（加曽利EI式期）と

考えられる。

「葦・‾‾二
一　　一　一　　、　■h　●

第188図　第1166号土坑・出土遺物実測図
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第189図　第1166号土坑出土遺物実測図

第1166号土坑出土遺物観察表（第188・189図）

0　　　　　　　　　　　　　10cm

」　　　＿」　　　！

番　号種　別器　種口径（cm）器高（cm）底径（cm） 文様の特徴 胎　土焼成色　調出土位置備　考

5040

縄文土器深　鉢20，8 （42．6）［10．4］沈線を有する隆帯で渦巻状の

把手を作出。口緑部には隆帯

で文様描出。Lの無節縄文。

長石・石英

・雲母

普通橙 覆土下層PL44

5041

縄文土器探　鉢［24．5］（9．6）－沈線を有する5単位の横S字

状文を描出。胴部はRLの単

節縄文を斜方向に施文。

長石・石英

・雲母

普通にぷい褐底　　面

第1167号土坑（第190・191図）

位置　調査2区の北部，C2eO区。住居跡群城に位置する。

確認状況　第146号住居の掘り方調査中に検出した。

重複関係　第146号住居，第1255号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　開口部の平面形は，掘り込まれているため明瞭ではないが，現状では長径2．48m，短径2．24m程

度の楕円形である。底面はほぼ平坦で，平面形は長径2．62m，短径2．03m程度の楕円形と推定される。確認面

からの深さは43cmである。壁は下位から中位にかけて内傾する。中位から上位にかけては掘り込まれている

ため不明である。ピットは2か所で，南東部に位置している。深さは，Plが17cm，P2が20cmである。

－209－



覆土　上層は掘り込まれているため，確認できた覆土は5層である。遺物は第5層に廃棄されたような状態で

出土している。不自然な堆積状況から人為堆積と考えられる。

土屑解説
1　黒褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
2　暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
3　黒褐色　ロームブロック少還，炭化粒子微量

4　暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
5　黒褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片299点，石皿1点，土器片円盤1点が覆土から出土している。遣物は中央部の覆土

下層から廃棄されたような状態で集中して出土している。5042の深鉢は底面から，5043の探鉢は覆土下層から

出土している。

所見　時期は，覆土下層から底面にかけて出土している5042・5043などから，中期中葉（阿王台Ⅲ式期）と考

えられる。

・す　　　く．

第190図　第1167号土坑・出土遺物実測図
0　　　　　　　　　　　　10cm

l　　　＿＿⊥＿　　　」

ー210－



瓜・・・一一一「pr二五1ミこ

畢ふ‡’．一冊・．売
．芸捗

第191図　第1167号土坑出土遺物実測図

第1167号土坑出土遺物観察表（第190・191図）

10cm

l　‥　…－・I　　　一一・l

番　号種　別器　種口径（cm）器高（cm）底径（cm） 文様の特徴 胎　土焼成色　調出土位置備　考

5042

縄文土器深　鉢 14．3 31．3 7．7 口唇部にキザミを有し，口唇

部直下に結節沈線文。隆帯に

よる長楕円形の区画文を描出。

長石・石英

・雲母・赤
色粒子

普通にぷい橙底　　面】pL43

5043

縄文土器深　鉢 13．8 21．8 7．5 押圧を加えた隆帯が巡り，Ⅹ

字状文を描出。結節沈線文で

文様描出。LRの単節縄文。

長石・石英

・雲母

普通橙 覆土下層PL43

5044

縄文土器深　鉢［25．2］ （7．3） － 半裁竹管による結節沈線を伴

う隆帯で横S字状文。胴部や

隆帯上にRLの単節縄文。

長石・石英

・雲母

普通黒褐 覆土下層

5045

縄文土器浅　鉢44，8 （8．7） － 器面は無文で研磨。 長石・石英

・雲母

普通にぷい橙底　　面

番　号器　種
計　　測　　値

胎土・色調 特　　　　　　　 徴 出土位置備　　考
良さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

DP5006土器片円盤（3．9）（3．8）（1．3）（19．9）長石・石英・雲母橙半裁竹管による平行沈線文。周縁部は荒割り。覆　　土PL59

番　号器　種
計　　測　　値

材　　質 特　　　　　　　 徴 出土位置備　　考
長さ（cm）帽（cm）厚さ（cm）重量（g）

Q5033石　　m （】5．3）（13．5）8．6 （2312．6）砂岩 両面に摩矧・二よる皿状のくぼみを有する。凹石に併用。覆土下層
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第1168号土坑（第192・193図）

位置　調査2区の北部，C2h7区。住居跡群城に位置する。

重複関係　第1169号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　開口部の平面形は，現状では長径1．98m，短径1．62m程度で，不整楕円形と推定される。底面は

ほぼ平坦で，平面形は長径1．74m，短径1．65m程度の円形である。確認面からの深さは66cmである。壁は西

側は下位から上位にかけて内傾し，東側は外傾する。南側は下位からくびれ部にかけて直立し，くびれ部を経

て上位にかけては外傾する。ピットは1か所で中央部に位置し，Plは深さ27cmである。

覆土10層に分層される。全体的に炭化粒子やロームブロックを多量に含んでいる。ほぼ東西の壁際の底面か

ら同一の深鉢の大形破片が出土しており，土坑廃絶時に廃棄し埋め戻されたと考えられる。以上のことと，不

自然な堆積状況から人為堆積と考えられる。

A29．4m

第192図　第1168号土坑・出土遣物実測図
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土層解説
1黒褐色　炭化物少量，ローム粒子微量
2　極暗褐色　炭化物中量，ロームブロック少量
3　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子少量
4　暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
5　暗褐色　ロームブロック・炭化粒子中量

6　黒褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
7　褐　　色　ロームブロック多量，鹿沼パミス粒子微量
8　極暗褐色　ロームブロック中量，炭化物微量，鹿沼パミス粒子少量
9　褐　　色　ロームブロック多量，炭化粒子微量
10　褐　　色　ロームブロック・炭化物少量

遺物出土状況　縄文土器片129点，石皿1点が出土している。5046は深鉢で，底面から逆位で出土している。

所見　時期は，底面直上から逆位の状態で出土している5046などから，中期後菓（加曽利EI式期中段階）と

考えられる。

第193図　第1168号土坑出土遺物実測図

第1168号土坑出土遺物観察表（第192・193図）

0　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　！

番　号種　別券　種口径（cm）器高（cm）底径（cm） 文様の特徴 胎　土焼成色　調出土位置備　考

5046

縄文土器深　鉢30．1 47．0 ［10．2］波頂部に渦巻文。沈線を有す

る隆帯と沈線で文様描出。地

文はLRの単節縄文。

長石・石英

・雲母・赤
色粒子

普通にぷい橙底　　面PL44

番　号器　種
計　　測　　値

材　　質 特　　　　　　　 徴 出土位置備　　考
長さ（cm）帽（cm）厚さ（cm）重量（g）

Q5034石　　皿（10．0）（17．0）（6．1）（887．4）安山岩 表面に摩耗による皿状のくぼみを有する淵石に併札覆土上層PL61

第1169号土坑（第194・195図）

位置　調査2区の北部，C2h8区。住居跡群城に位置する。

重複関係　第1168号土坑を掘り込み，第393号，726号ピットに掘り込まれている。

規模と形状　西側で第1168号土坑と重複しているため，平面形は，径2．36m程度の円形と推定される。底面は

ほぼ平坦で，確認面からの深さは56cmである。壁は外傾する。ピットは6か所で，中央部から東部に集中し

て位置する。深さは，Plが49cm，P2が44cm，P3が58cm，P4が13cm，P5が35cm，P6が54cmである。

覆土　8層に分層される。東側の第4層付近から遺物が集中して出土している。第5～8層の覆土下層はレン

ズ状に堆積しているので自然堆積と考えられるが，第4層から上層は土器片の廃棄活動に伴う人為堆積と考え

られる。

土屑解説
1極暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　褐　　色　焼土粒子多量
3　暗褐色　ローム粒子中量
4　暗褐色　ローム粒子中量，炭化物少量

5　極暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化物微量
6　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子少量
7　黒褐色　炭化粒子少量，ローム粒子微量
8　褐　　色　炭化粒子多量，焼土粒子微量
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遣物出土状況　縄文土器片415点，磨石1点が出土している。遣物は東側の覆土中層に廃棄されたような状態

で出土している。

所見　覆土中層に縄文土器の大形破片などが，廃棄されたような状態で出土している。本跡が廃絶され，ある

程度埋まりかけた時点で廃棄されものと考えられる。そのため，本跡の廃絶時期を出土土器から判断すること

は困難であるが，時期は，遺構の新旧関係や出土土器から中期後菓（加曽利EI式期）と考えられる。

仁一



第195図　第1169号土坑出土遺物実測図

第1169号土坑出土遣物観察表（第194・195図）

⊂ 0　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿　　　」

番　号種　別器　種口径（cm）器高（cm）

（這う）

底径（cm）文様の特徴 胎　土焼成色　調出土位置備　考

5047

縄文土器探　鉢 10．9胴部には棒状工具による3本

の沈線を垂下。胴部にはLR

Lの複節縄文を縦方向に施文。

長石・石英普通にぷい黄橙覆土中層

5048

縄文土器鉢［40．6］（9．4）
－
器面は無文でよく研磨。石英・赤色

粒子

普通橙 覆土中層

TP5037

縄文土器探　鉢－
（5．2）
－沈線が沿う隆帯による渦巻文

と区画文。区画内にはRLの

単節縄文を縦方向に施文。

長石・石英

・雲母

普通にぷい橙覆土中層

TP5038

縄文土器探　鉢－（8．5）－沈線が沿う隆帯による渦巻文

と区画文。区画内にはLRの

単節縄文を横方向に施文。

長石・石英

・雲母

普通褐 覆土下層

番　号器　種
計　　測　　値
材　　質 特　　　　　　　徴 出土位置備　　考

長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

Q5035磨　　石11．8 8．5 5．6 （728．6）安山岩 両側縁に使用痕。一部欠損。 底　　面

第1179号土坑（第196図）

位置　調査2区の北部，C2付区。住居跡群城に位置する。

重複関係　第152号住居，第1183・1215号土坑，第408号ピットに掘り込まれている。

規模と形状　開口部の平面形は，不整楕円形と推定され，現状では長径2．51m，短径2．23m程度である。底面

はほぼ平坦で，平面形は長径2．38m，短径1．88mの不整楕円形と推定される。確認面からの深さは58cmであ

る。壁は一部外傾して立ち上がるが，全体的にほぼ直立する。しかし，土層観察からは，北壁・東壁では，下

位から中位にかけて内傾して立ち上がることが確認されている。底面からくびれ部までの高さは，平均22cm

である。ピットは2か所で東側に位置している。深さは，Plが30cm，P2が42cmである。

覆土　4層に分層される。第3層以下から大形破片が廃棄されたような状態で出土していることから人為堆積

と考えられる。

土層解説

1　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子微量
2　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子少量

3　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
4　黒褐色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片477点，磨製石斧1点，打製石斧1点，石鉄1点が覆土から出土している。遺物は，

北部から北西部にかけての覆土中層から底面にかけて廃棄されたような状態で出土している。

所見　時期は，出土土器から中期後葉（加曽利EI式期）と考えられる。
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第196図　第1179号土坑・出土遺物実測図

第1179号土坑出土遺物観察表（第196図）

番　 号 種　 別 器　 種 口 径 （cm ） 器 高 （cm ） 底 径 （cm ） 文 様 の 特 徴 胎　 土 焼 成 色　 調 出土 位 置 備　 考

5 05 2

縄 文 土 器 深　 鉢 － （10 ．2） －
沈 線 を有 す る 隆 帯 に よ り眼 鏡

状 把 手 を作 出 。 沈 線 と隆 帯 に

よ り文 様 を描 出 。

長 石 ・雲 母 普 通 にぷ い橙 覆 土 中層

50 5 3

縄 文 土 器 深　 鉢 ［13 ．6 ］ （10 ．7 ） － U 唇 部 直 下 に 隆 帯 が 巡 る。 胴

部 に は隆 帯 が 垂 下 。 R L の 単

節 縄 文 を縦 方 向 に施 文 。

石 英 ・雲 母 普 通 にぷ い橙 覆 土 下 層

T P 50 50

縄 文 土 器 深　 鉢 － （9．2） － ロ 緑 部 は隆 帯 に よ り文 様 を描

出 。 区 画 内 に は R L の 単 節 縄

文 ，区画外 には条 線 文 を施文 。

長 石 ・石 英

・雲 母

普 通 橙 底　　 面

T P 50 5 1

縄 文 土 器 深　 鉢 －
（8．0）

－
口綾 部 は 隆 帯 に よ り文 様 を描

出 。 ロ 緑 部 に は L の 無 節縄 文

を縦 方 向 に 施文 。

長 石 ・石 英

・雲 母

普 通 黒 褐 覆 土 下 層
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番　 号 券　 種
計　　 測　　 値

材　　 質 特　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考
長 さ（cm ）幅 （cm ）厚 さ（cm ） 重量 （g ）

Q 5 042 磨製石斧 （8．0） （4．2） 3．2 （17 0．4） 斑励 岩 定角式。器体研磨入念。刃部欠損。 覆　　 土

第1183号土坑（第197・198図）

位置　調査2区の北部，C2倍区。住居跡群域に位置する。

重複関係　第152号住居跡，第1179号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　平面形は，径1．14m程度の円形である。底面はほぼ平坦で，確認面からの深さは62cmである。

壁は外傾する。

覆土　5層に分層される。遺物は最下層の第5層から集中して出土している。第5層から上層も不自然な堆積

状況から，土器片の廃棄活動に伴う人為堆積と考えられる。

土層解説
1　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子微量
2　黒褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
3　暗褐色　ロームブロック中量

4　黒褐色　ロームブロック少量，炭化物微量
5　黒褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片272点，磨製石斧1点，凹石1点，石皿1点，磨石1点が覆土から出土している。

遺物は覆土下層から底面にかけて集中して出土している。小破片が多いため廃棄されたものと考えられる。

5055は深鉢で，覆土下層から出土している。これは，第1426号土坑の覆土中層から出土した5223と同一個体で

ある。

所見　時期は，底面から出土している5057・5058などから中期後葉（加曽利EⅢ式期）と考えられる。

5058　　TP5055　B．
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第197図　第1183号土坑・出土遣物実測図



第198回　第1183号土坑出土遺物実測図
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第且摘号土坑出土遺物観察表（第ヱ970且98図）

番　 号 種　 別 器　 種 口径（cm ） 器高（cm ） 底径（cm ） 文様の特徴 胎　 士 焼成
色 調 恒 上位置 i備 義一

縄文土器 深　 鉢 白0．圭 （13潮 － 沈線を有する隆帯による眼鏡 長石 ・石英 普通 にぷい黄橙 怪 土下層

5055 状把手。口縁部は 2 本の隆帯 e雲母
で文様描出。R L の単節縄文。

i

5056

縄 文土器 深　 鉢 － （8溜）
－ 波頂部に隆葦による渦巻文。

日縁部には隆帯による楕円区

画文。地文はL R の単節縄文。

長石 ・石英

・雲母

普通 j厄 ぷい橙 門

縄文土器 深　 鉢 ［35．2］ （18の － 洗練が沿う隆帯で渦巻文や区 長石 ・石英 普通 にぷい褐　　 底　　 面

5（157 画文 を描出。懸垂文間を磨 り ・裳母

消す。地文はR L の単節縄文。

5058

縄文土器 深　 鉢 － （ヱ7．9） － 沈線が沿う隆帯で渦巻文を措 長有 ・石英 普通 にぷい黄橙　 底　　 面
出。区画内や胴部は L R の単

節縄文を縦方向に施文。
・霊母

i

T P50封

縄 文土器 深　 鉢 － （．お
－ 日録部には隆帯による渦巻文 長石 ・石英 普通 にぷい㌍ 士下層 i

と区画文を描出。R L の単節

縄文を縦方向に施文。

・雲母

TP5055

縄文土器 深　 鉢 － （5．7） － 日縁部には隆帯による渦巻文

と区画文。口唇部に突起。R

L の単節縄文を横方向に施文。

長石 ・石英

e雲母

普通 にぷい褐 門

T P50軸

縄 文土器 深　 鉢 － （6の － 目線部には隆帯による区画文 長石 ・石英 普通 にぷい赤褐　 覆土下層
を描出。目線部にはL R の単 ・雲母
節縄文を横方向に施文。 i

番　 号 器　 種
計　　 測　　 値 i 材 質

特　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考
長さ（cm ） 幅（cm ） 厚さ（cm ） 重義（g ）

Q 5047 凹　　 有 il．3 ・7 日 ・5
616．5 ！安山岩

［
両面及研別線にくぼみを有する濾軸の一端に敲打痕。 覆土下層 P L bl

第鍼99号羞痍（第199図）

位置　調査2区の北部，C2鰐区。住居跡群域に位置する。

重複関係　第m鋸土坑に掘　込まれている。第1215，1216，ユ3H号士坑と重複しているが，新旧関係は不明で

ある。

規模と形状　開口部の平面形は，現状では長径3。02m，短径2。38m程度の楕円形と推定される。底面はほぼ平

坦で，平面形は長径3。2ヱm，短径2。55m程度の楕円形である。確認商からの深さは58cmである。壁は一部外

傾しているが，下位からくびれ部にかけて内傾し，くびれ部から上位にかけては直立する。底面からくびれ部

までの高さは，平均21cmである。ピッ吊ま3か所で北西側に集中している。深さはタ㌘1が挽m，㌘2が

10cm，P3が13cIllである。

穫羞　8層に分層される。全体的に炭化粒子やロームブロックを多量に含み，短期間に埋め戻されたものと考

えられる。

土層解説

1黒褐色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化物微量
2　黒褐色　ロームブロックe炭化粒子少量，焼士粒子微量
3　黒褐色　ロームブロック多量，炭化物少量
4　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子微量

5　暗褐色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
6　暗褐色　ロームブロック中量，炭化物少量
7　黒褐色　ロームブロック多量，炭化物少量
8　褐　色　ロームブロック中量

遣物出藍状況　縄文土器片438点∴敲石1点，打製石斧1点が覆土から出土している。遺物は，覆土下層から

廃棄されたような状態で出土している。

新風　時期は，出土土器から中期後葉（加曽利EI式期）と考えられる。
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第199図　第1190号土坑・出土遺物実測図
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第は粥号土坑出土遺物観察表（第199図）

番　 号　 種　 別 器　 種 口径（cm ）器高（cm ）底径（cm ） 文様の特徴 胎　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　 考

縄文土器 浅　 鉢 ［43．2］

i

［16．5］ 10．6 無文。良 く研磨 している。日 長右 ・石英 普通 褐 覆土下層 胴部下

50（16 唇部に隆帯を貼 り付け，指頭

により押圧。

・赤色粒子 半スス

付着

縄文土器

5067 i

！深　 鉢 ［1り月］ （13．8） － 目線部には 2 本の隆帯による

隆帯文 とクランク文を描出。

L の無節縄文を縦方向に施文。

長石 ・石英

・赤色粒子

普通 橙 底　　 面

縄文土器

TP5062
」＿

深　 鉢 － （7．2） － 目線部は隆帯により渦巻文と

区画文を描出。 R L の単節縄

文を縦方向に施文。

長石 ・石英 普通 暗赤褐 床　　 面

言 ‾‡…i 器 種 計　　 測　　 値 ！材 質
特　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考桓 さ（cm）庫 cm）庫 さ（cm）！重量（g）

Q 5050 i敲　 石 1 ・7　恒 ・4 日 ・5 361．1 砂　　 岩 長軸側の両端部に敲打痕。 覆土下層

第綱紀尊堂坑（第200や2飢図）

位置　調査2区の北部タ　C2d9区。住居跡群域に位置する。

重複関係　第鼠0960は5。1蟻号土坑に掘　込まれている。第は9301別号士坑と重複しているがタ　新旧関係

は不明である。

規模と形状　開口部の平面形はタ　楕円形と推定される。北西部が崩落しているため，規模は不明である。底面

はほぼ平坦で，平面形は径2。32m程度の円形である。確認面からの深さは105cmである。壁は半分崩落してい

るが，土層観察からほタ　下位からくびれ部にかけて内傾して立ち上がり，くびれ部から上位にかけては外債す

る。底面からくびれ部までの高さは平均76cmである。

穫豊　8層に分層される。8層はロ…∵ムを多量に含む粘性の強い士層で，壁の崩落士と考えられる。その他は

不自然な堆積状況などから人為堆積と考えられる。

土層解説
1　黒褐色　ロームブロックd炭化粒子微量
2　黒褐色　ロームブロック少鼠　炭化粒子微量
3　黒褐色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
4　黒褐色　ロームブロックe炭化粒子少量

5　黒褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
6　黒褐色　ロームブロックせ炭化粒子少量
7　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子微量
8　暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

遺物出羞状況　縄文土器片器点　磨石上喪が覆土から出土している。遺物は主に覆土下層から出土している。

所凰　時期はタ　出土土器から中期中葉（阿王台Ⅲ式期）と考えられる。

A’

⑳　　　　　　　　2m

』二二二二二二二と二二二二』

TP5067
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第謂図　第1192号土坑実測図



第201図　第1192号土坑出土遺物実測図

第1192号土坑出土遺物観察表（第201図）

0　　　　　　　　　　　　　10cm

ト一一一一一一一一一一一一一一一ト一一一一一一一一一一一」

番　 号 種　 別 器　 種 口径（cm ）器高（cm ）底径（cm ） 文様の特徴 胎　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　 考

TP 5066

縄文土器 探　 鉢 － （5．8） － 口緑部に隆帯によるⅤ字状文

を描出。口唇部に押圧文。

長石・石英

・雲母

普通 暗赤褐 底　　 面

TP5067

縄文土器 深　 鉢 － （10．4） － 隆帯による渦巻文。隆帯に沿

って複列の結節洗練文。結節
沈線文により文様を描出。

長石 ・石英

・雲母

普通 橙 底　　 面

器　種
計　　 測　　 値 ！材 質

特　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考了 長さ（cm）帽（cm）厚さ（cm）重量（g）

Q 5053 磨　　 石 10．2 7．5 3．9 466．4 砂　　 岩 長軸側の一端に使用痕。凹石に併用。 覆土下層

第1196号土坑（第202・203図）

位置　調査2区の北部，C2j8区。住居跡群城に位置する。

規模と形状　開口部の平面形は長径1・88m，短径1．52m程度の楕円形と推定される。底面はほぼ平坦で，平面

形は長径2・33m，短径2・04m程度の楕円形である。確認面からの深さは67cmである。壁は下位から中位にか

けて内傾して立ち上がる。中位から上位にかけてはほぼ直立する。底面からくびれ部までの高さは平均41cm

である。ピットは1か所で，Plは南東部に位置し，深さ8cmである。

覆土10層に分層される。第8～10層は，ロームブロックや粘土粒子が多く含まれ，壁の崩落土と考えられ

る。土器の大形片が覆土下層に廃棄された状態で出土していることから，第7層から上層は人為堆積と考えら

れる。

土層解説
1　黒　　色　ローム粒子・炭化粒子微量
2　黒褐色　炭化物少量，ロームブロック微量
3　黒褐色　炭化粒子少量，ローム粒子微量
4　暗褐色　ロームブロック中量
5　黒褐色　炭化粒子少量，ロームブロック微量
6　黒　　色　炭化物少量，ロームブロック・焼土粒子微量

7　黒褐色　炭化粒子少量，ローム粒子微量

8　極暗褐色　ローム粒子・粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・鹿沼
パミス粒子微量

9　黒褐色　ロームブロック・炭化物・粘土粒子少量
10　暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子・粘土粒子少量

遺物出土状況　縄文土器片223点，石鍍1点が覆土から出土している。遺物は壁際の覆土下層から底面にかけ

て集中して出土している。5069の探鉢は底面から横位で，5070の深鉢は下層から横位で出土している。

所見　時期は，5069，5070が下層から底面にかけて出土していることから，中期後菓（加曽利EI式期）と考

えられる。
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第202図　第1196号土坑・出土遣物実測図
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第203図　第1196号土坑出土遺物実測図
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第は96号士坑出土遺物観察表（第202・203図）

番　 号 種　 別 器　 種 口径 （cm ） 器 高 （cm ） 底 径 （cm ） 文 様 の特徴 胎　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　 考

50 6 9

縄 文 土 器 深　 鉢 2 0．4 3 1．6 9．6 沈 線 を有 する隆帯で波状部 を

作 出。 2 本 の 隆 帯 によるクラ

ンク文。 L R の 単 節 縄文。

長石 ・石英

・雲母

普通 橙 底　　 面 P L 4 4

50 70

縄 文 土 器 深　 鉢 ［29．6］ 40 ．3 12 ．8 目 線 部 に隆帯 が巡 り，地文施

文後，沈線 でク ランク文，渦

巻文 を描出。 R L の単節 縄文。

長石 ・石英 普通 橙 覆土下層

5 07 1

縄 文 土 器 探　 鉢 － （2 5．1） － 口 綾部 に 4 本 の 隆 帯が巡る。

胴 部 には R L の単 節 縄 文 を縦

方 向や横 方向に施文。

長石 ・石英

・雲母

普通 にぷ い橙 覆土 中層

j

5 07 2 i

縄 文 土 器 浅　 鉢 ［3 6．0］ （9．8）
－ 胴 部無文 。 長石 ・石英

・雲母 ・赤
色粒子

普通 にぷい橙 覆土下層

T P 50 69

縄 文 土 器 深　 鉢 － （13．0） － 胴 部 上位 に 2 本 の 沈 線 が巡

る。 R L の 単 節 縄文 を縦方 向

に施文。

長石 ・石英

・雲母

普通 明赤褐 覆土下層

第臓醜尊堂琉（第204～206図）

位置　調査2区の北部，C2j8区。住居跡群域に位置する。

規模と形状　平面形はタ　長径2。50mタ　短径2。40m程度のほぼ円形である。底面はほぼ平坦で，確認面からの深

さは48cmである。壁は外傾する。ピットは4か所で西側に位置する。深さは，Plが8cm，㌘2が14cm，㌘4

が10cmである。P3の深さは不明である。

澤豊　7層に分層される。レンズ状に堆積しているがプ　西側の覆土中層から下層にかけて円礫が集中して出土

していることから人為堆積と考えられる。上層は平坦に堆積していることから自然堆積と考えられる。

土層解説
1　黒褐色　炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
2　黒褐色　炭化粒子少量，ローム粒子微量
3　暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
4　暗褐色　ロームブロック少量，焼土粒子ヴ炭化粒子微量

5　暗褐色　ロームブロック少量

6　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子・焼土粒子・鹿沼パミス粒子微量
7　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子微量

遺物出藍状況　縄文土器片194点，打製石斧1点，礫71点が覆土から出土している。西側の覆土中層から下層

にかけて閂礫が集中して出土している。遺物は覆土中層から下層にかけて集中して出土しており，土坑廃絶時

に廃棄されたものと考えられる。5077は深鉢で，下層から横位で出土している。5084はミニチュア土器で覆土

中層から出土している。

所凰　覆土中層から下層にかけて多量に出土している円礫は，土坑廃絶時に土器片と共に廃棄されたと考えら

れる。本跡はミニチュア土器が出土している点に特徴がある。時期は，出土土器から中期後葉（加曽利EI～

EⅢ式期）と考えられる。、



第205図　第1200号土坑出土遣物実測図（1）
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第206図　第1200号土坑出土遺物実測図（2）

第1200号土坑出土遺物観察表（第205・206図）

10cm

l　　　；　　　i

番　号種　別器　種口径（cm）器高（cm）底径（cm） 文様の特徴 胎　土焼成色　調出土位置備　考

5077

縄文土器深　鉢17．9 27．1 8．5 口唇部に隆帯による円形の突

起。突起間に沈線による区画

文。胴部はRLの単節縄文。

長石・石英

・雲母

普通橙 覆土下層PL45

5078

縄文土器深　鉢［22月］（21．0）－ロ緑部に隆帯による渦巻文と

剣先状文を有する渦巻文を4

単位描出。RLの単節縄文。

長石・石英

・雲母

普通にぷい橙覆土下層

5079

縄文土器深　鉢－（14．0）6．8 胴部には棒状工具による沈線

文が巡る。沈線文を7単位垂

下。胴部はLRの単節縄文。

長石・石英

・雲母

普通赤褐 覆土下層

5080

縄文土器深　鉢－（13．6）－胴部には棒状工具による2条

の沈線文を4単位垂下。LR

の単節縄文を縦方向に施文。

長石・石英

・雲母

普通明赤褐覆土下層

5081

縄文土器深　鉢【21．4］（12．1）－口縁部に隆帯による渦巻文と

区画文を描出。懸垂文間を磨

り消す。地文はRの無節縄文。

長石・石英普通橙 覆土中層

5082

縄文土器探　鉢－（14．3）－口緑部は沈線が沿う隆帯によ

り文様を描出。胴部にはRL

の単節縄文を縦方向に施文。

長石・雲母普通にぷい橙覆土下層

5083

縄文土器鉢 －（20．0）14．0 胴部には3本の沈線を垂下し，

その間を磨り消す。RLRの

複節縄文を縦方向に施文。

長石・雲母普通浅黄橙底　　面

5084

縄文土器ミニチ

ュア

3．9 4．2 2．4 粘土ひもで巻き上げ後，ナ

デ。

長石・雲母普通橙 覆土中層PL45

TP5073

縄文土器深　鉢－
（7．1）
－
ロ縁部には2条の沈線が巡

る。地文はLRの単節縄文

で，縦方向に施文。

長石・石英

・雲母

普通暗赤褐覆土中層

TP5074

縄文土器探　鉢－ （5．7）－ロ緑部には隆帯による渦巻文

や隆帯文を描出。

長石 普通褐 覆　　土
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第1209号土坑（第207・208図）

位置　調査2区の北部，C2i8区。住居跡群域に位置する。

重複関係　第150号住居に掘り込まれている。

規模と形状　開口部の平面形は不整楕円形と推定され，現状では長径2．28m，短径2．08m程度である。底面はほ

ぼ平坦で，平面形は径3．23m程度の円形である。確認面からの深さは114cmで，壁は下位からくびれ部にかけて

内傾して立ち上がり，くびれ部から上位にかけては外傾する。底面からくびれ部までの高さは平均67cmである。

覆土　7層に分層される。第7層はロームブロックや鹿沼パミスを多量に含むしまりの強い土層で，壁などの

崩落土と考えられる。他の層も全体的にロームブロックや鹿沼パミスを多量に含み，覆土中層から下層にかけ

て遺物が集中していることから，土器片の廃棄活動に伴う人為堆積と考えられる。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子微量
2　黒褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
3　黒褐色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
4　暗褐色　ロームブロック中量

5　暗褐色　ロームブロック多量
6　黒　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
7　褐　色　ロームブロック多量，鹿沼パミス粒子中量

遺物出土状況　縄文土器片144点が覆土中層から底面にかけて，廃棄されたような状態で出土している。

5090・5091の浅鉢は，底面から出土している。5088の深鉢は，覆土中層から横位の状態で出土している。

所見　縄文土器の破片が，覆土中層から底面にかけて廃棄されたように出土していることから，一括廃棄され

たと考えられる。時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅲ式期）と考えられる。
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第208図　第1209号土坑出土遺物実測図

第1209号土坑出土遺物観察表（第207・208図）

番　 号 種　 別 器　 種 口径 （cm ） 器高 （cm ） 底径 （cm ） 文様 の特徴 胎　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　 考

50 8 8

縄 文土器 深　 鉢 3 4．2 （34 ．8） － 結 節洗練が沿 う隆帯 と爪形文

が沿 う隆帯 に よ り文様 を描

出。 R L の単節縄文 を地文。

長 石 ・石英

・雲 母

普通 橙 覆土中層 P L 4 5

50 90

縄 文土器 浅　 鉢 － （6．3） 12．6 無文。 長 石 ・石英

・雲母

普通 橙 底　　 面

5 09 1

縄 文土器 浅　 鉢 24．8 8．0 ［8．0］ 無文。 長石 ・雲母 普通 褐灰 底　　 面 P L 45

5 09 2

縄 文土 器 鉢 ［1 1．6］ 1 1．6 8．6 胴部 には半裁 竹管に よる平行

沈線で文様 を描 出。区画内 に

は結節沈線文で文様描出。

長石 ・石英

・赤色粒子

普通 淡黄 覆　　 土 P L 45

50 93

縄 文土器 深　 鉢 ［2 3．8］ （11．9） － ロ緑部 には指頭押圧 を施 した

横 S 字状文 を描 出。 L の無節

縄 文を縦 や横 方向に施文。

長石 ・石英

・雲母

普通 にぷい赤褐 覆土中層
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第1216号土坑（第209・210図）

位置　調査2区の北部，C2f9区。住居跡群城に位置する。

重複関係　第1215号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　平面形は，長径1．61m，短径1．28m程度の不整楕円形である。底面はほぼ平坦で，確認面からの

深さは53cmである。壁は確認された大半の部分でほぼ直立する。ピットは2か所で，Plは北壁際に，P2は

北部に位置する。深さは，Plが50cm，P2が60cmである。

覆土　3層に分層される。第3層は，土器片が廃棄されたような状態で出土していることから人為堆積と考え

られる。第1・2層は，堆積状況に乱れがないため自然堆積と考えられる。

土層解説
1　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子微量
2　黒褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

3　黒褐色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片232点，石皿1点が覆土から出土している。遺物は覆土下層から満遍なく廃棄され

たような状態で出土している

所見　時期は，底面から出土しているTP5078や覆土下層から出土している5097などから，中期後菓（加曽利

EII～Ⅲ式期）と考えられる。

④）　　　　叫サ

第209図　第1216号土坑・出土遺物実測図
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第210図　第1216号土坑出土遺物実測図

第1216号土坑出土遺物観察表（第209・210図）

0　　　　　　　　　　　　10cm

」＿＿＿＿⊥＿＿＿」

番　号種　別券　種口径（cm）器高（cm）底径（cm） 文様の特徴 胎　土焼成色　調出土位置備　考

5095

縄文土器探　鉢［31．3］（9．7） 隆帯や沈線で渦巻文や区画文

を描出。区画内にはRLの単

節縄文を縦方向に施文。

長石・石英

・雲母

普通にぷい橙覆土下層5096と

同一

5096

縄文土器深　鉢－ （9．3）－隆帯や沈線で渦巻文や区画文

を描出。ロ縁部下半は無文。

長石・石英

・雲母

普通にぷい橙覆土下層5095と

同一

5097

縄文土器探　鉢［24．6］（10．7）
－
ロ綾部には隆帯が巡り，地文

はRLの単節縄文。胴部は幅

広の懸垂文間を磨り消す。

長石・石英

・赤色粒子

普通にぷい黄橙覆土下層

TP5078

縄文土器探　鉢－ （8．1）－ロ緑部は隆帯による渦巻文を

描出。胴部は懸垂文間を磨り

消す。地文はRLの単節縄文。

長石・石英普通橙 底　　面

番　号器　種
計　　測　　値

材　　質 特　　　　　　　 徴 出土位置備　　考
長さ（cm）帽（cm）厚さ（cm）重量（g）

Q5059石　　皿（7．5）（8．6）（6．3）（344．8）砂　　岩表面に摩耗による皿状のくぼみを有する。凹石に併用。覆土中層

第1218号土坑（第211～213図）

位置　調査2区の北部，D2a9区。住居跡群域に位置する。

重複関係　第1235号土坑に掘り込まれている。また第1346号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と形状　開口部の平面形は，現状では長径2．38m，短径2．22m程度の円形であるが，第1235号土坑に掘り

込まれているため詳細は不明である。底面はほぼ平坦で，平面形は長径2．53m，短径2．28m程度の楕円形であ

る。確認面からの深さは57cmで，壁は下位から中位にかけて内偵して立ち上がり，上位で外傾して立ち上が

る。底面からくびれ部までの高さは平均43cmである。ピットは1か所で北東側に位置し，Plは深さ39cmで

ある。

覆土　6層に分層される。第4～6層はロームブロックを多量に含む層で，開口部や壁などの崩落土とも考え

られるが，堆積状況が不自然であるので人為堆積と考えられる。その崩落とともに土器が廃棄され，その後の
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第1～3層は，堆積状況に乱れがないため自然堆積と考えられる。

土層解説
1極暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　極暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
3　暗褐色　ロームブロック・炭化物少量

4　褐　　色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
5　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量
6　褐　　色　ロームブロック中量

遺物出土状況　縄文土器片314点，磨製石斧2点，剥片3点が覆土から出土している。遣物は覆土下層から底

面にかけて廃棄された状態で出土している。5099は深鉢で覆土中層から潰れたような状態で出土している。

5104は第1230号土坑の覆土から出土しているTP5097と同一個体である。

所見　本跡が廃絶され，壁などの崩落と共に遺物が廃棄され，その後埋没したと考えられるため，時期は出土

土器から中期中葉から後葉（阿王台Ⅳ式～加曽利EI式期）と考えられる。
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第211回　第1218号土坑・出土遣物実測図
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第212図　第1218号土坑出土遺物実測図（1）

－233－



第213図　第1218号土坑出土遺物実測図（2）

第1218号土坑出土遣物観察表（第211～213図）

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

j　　　　；　　　！

番　号種　別器　種口径（cm）器高（cm）底径（cm） 文様の特徴 胎　土焼成色　調出土位置備　考

5099

縄文土器探　鉢［26．2］（50．1）－口綾部は沈線で，胴部は3条

の沈線で文様を描出。RLの

単節縄文を縦方向に施文。

長石・石英

・雲母

普通浅黄橙 覆土中層PL45

5100

縄文土器探　鉢－ （26．4）－ 2あるいは3本の沈線，波状

沈線で文様を描出。RLの単

節縄文を縦方向に施文。

長石・石英

・雲母

普通にぷい褐覆土下層

5102

縄文土器深　鉢［36，6］（14．6）－波頂部にキザミ。ロ緑部は沈

線を有する隆帯で文様を描

出。LRの単節縄文を施文。

長石・石英

・雲母・赤
色粒子

普通にぷい赤褐覆土下層

5103

縄文土器深　鉢［18．8］（7．6）－ロ緑部に押庄文を有する隆帯

が巡る。その上部には横S字

状文。RLの単節縄文を地文。

長石・雲母普通にぷい赤褐覆土下層

5104

縄文土器深　鉢［27．2］（11．3）－ロ緑部は隆帯による渦巻文を

措出し，隆帯や蛇行隆帯が巡

る。RLの単節縄文。

長石・石英

・雲母

普通にぷい赤褐底　　面

TP5080

縄文土器探　鉢－ （6．9）－口緑部には隆帯が巡り，2本

一組の隆帯で文様を描出。R
Lの単節縄文を縦方向に施文。

長石・石英

・雲母

普通灰黄褐 覆土中層

TP5081

縄文土器深　鉢－ （9．9） 口唇部直下に隆帯による横S

字状文を描出。RLの単節縄

文を縦方向に施文。

長石・石英

・雲母

普通にぷい赤褐底　　面

番　号器　種
計　　測　　値

材　　質 特　　　　　　　 徴 出土位置備　　考
長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

Q5060磨梨石斧（6．7）（3．5）（1．9）（75．6）粘板岩走角式。器体研磨入念。刃部欠損。 覆　　土

第1221号土坑（第214・215図）

位置　調査2区の北部，C2j9区。住居跡群域に位置する。

重複関係　第160号住居跡の炉，第1238号土坑を掘り込み，第1222号土坑と重複しているが，新旧関係は不明

である。

規模と形状　平面形は，径2．08m程度の円形である。底面はほぼ平坦で，確認面からの深さは102cmである。壁

は東壁が外傾するが，他の壁はほぼ直立する。ピットは1か所で，Plは中央部に位置し，深さ6hmである。

一234一



覆土　8層に分層される。第3層より下層は北西からの土砂の自然流入を示していることから自然堆積と考え

られる。第4・5・6層より上層に土器片が廃棄されたような状態で出土していることから，第1・2・3層

は土器の廃棄活動に伴う人為堆積と考えられる。

土眉解説
1　黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
2　黒褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
3　暗褐色　ロームブロック中量，鹿沼パミス粒子少量，

炭化物微量
4　黒褐色　ロームブロック・鹿沼パミス粒子少量，焼土粒子・

炭化粒子微量

5　暗褐色　ロームブロック多量，鹿沼パミス粒子少量，焼土粒子微量
6　暗褐色　ロームブロック多量，鹿沼パミス粒子微量
7　暗褐色　ロームブロック多量，鹿沼パミス粒子少量
8　暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子・鹿沼パミス

粒子微量

造物出土状況　縄文土器片693点，磨製石斧1点，凹石2点，石皿1点，剥片5点が覆土から出土している。遺物は

覆土中層の堆積後，その傾斜に沿って出土しているので，ある程度埋まってから一括廃棄されたものと考えられる。

所見　本跡が廃絶され，ある程度埋まりかけた時点で，縄文土器の大形破片などが廃棄されたと考えられるた

め，本跡の廃絶時期を出土土器から判断することは困難であるが，覆土中層の堆積時期は中期後菓（加曽利E

Ⅲ式期）と考えられる。

0　　　　　　　　　10cm

」＿＿⊥－」



恕騙曹飛脚

乱。

第215図　第1221号土坑出土遺物実測図
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第1221号土坑出土遺物観察表（第2ユ4・215図）

番 可 種 別 器　 種 口径 （cm ） 器 高 （cm ） 底 径 （c m ） 文 様 の特 徴 胎　 土 焼 成 色　 調 出 土位 置 備　 考

再亀文土 器

5 10 5

深　 鉢 ［3 2 ．8 ］ 3 9 ．2 8 ．2 沈 線 が 沿 う隆 帯 で 渦 巻 文 と区

画 文 。 胴 部 は懸 垂 文 間 を磨 り

消 す 。 R L の単節 縄 文 を施文 。

長石 ・石 英 普 通 褐 灰 覆土 中層

縄 文 土 器

5 10 6

深　 鉢 … （2 9．7 ） － 胴 部 は 3 本 の 沈 線 が垂 下 し，

そ の 間 を 磨 り消 す 。 R L の 単

節 縄 文 を縦 方 向 に施 文 。

長 石 ・石 英

・雲 母

普 通 に ぷ い 褐 覆 土 中層

縄 文 土 器 深　 鉢

！

（4．4） － 頚 部 に は 隆 帯 が 巡 り， 胴 部 に 長 石 ・石 英 普 通 に ぷ い 褐 覆　　 土

5 10 8 i ほ 蛇 行 隆帯 を 垂 下 。 地 文 は沈

線 と条 線 で 縦 方 向 に施 文 。

・雲 母

縄 文 土 器 深　 鉢 － （6．5） － ロ 綾 部 は 隆帯 で 渦 巻 文 と 区画 長 石 ・石 英 普 通 に ぷ い 褐 赤 覆 土 上 層

T P 50 82 文 。 胴 部 は懸 垂 文 間 を磨 り消

す 。 R L の 単 節 縄 文 を施 文 。

・雲 母 褐

縄 文 土 器 深　 鉢 ［ －
（5．5）

－
日綾 部 に は沈 線 が 沿 う隆 帯 と 長 石 ・石 英 普 通 にぷ い橙 覆 土 中層

T P 50 83 波 状 隆 帯 が 巡 る。 R L の 単 節

縄 文 を縦 方 向 に 施 文 。

・雲母

縄 文 土 器 深　 鉢 － （5．4） － 目線 部 に は 刺 突 文 が 巡 る 。 胴 長 石 ・石 英 普 通 にぷ い 褐 覆 土 上 層

T P 5 08 4 部 に は 3 条 の 沈 線 が 垂 下 。 R

L の単 節縄 文 を縦 方 向 に施 文 。

・雲 母

にコ ［［首
計　　 測　　 値

長　 質

［
特　　　　　　　 徴 出 士 位 置 備　　 考

′．招 長 さ （cm ）
幅 （cm ）恒 さ （cm ）

重 量 （g ）

Q 50 62 磨 製 石 斧 （9．8） － 3・9 日 ・4 （75 ．7 ） 緑 泥 片 岩 剥 離 に よる両 面 調 整後 ， 刃部 付 近 を局部 研 磨 。 覆　　 土 P L H 1

第臓別号羞坑　第別　の飢図）

位置　調査2区の北部，C2i9区。住居跡群域に位置する。

重複関係　第159号住居，第1225号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　開口部の平面形は，長径且。98m，短径且。82m程度の楕円形と推定される。底面はほぼ平坦で汐　平

面形は長径2．69m，短径2．29m程度の楕円形である。）確認面からの深さは65cmである。、壁は東壁が崩落して

いるため外傾して立ち上がるが，他の壁は下位から上位にかけて内傾して立ち上がる。ピットは4か所で壁際

に位置している。深さは，Plが39cm，P2が36cm，P3が27cm，P4が10cmである。

穫蓋　5層に分層される。堆積状況に乱れがないため自然堆積と考えられる。第5層はP3の覆土である。

土層解説
1　黒褐色　焼土粒子・炭化物少量，ローム粒子微量
2　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子少量
3　暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量

4　暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子少量
5　暗褐色　ロームブロック中量

遺物出藍状況　縄文土器片368点，磨石上蕪，剥片2点が覆土から出土している。土器は破片が多く，覆土中

層から下層にかけて出土している。

所凰　時期は，出土土器から中期復業（加曽刹藍I式期）と考えられる。

Q5063　　　　　　　　　5111　　　　　5112

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

r二＿＿二‾　＿＿∴　＿＿＿＿　＿　＿＿＿．＿‥∵
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窮別　図　第1224号土坑実測図



第217図　第1224号土坑出土遺物実測図
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第は別号士坑出土遺物観察表　第別図）

番　 号 i 種　 別　 器　 種 口径（cm ）
罷 ‾篇 cm ）底酢 cm ラi 文枝の特徴 胎　 土 焼可　 色 調　 恒 土位置 i備 考

う110
縄文土器　深　 鉢…［32．8〕 （i私扇 目線部には洗練が沿う波状隆 長石 e石英 普通 黒褐　　 j覆土中層

さiii

i
j
i
S［

i i ii
！

葦と沈線を有する隆帯が巡
る。R L の単節縄文を施文。

の雲母 ［

51日
縄文土器　深　 鉢i ［22。0］ （ほっ 目線部には2本の隆菅が巡る。

その端部に渦巻文を描出。縦
方向のR L の単節縄文。

長石e石英 l普通曹 褐

i

5日莞

縄文土器　採　 鉢 ［17．7］

［

（23つ は 本の隆帯で突起を作出。そ

の隆帯の背に緩い渦巻文を描
出。R L の単節縄文を施文。

長石・石英

の雲母
i

普通iにぷい㌍ 土中「 －

5日は
！

（9つ 9‘5 胴部には下方を閉じた3本－ノー一
組の沈線が5 単位垂下。R L
iの単節縄文を縦方向に施文。

長石 や石英

・実母

i普㌍ 橙

別路
縄文土器　　 鉢 ［45．0］ （9．6） 目線部には棒状工具や半裁竹

管による洗練でS 字文や区画
長石 ・石英

・赤色粒子

普通 纏 橙　 極　 両度 面

文を描出。胴部無文。

TP軸引

縄文土器i 鉢
－

（9°2） ！ 目線部下位に交互刺突文と洗
練が巡る。胴部には撚糸文を
縦方向に施文。

長有・石英 普通 ！にぷい褐 門

TP50リヱ
J ！ － （10．8） 目線部にキザミを有する隆帯

が巡る。胴部は沈線で文様を
描出。L R の単節縄文を施文。

長石 ・石英 i底 面 i

番　号器　種i
計　　測　　値 巨

特　　　　　　　徴
出土位置i 備 考

長さ（cm ）幅（cm ）厚さ（cm ）重量（g ）

Q 5063 磨　　 石
（7・7） （7可 （抽

（285．7） 砂　　 岩 両側縁に使用痕。凹石に併用。一部欠損。 覆土下可

第帽調号豊琉（第21802ユ9回）

位置　調査2区の北部，C2i9区。住居跡群域に位置する、、、

重複関係　第1227号土坑を掘り込み，第1228号土塊に掘り込まれている。

規模と形状　開口部の平面形は　長径。鵬m　短径。92m程度の不整円形と推定される。底面はほぼ平坦で，

平面形は長径1。98m，短径1。58m程度の不整楕円形である。確認面からの深さは44cmである。壁は言ヒ壁は

下位から中位にかけて内傾して立ち上がり，中位から上位は外傾して立ち上がるが，他の壁は外傾して立ち上

がる。ピットは2か所で，北壁際と南部に位置する。深さは，Plが40cm，P2が48cmである。

第都憾園　第1229号土坑実測図

－239　－

0　　　　　　　　2m
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覆土　4層に分層される。遺物がピット内や底面から廃棄されたような状態で出土していることから土器の廃

棄活動に伴う人為堆積と考えられる。

土層解説
1　黒褐色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
2　黒褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

3　暗褐色　ロームブロック多量，炭化粒子微量
4　黒褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片236点が覆土から出土している。遺物はピット内や覆土下層から底面にかけて廃棄

されたような状態で出土している。5115の深鉢は，底面からピット内にかけて出土している。5116の探鉢は，

底面から横位で出土している。

所見　時期は，底面から出土している5115，5116から中期後葉（加曽利EI式期）と考えられる。

糊瑚畢画率埠トゲ攣聖攣秘攣㌻

癌イ三．撃聖霊

第219回　第1229号土坑出土遺物実測図
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第ユ22号土坑出土遺物観察表　第別図）

番　号 ）種　 別 器 種恒 径（cm ）器高（cm ）底径（cm） 文様の特徴 胎　 土 焼成 色 調　 桓 土位置 備　 考

5日5 i
i縄文土器門 ［53‘0］ （12．6） － 目線部には沈線を有する2 本

の隆帯で文様を描出。L R の
単節縄文を縦方向に施文。

長石の石英

・赤色粒子

普通 暗赤褐 iP l覆土

縄文土器 深　 鉢 ！ 25．5 （25．4） － 口唇部直下に隆帯が巡り肥 長有 ・有英 普通 橙 i底 面 胴部上
51鼠6
i

i i 摩。胴部にはL の無節縄文を
縦方向に施文。

半スス
付着

縄文土器 深　 鉢　 ［15蔚］ （15．5） － 目線部は無文。胴部にはR L 長石 ・有英 普通 にぷい橙 ！覆土中層

5117 ii
の単節縄文を縦方向に施文。 ・バミス

TP50り5

i

縄文土器 深　 鉢i 恒 ．2） … 目線部は洗練により渦巻文な
どの文様を描出。L R の単節
縄文を縦方向に施文。

学芸這石英i普通 船 褐 iP l覆土

‡－．了∴・∴一・、、止■′日　子ノ了ぐ・

位置　調査2区の北部タ　C2bO区。住居跡群域に位置する。

重複関係　第ヱ228の1232号土坑に掘り込まれている。第12270123101237。1344号土坑と重複しているがタ　新

旧関係は不明である、、

規模と形状　平面形はタ　径3。鼠5m程度の円形と推定される。底面は中央部を中心に皿状である。確認商から

の　深さは58cmである。壁は外傾して立ち上がる。ピットは6か所で資　深さは，㌘1が39cmタ　㌘2が44cm，㌘

3が99cmタ　P4が71cmタ　㌘5が8cmタ　P6が29cmである。

尊皇　6層に分層される。遺物がピット内や底面から廃棄されたような状態で出土していることから，土器の

廃棄活動に伴う人為堆積と考えられる。第6層は㌘4の覆土である。

土層解説
1　黒褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
2　黒褐色　ロームブロック中還，炭化粒子微量
3　黒褐色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

4　暗褐色　ロームブロック多量
5　黒褐色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
6　暗褐色　ロームブロック多量

遺物出藍状況　縄文土器片接点　剥片4点が覆土から出土している。遺物はピット内や底面から廃棄された

状態で出土している。5Hは深鉢で覆土下層から出土している。また，5H8の深鉢付近に焼土塊が長軸80cm芦

短軸30cm，厚さ20cm程堆積していた。5120の浅鉢はP4内から出土している。

所凰　焼土塊の中に埋設されたように出土した5H8の深鉢は，火熱を受けた痕が無ら　土器内にも焼土が無い

ため，焼土と探鉢とは無関係であると考えられる。また焼土の性格も不明である。時期は，出土土器から中期

複葉（加曽利EI式期）と考えられる。

第禁固　第1230号土坑実測図



第221図　第1230号土坑出土遣物実測図

第1230号土坑出土遺物観察表（第221図）

′

0　　　　　　　　　　　　　10cm

一一一｛　」

番　号 種　別 器　種 口径（cm）器高（cm）底径（cm） 文様の特徴 胎　土 焼成 色　調 出土位置 備　考

5118

縄文土器 深　鉢 ［22．4］ （23．3） － 沈線を有する隆帯で渦巻文を

描出。波状隆帯が巡る。地文

は櫛歯状工具による条線文。

長石・石英 普通 にぷい橙 覆土下層

5120

縄文土器 浅　鉢 － （8．0） － 沈線を有する隆帯で横S字状

文を措出し，眼鏡状把手を作

出。胴部無文。

長石・石英

・赤色粒子

普通 にぷい黄褐 P 4覆土 内外面

赤彩

5121

縄文土器浅　鉢 ［36．6］ （7．6）
－ 口唇部には断面三角形の隆帯

が巡る。胴部無文。

長石・石英

・雲母

普通 にぷい橙 覆土下層 内外面

赤彩

TP5096

縄文土器 探　鉢 － （11．1） － 口唇部直下に隆帯が巡り肥

厚。胴部にはL R Lの複節縄

文を縦方向に施文。

長石・雲母 普通 にぷい褐 覆　　 土

TP5097

縄文土器深　鉢 － （5．9） － ロ緑部には隆帯が巡り，渦巻

文を描出。隆帯間にL Rの単

節縄文を縦方向に施文。

長石・雲母 普通 にぷい褐 覆　　 土

－242－



第1231号土坑（第222・223図）

位置　調査2区の北部，C3il区。住居跡群域に位置する。

重複関係　第1230号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と形状　平面形は，径1．55m程度の円形と推定される。底面は平坦で，確認面からの深さは55cmである。

壁は外傾して立ち上がる。ピットは1か所で，Plは深さ51cmである。

覆土　土層観察用ベルトの設定位置が中心からはずれたため，観察ができなかった。

遺物出土状況　縄文土器片318点が覆土から出土している。遺物は覆土中層から底面にかけて廃棄されたよう

な状態で出土している。5122，5123は深鉢で覆土中層から出土している。5127は浅鉢で底面から出土してい

る。5123は第1283号土坑の底面から出土したTP5117と同一個体である。

所見　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅲ式期）と考えられる。

0　　　　　　　　　　　　　2m

←盲　　二］

第222図　第1231号土坑・出土遺物実測図
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第223回　第1231号土坑出土遺物実測図

第1231号土坑出土遺物観察表（第222・223図）

番　 号 種　 別 器　 種 口径 （cm ） 器高 （cm ） 底径 （cm ） 文様の特徴 胎　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　 考

5 122

縄 文土器 深　 鉢 ［20．2］ （23．4） －
ロ緑部 には結節沈線文が巡る。

沈線 を有 する横 S 字 状文 を描・

出。地文 は L R の 単節縄文。

長石 ・石英

・雲母

普通 明赤褐 覆土 中層

5 123

縄 文土器 探　 鉢 ［3 1．0］ （臥3） － 口唇部直 下には隆帯が巡 る。

口綾 部 には 隆苛 で 文様 を描

出。地文 は R L の 単節縄文。

長石 ・石英

・雲母

普通 にぷい橙 覆土 中層

5 124

縄 文 土器 深　 鉢 ［3 1．8］ （12．1） － ロ縁部 には指頭押 圧 を加えた

隆帯が巡 る。地文 は L の 無節

縄 文。

長 石 ・雲母

・赤色粒子

普通 黒褐 覆土下層

5 12 5

縄 文土 器 深　 鉢 － （10．8） 10．4 地 文は L の 無節縄文 を縦方向

に施 文。胴部下位 は無文。

長石 ・雲母 普通 にぷい褐 覆土 卜層 底 部 網

代痕
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番　 号 種　 別 器　 種 口径（cm ）器高（cm ）底径（cm ） 文様の特徴 胎　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　 考

5126

縄文土器 探　 鉢 － （20．3） － 無文。 長石 ・石英

・雲母

普通 にぷい橙 覆土下層

5127

縄文土器 浅　 鉢 ［43．0］ （8．7）
－ 口綾部には隆帯による区画文。

区画内には隆帯に沿って爪形

文。胴部無文。

長石 e石英

・雲母

普通 にぷい黄橙 底　　 面

TP5098

縄文土器 深　 鉢 － （4．9） － 目線部には押庄文を施した隆

帯が巡る。胴部は櫛歯状工具

による条線文を縦方向に施文。

長石 ・石英 普通 黒褐 覆土下層

TP5099

縄文土器 探　 鉢 － （6．2） － 口緑部には押庄文を施した隆

帯が巡る。胴部は櫛歯状工具

による波状条線文を施文。

長石 ・石英 普通 黒褐 覆土中層

第臓朋尊堂坑（第224～226図）

位置　調査2区の北部，C3e3区。土坑墓群と住居跡群に挟まれた区域に位置する。

規模と形状　平面形は，径2。75m程度の円形である。底面はほぼ平坦で，確認面からの深さはn3cmである。

壁はほぼ直立する。ピットは5か所で，Pl・P2・P30P5は壁際に位置し，P4ほ中央部に位置する。深さ

は，Plが51cm，P2が18cm，P3が19cm，P4が51cm，P5が50cmである。

援羞　9層に分層される。レンズ状の堆積状況から自然堆積と考えられる。遺物は覆土下層の第5の6層に集

申して出土している。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子0炭化粒子微量
2　黒褐色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
3　黒褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
4　黒褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
5　黒褐色　炭化物少量，ローム粒子微量

6　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
7　暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
8　暗褐色　ロームブロック少量
9　暗褐色　ロームブロック中量

遺物出藍状況　縄文土器片681氏　磨石上軋　剥片3点が覆土から出土している。遺物は第506層から集中

して出土しているが，接合できた土器は少ない。5132・5134は深鉢で，覆土下層から出土している。Q5067の

磨石はP4内から出土している。

所凰　遺物が第5ぁ6層から集中して出土しているため，土坑の廃絶時期と土器片の廃棄の時期に時間差があ

ると考えられる。遺物の廃棄時期は，覆土下層から出土している5132。5134などから，中期後菓（加曽利EⅢ

式期）と考えられるため，土坑廃絶の時期もそれに近い時期と考えられる。

第霊園　第1244号土坑実測図
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第225図　第1244号土坑出土遺物実測図（1）
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第226図　第1244号土坑出土遺物実測図（2）

第1244号土坑出土遺物観察表（第225・226図）

0　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　I

番　号種　別器　種口径（cm）器高（cm）底径（cm） 文様の特徴 胎　土焼成色　調出土位置備　考

5132

縄文土器深　鉢－（17．3）－頸部に隆帯が巡り，押圧を加

えた隆帯が垂下。地文は縦位

沈線文。

長石・石英普通にぷい橙覆十下層

5133

縄文土器深　鉢［43．0］（37．0）－ロ緑部には沈線による区画

文。胴部は懸垂文間を磨り消

す。RLの単節縄文を地文。

長石・石英普通にぷい橙覆土下層

5134

縄文土器探　鉢－（26．0）8．0胴部は沈線による懸垂文間を

磨り消している。RLの単節

縄文を縦方向に施文。

長石・石英普通橙 覆土下層

TP5102

縄文土器深　鉢－（10．8）－
ロ緑部は沈線が沿う隆帯で渦

巻文を描出。渦巻文内にLR

Lの複節縄文を縦方向に施文。

長石・石英普通褐 覆土中層

TP5103

縄文土器深　鉢－（5．2）－口唇部直下に刺突文が巡る。

胴部には撚糸文を縦方向に施

文。

長石・雲母普通褐 覆土下層炭化物

付着

TP5104

縄文土器探　鉢－（5．6）－胴部は細い多数の沈線により

文様を描出。

長石・石英普通にぷい褐覆土下層

番　号器　種
計　　測　　値
材　　質 特　　　　　　　 徴 出土位置備　　考

長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

Q5067磨　　石8．2 7．6 （7．4）（571．7）安山　岩仝側線に使用痕。 P4覆土

第1246号土坑（第227・228図）

位置　調査2区の北部，C3gl区。住居跡群域に位置する。

重複関係　第1263号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　開口部の平面形は，長径1．93m，短径1．72m程度の楕円形と推定される。底面はほぼ平坦で，平面

形は，長径2．30m，短径2．20m程度の円形である。確認面からの深さは48cmである。壁は，南壁はやや外傾して

立ち上がるが，他の壁は下位から中位にかけて内傾して立ち上がる。中位から上位にかけては不明である。

覆土　5層に分層される。第5層はロームブロックが多く，壁の崩落土と考えられる。第5層の上部より上の

層は，遺物が廃棄されたような状態で出土していることから，土器の廃棄活動に伴う人為堆積と考えられる。

土層解説
1鰭褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
2　極暗褐色　ローム粒子中量，炭化物少量，焼土粒子微量
3　暗褐色　ロームブロック中量，炭化物少量，焼土粒子

鹿沼パミス粒子微量

4　黒褐色　ロームブロック・鹿沼パミス粒子少量，炭化粒子微量
5　褐　　色　ロームブロック多量，炭化粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片217点，磨石1点，打製石斧1点，剥片1点が覆土から出土している。遺物は，覆土

中層から下層にかけて廃棄された状態で出土している。5137は探鉢で，覆土中層から横位で出土している。
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所見　遺物が覆土中層から下層にかけて廃棄されたような状態で出土しているため，土坑の廃絶時期と遺物の

廃棄時期に時間差があると考えられる。遣物の廃棄の時期は，覆土中層から出土している5137などから中期中

葉（阿王台Ⅲ式期）と考えられる。

2m

！　　　i l

第227図　第1246号土坑・出土遣物実測図

10cm
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第228図　第1246号土坑出土遣物実測図

第1246号土坑出土遺物観察表（第227・228図）

′（⊃

0　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　！

番　号種　別器　種口径（cm）器高（cm）底径（cm） 文様の特徴 胎　土焼成色　調出土位置備　考

5137

縄文土器深　鉢23．6 （27．5）－目線部には隆帯や結節沈線で

文様描出。胴部は櫛歯状工具

による多条の波状沈線文。

長石・石英

・雲母・赤
色粒子

普通浅黄橙覆土中層PL45

5138

縄文土器鉢［10．7］8．2 ［7．8］円孔を有す。券面は無文でよ

く研磨。

長石・石英

・雲母

普通明赤褐覆土下層赤彩，

漆付着

5140

縄文土器探　鉢［16．2］（8．7）－U唇部直下にはLの無節縄文

を横方向に，胴部には縦方向

に施文。

長石・石英

・雲母

普通にぷい赤褐覆土下層

5141

縄文土器探　鉢［22．8］（11．5）－ロ緑部は無文。Lの無節縄文

を口唇部直下は横方向に，胴

部は縦方向に施文。

長石・石英

・雲母

普通黒褐 覆土下層

TP5105

縄文土器探　鉢－（12．9）－口唇部直下に棒状工具による

押庄文を有する隆帯が巡る。

地文はLの無節縄文。

長石・石英

・雲母

普通橙 覆土下層
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番　 号 種　 別 器　 種 ［］径 （cm ）器高 （cm ）底径 （cm ） 文様 の特徴 胎　 土 焼 成 色　 調 出土位置 備　 考

T P5 106

縄 文土器 深　 鉢 － （11．1） 口緑部無文。胴部 には L の無

節縄 文を縦方向に施文。

長 石 ・石英

・雲母

普通 にぷ い黄橙 覆土 中層

TP5 10 7

縄 文土 器 深　 鉢 － （6．5） － ロ緑 部は半裁竹管 による波状

沈線文が縦 方向に垂下。

長石 ・石英

・雲母

普通 にぷい橙 覆土 下層

番　 号 器　 種
計　　 測　　 値

材　　 質 特　　　　　　　 徴 備　　 考
長 さ（cm ） 幅 （cm ）厚 さ（cm ） 重量 （g ）

Q 50 6 8 打製石斧 10．1 6．5 1．9 13 2．5 ホルンフェルス 片面調整。背面 に原礫面 を残す。 P L 60

Q 50 69 磨　　 石 12．7 （7．7） 6．3 68 2．0 砂　　 岩 側線 に使用痕。一部欠損 。

第1250号土坑（第229・230図）

位置　調査2区の北都，C3fl区。住居跡群域に位置する。

重複関係　第1別号住居，第1249号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　平面形は，径2．45m程度の円形と推定される。底面はほぼ平坦で，確認面からの深さは28cmで

ある。壁は外傾して立ち上がる。ピットは1か所で東壁際に位置し，Plは深さ12cmである。

覆土　第154号住居に掘り込まれているため覆土はわずかであるが，3層に分層される。不自然な堆積状況か

ら人為堆積と考えられる。

土層解説
1　黒褐色　ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
2　黒褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

3　暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片14点が出土している。5143は探鉢で，底面から横位で出土している。

所見　時期は，底面から出土している5143から中期後葉（加曽利EI式期）と考えられる。

／　　　　　　　＼

／／七3，2　＼＼＼

第229回　第1250号土坑実測図

2m
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第230図　第1250号土坑出土遺物実測図

第1250号土坑出土遺物観察表（第230図）

番　 号 種　 別 器　 種 口径 （cm ） 器高 （c m ）底径 （cm ） 文様 の特徴 胎　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　 考

5 14 3

縄 文土器 深　 鉢 2 0．9 33．9 ［9．2］ ロ縁部 には横 S 字状 文や波状

文 を描出。胴部 は沈線で文様

描出。地文は R L の単節縄文。

長石 ・石英

・雲母

普通 にぷい橙 底　　 面 P L 4 6

第1251号土坑（第231図）

位置　調査2区の北部，C3hl区。住居跡群域に位置する。

重複関係　第156号住居に掘り込まれている。第1343・1344号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と形状　開口部の平面形は，長径1．93m，短径1．14m程度の不整楕円形と推定される。底面はほぼ平坦

で，平面形は，長径2．15m，短径1．83m程度の楕円形である。確認面からの深さは48cmである。壁は，下位

から中位にかけて内傾して立ち上がり，中位から上位にかけては掘り込まれているため不明である。底面から

くびれ部までの高さは平均36cmである。ピットは1か所で中央部に位置し，Plは深さ27cmである。

覆土　第156号住居に掘り込まれているため上層は不明である。確認できた層は3層に分層される。堆積状況

に乱れがないため自然堆積と考えられる。

土眉解説
1　黒褐色　ロームブロック少量，炭化物微量
2　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子微量

3　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片327点が覆土中層から下層にかけて廃棄されたような状態で出土している。5145，

5146は深鉢で覆土下層から出土している。
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所見　時期は，覆土下層から出土している5145・5146から中期中葉（阿王台Ⅲ式期）と考えられる。
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第231図　第1251号土坑・出土遺物実測図

第1251号土坑出土遺物観察表（第231図）

番　 号 種　 別 器　 種 口 径 （cm ） 器 寓 （cm ） 底 径 （cm ） 文 様 の 特 徴 胎　 土 焼 成 色　 調 出土 位 置 備　 考

5 144

縄 文 土 器 深　 鉢 ［2 5，6］ （9 ，1） － 口唇 部 直 下 に 隆 帯 が 巡 る。 L

R の単 節 縄 文 を横 方 向 や 縦 方

向 に地 文 。

長 石 ・石 英

・雲 母

普 通 黒 褐 覆 土 下 層

5 145

縄 文 土 器 深　 鉢 ［24 ．0 ］ （13 ．0 ） － 隆 帯 に よ る横 S 字 状 文 。 キ ザ

ミ を有 す る 隆帯 文 と結 節 沈 線

文 が 巡 る 。 地 文 は 条 線 文 。

長 石 ・石 英 普 通 黒 褐 覆 土 下 層
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番　 号 種　 別 器　 種 口径 （cm ） 器高 （cm ） 底径 （cm ） 文様 の特徴 胎　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　 考

514 6

縄文 土器 探　 鉢 ［20．4］ （6，8） － 口縁 部 に は隆 帯 で 文様 を描

出。 渦 巻文 状 の 突起 を有 す

る。地文 はL R の単節縄文。

長 石 ・石英

・雲母

普通 にぷい褐 覆土 下層 炭化物

付着

TP5 10 9

縄文土器 探　 鉢 － （13．1） － U 唇 部 直下 に隆帯 が 巡 り肥

厚。胴 部には櫛歯状工具 によ

る波状条線文 を施文。

長石 ・石英

・雲母

普通 明赤褐 底　　 面

第1253号土坑（第232・233図）

位置　調査2区の北部，C3gO区。住居跡群城に位置する。

重複関係　第1254号土坑を掘り込んでいる。第416号ピットに掘り込まれている。第1318号土坑と重複してい

るが，新旧関係は不明である。本跡の東側は撹乱により破壊されている。

規模と形状　開口部の平面形は，長径1．50m，短径1．20m程度の楕円形と推定される。底面はほぼ平坦で，平

面形は，長径2．13m，短径1．85m程度の楕円形である。確認面からの深さは55cmである。壁は，下位からく

びれ部にかけて内傾して立ち上がり，くびれ部から上位にかけてはほぼ直立する。北側と西側の壁はほぼ直立

している。底面からくびれ部までの高さは平均33cmである。ピットは1か所で，Plは深さ53cmである。

覆土　9層に分層される。全体的にロームブロックを多量に含む土層で，特に，第3・6・8層は壁の崩落土

と考えられる。他は不自然な堆積状況と土器が廃棄されたような状態で出土していることから，土器の廃棄活

動に伴う人為堆積と考えられる。

土層解説
1　黒褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
2　黒　色　ロームブロック・炭化粒子微量
3　暗褐色　ロームブロック多量，炭化粒子微量
4　黒　色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
5　黒褐色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

6　暗褐色　ロームブロック多量，炭化粒子微量
7　暗褐色　ロームブロック中呈，炭化粒子微量
8　暗褐色　ロームブロック多量
褐色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片86点，剥片2点が覆土中層から下層にかけて廃棄されたような状態で出土してい

る。5147は探鉢で底面から横位で出土している。上層から出土したTP5112の浅鉢は，第1856号土坑の覆土か

ら出土したものと同一と考えられる。

所見　時期は，底面から出土している5147などから中期後菓（加曽利EI式期）と考えられる。

2m

！　　　；　　　！

第232図　第1253号土坑・出土遣物実測図
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第233図　第1253号土坑出土遺物実測図

第1253号土坑出土遺物観察表（第232・233図）

番　 号 種　 別 器　 種 口径 （c m ） 器高 （cm ） 底径 （cm ） 文様の特徴 胎　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　 考

5 14 7

縄 文 土器 深　 鉢 2 7．8 3 7．3 9．8 ロ 綾 部 は 2 本 の 隆帯 で 区 画

し，区画内は縦位集合沈線文。

地文 は L の 無節縄文。

長石 ・石英

・雲母

普通 橙 底　　 面 P L 4（i

T P 5 1 10

縄 文 土 器 深　 鉢 － （8．8） － 口緑部 は隆帯に より文様 を描

出。胴部 には R L の 単節縄文

を縦方向 に施文。

長石 ・石英

・針状鉱物

普通 明赤褐 覆土 中層 T P 5112

T P 5 1 11

縄 文 土器 深　 鉢 － （7．9） － 口綾部 には波状 隆帯 とキザ ミ

を有す る隆帯 が巡る。 R L の

単節縄 文を縦方向 に施文。

長石 ・石英

・針状鉱物

普通 赤褐 覆土下層

T P 5 112

縄 文 土器 浅　 鉢 － （2．1） － ロ緑部 には沈線 で渦巻文 を描

出。胴 部無文。

長石 ・石英 普通 にぷい橙 覆土上層 内外 面

赤彩

第1258号土坑（第234図）

位置　調査2区の北部，C3h2区。住居跡群城に位置する。

重複関係　第1257・1259号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　平面形は，長径3．39m，短径3．30m程度のほぼ円形と推定される。底面はほぼ平坦で，確認面か

らの深さは58cmである。壁は，ほぼ直立する。ピットは4か所で，深さは，Plが60cm，P2が61cm，P3が
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78cm，P4が59cmである。

覆土　5層に分層される。第5層の堆積後に，中層から下層にかけて遺物が廃棄された状態で出土しているこ

とから，土器の廃棄活動に伴う人為堆積と考えられる。

土層解説
1　黒褐色　ロームブロック微量
2　黒褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
3　黒褐色　ロームブロック・炭化物微量

4　暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
5　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片923点，敲石1点，石鉄1点が覆土から出土している。遺物は小破片が覆土中層か

ら下層にかけて廃棄された状態で出土している。

所見　時期は，出土遺物から中期後葉（加曽利EI～Ⅱ式期）と考えられる。

0　　　　　　　　　　　　　　　2mLi i

劇盛
く＝＞

0　　　　　　　　3cm

j i i

第234図　第1258号土坑・出土遺物実測図
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第1258号土坑出土遺物観察表（第234図）

番　 号 種　 別 器　 種 口径 （cm ） 器 高 （c m ） 底 径 （cm ） 文 様 の特徴 胎　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　 考

T P5 113

縄 文 土 器 深　 鉢 － （9．1） － 目線部 は隆帯に よ り文様 を描

出。区画 内に縦位 の沈線文。

長石 ・石 英

・雲母

普通 赤褐 覆土下層

T P 5 1 14

縄 文 土 器 深　 鉢 － （5．2） － 口 綾 部 には 交 互刺 突 文 が巡

る。胴 部 は 沈線 で文様 を描

出。地文は R L の 単 節 縄文。

長石 ・雲母 普通 にぷい赤褐 覆　　 土

番　 号 器　 種
計　　 測　　 値 ［材　 質

特　　　　　　　 徴 備　　 考
長 さ（cm ） 幅 （cm ） 厚 さ （c m ） 重 量 （g ）

Q 50 72 敵　　 石 13．8 8．3 6 ．3 9 93 ．7 砂　　 岩 短軸側 の両側緑 に敲打痕。 凹石 に併用。

Q 5 07 3 石　　 鉄 2．6
1・8 ［ 0・5

0 ．5 黒 曜 石 基部 中央が大 き く湾入。器体調整入念。 P L 59

第1262号土坑（第235・236図）

位置　調査2区の北部，C3hl区。住居跡群域に位置する。

重複関係　第156号住居跡を掘り込み，第1260号土坑に掘り込まれている。第1259・1261号土坑，第436・684号

ピットと重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と形状　開口部の平面形は，長径2．04m，短径1．35m程度の楕円形と推定される。底面はほぼ平坦で，平面形は，

長径1．98m，短径1．7宛l程度の楕円形である。確認面からの深さは46cmである。壁は，西壁以外は外傾して立ち上が

るが，西壁は下位から中位にかけて内傾して立ち上がり，中位から上位にかけては掘り込まれているため不明である。

覆土　6層に分層される。第6層はロームブロックを多量に含む粘性のある層で，壁の崩落土と考えられる。

他は不自然な堆積状況と土器が廃棄されたような状態で出土していることから，土器の廃棄活動に伴う人為堆

積と考えられる。

土屑解説
1　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
3　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

4　暗褐色　ロームブロック中量
5　黒褐色　ローム粒子中量，炭化粒子微量
6　暗褐色　ロームブロック中量

遺物出土状況　縄文土器片56点が，覆土中層から下層にかけて廃棄されたような状態で出土している。5148～

5150は深鉢で覆土下層から出土している。

所見　時期は，覆土下層から出土している5148～5150などから中期後葉（加曽利EI式期）と考えられる。

由

；カ

第235図　第1262号土坑・出土遺物実測図
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第236図　第1262号土坑出土遣物実測図

第1262号土坑出土遺物観察表（第235・236図）

番　 号 種　 別 器　 種 口径 （cm ） 器高 （c m ） 底径 （cm ） 文様 の特徴 胎　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　 考

5 14 8

縄 文土器 深　 鉢 ［2 1．8］ （19．2）
－

口唇部 に突起 を有 し，口唇部

直下 は肥厚 。胴部に沈線 を有

する隆帯文。 R L の単節縄文。

長石 ・石英

・雲母

普通 褐 覆土下層

5 14 9

縄 文 土器 深　 鉢 ［3 1．5］ （19．3） －
口綾部 は沈線 を有する隆帯 と

2 本 の隆帯 で文様 を描 出。地

文は R L の 単節縄文。

長石 ・石英

・雲母

普通 灰 褐 覆土下層

5 150

縄 文土器 探　 鉢 － （7．6） － 口緑部 は沈線 を有 する隆帯 に

より文様描 出。 R L の 単節縄

文を横 方向に施文。

長石 ・石英

・赤 色粒 子

普通 にぷい赤褐 覆土下層
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第1270号土坑（第237・238図）

位置　調査2区の北部，C2jO区。住居跡群城に位置する。

重複関係　第1271号土坑，第413・414号ピットに掘り込まれている。第160号住居跡と重複しているが，新旧

関係は不明である。

規模と形状　開口部の平面形は長径2．76m，短径2．26m程度の不整楕円形と推定される。底面はほぼ平坦で，

平面形は長径2．54m，短径2．17m程度の不整楕円形である。確認面からの深さは57cmである。壁はほぼ外傾

するが，北壁は下位から中位にかけて内傾して立ち上がり，くびれ部から上位にかけては外傾する。底面から

くびれ部までの高さは平均30cmである。ピットは1か所で，Plは深さは19cmである。

覆土　4層に分層される。第3層はロームブロックを多量に含む土層である。覆土下層は，遺物が廃棄された

状態で出土していることから，土器の廃棄活動に伴う人為堆積と考えられる。

土層解説
1暗褐色　ロームブロック中量，鹿沼パミス粒子少量，

炭化粒子微量
2　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

3　暗褐色　ロームブロック多量，炭化粒子微量
4　黒褐色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片225点が覆土から出土している。遺物は覆土下層から廃棄されたような状態で出土

している。5151，5152は探鉢で，底面から横位で出土している。

所見　時期は，底面から横位で出土している5151，5152などから中期後菓（加曽利EI式期）と考えられる。

第237図　第1270号土坑・出土遺物実測図
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第238図　第1270号土坑出土遺物実測図

第1270号土坑出土遺物観察表（第237・238回）

番　 号 種　 別 器　 種 口径 （cm ） 器高 （cm ） 底径 （cm ） 文様の特徴 胎　 土 焼成 色　 調 出土位 置 備　 考

5 15 1

縄 文土器 深　 鉢 18，4 30 ．0 9．2 口唇部 に沈線 を有す る隆帯 に

よる渦巻文。口縁部 には波状

隆帯文。 R L の単節縄文。

長 石 ・石英

・雲母

普通 上部褐

下部程

底　　 面 P L 4 6
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番　 号 種　 別 器　 種 口径 （cm ） 器高 （cm ） 底径 （cm ） 文様の特徴 胎　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　 考

515 2

縄文土 器 探　 鉢 15．9 2 8．2 8．2 口縁部 は隆帯 に よる区画文 と

渦巻文。胴部 は沈線文 とL R

の単節縄文 を施文。

長石 ・石英 普通 明赤褐 底　　 面 P L 4 6

5 15 3

縄文土器 深　 鉢 ［33．0］ （20．7） － 沈線 を有す る隆帯 で把手 を作

出。ロ緑部 は隆帯 に より文様

描出。地文はR L の単節縄文。

長石 ・石英

・雲母

普通 明赤褐 覆土下層

5154

縄文土器 深　 鉢 ［23．0］ 29．0 ［9．2］ 口綾部 に隆帯が巡 る。隆帯間

に隆帯 による波状文 が巡 る。

地文はR L の単節縄 文。

長 石 ・石英

・雲母

普通 明黄褐 底　　 面

第1273号土坑（第239・240図）

位置　調査2区の北部，D2a9区。住居跡群域に位置する。

重複関係　第160号住居に掘り込まれている。

規模と形状　開口部の平面形は，長径2．24m，短径1．85m程度の不整楕円形と推定される。底面はほぼ平坦で，

平面形は径2．封m程度のほぼ円形である。確認面からの深さは63cmである。壁は下位からくびれ部にかけて内傾

して立ち上がり，くびれ部から上位にかけては直立する。底面からくびれ部までの高さは平均38cmである。

覆土10層に分層される。第10層はロームブロックを多量に含む粘性のある層で，壁の崩落土と考えられる。

全体的にロームブロックを含む土層で，堆積状況も不自然なことから人為堆積と考え‘られる。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子・炭化物微量
2　暗褐色　ロームブロック中量
3　黒褐色　ロームブロック少量
4　暗褐色　ロームブロック多量
5　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子微量

6　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子微量
7　黒褐色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
8　黒褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
9　黒褐色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
10　暗褐色　ロームブロック多量，炭化粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片177点が覆土中層から下層にかけて出土している。5156は探鉢で，覆土下層から横

位で出土している。

所見　時期は，覆土下層から横位で出土している5156などから中期中葉（阿王台Ⅲ式期）と考えられる。

第239図　第1273号土坑・出土遺物実測図
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第240回　第1273号土坑出土遺物実測図
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第且273号土坑出土遺物観察表（第2390240図）

】番　 号　 種　 別　 器　 種 口径（cm ）
鵬 Ccm ‥底径（cm ）

文様の特徴 胎　 土 焼成 色　 調 出土位置 i備 考

封捕 縄文土器 深 鉢

Z

［27．6］ 弧 i i 9’5 目線部はキザ ミのある隆帯で 長石 ・石英 普通 明赤褐 i覆土下層　 P L 46

文様描出。隆帯に沿う結節沈 ・雲母

線文。R L の単節縄文を施文。
；封椚 縄文土㌍ 鉢

－ 一一一一・一蔽 主恵十廃一一一一…・廓

ト1り．ヰ」 （2痛 i 波状部に孔を有す。胴部には

櫛歯状工具による波状条線文

が垂下。

長石 ・石英

・雲母 e赤
色粒子

普通 にぷい橙 覆土欄 ！

－ ［32．5］　　 9．7 口唇部直下に隆帯が巡 り，隆 長石 ・石英 普通 橙 覆土下層
5158　　 i

i
i 帯を連結 して波状部を作出。

胴部には撚糸文を施文。

・雲母

封鱒 縄文土器 i浅 鉢
－

（8．5㍗ 器面は無文でよく研磨。 長石 ・石英 普通 にぷい橙 覆土中層 i

i

】縄文土器　 深　 鉢 － （11．7） 胴部には L の無節縄文を綻方 長石 ・石英 普通 暗赤褐 覆土中郵

！TP 5日6 向に施文。

第相関尊堂琉（第2射～243図）

位置　調査2区の北部，C3h2区。住居跡群域に位置する。

規模と形状　開口部の平面形はタ長径1。45m，短径0。75m程度の楕円形である。底面はほぼ平坦で，平面形

はタ　径2。48m程度の円形である。確認面からの深さは97cmでタ　壁は下位から中位にかけて内傾して立ち上が

り，上位で外傾して立ち上がる。底面からくびれ部までの高さは平均82cmである。

覆羞17層に分層される。第100は層はロームブロックを多量に含む層で，開口部や壁などの崩落士と考えら

れる。覆土中層は炭化物を中量含む黒褐色土である。堆積状況が不自然であるので人為堆積と考えられる。

土層解説
1　黒褐色
2　黒褐色
3　黒褐色
4　黒褐色
5　黒褐色
6　黒褐色
7　黒褐色
8　黒褐色
9　黒褐色

ロームブロック少量，炭化物微量
ロームブロック少量，炭化粒子微量
ロームブロック中量，炭化粒子微量
ロームブロック中量
ロームブロック・炭化粒子微量
ロームブロック少量，炭化粒子微量
ロームブロック少量，炭化物微量
ロームブロック・炭化物少量
ロームブロック少量，炭化粒子微量

10

11

12

13

14

15

16

17

暗褐色
暗褐色
黒褐色
黒褐色
窯

暗

黒

暗

色

褐色
褐色

褐色

ロームブロック中量，炭化物微量
ロームブロック中量，炭化粒子微量
ロームブロック・炭化物少量
炭化物中量，ロームブロック少量
炭化物中量，ローム粒子少量
ロームブロック中量，炭化粒子微量
ロームブロック少量，炭化粒子微量
ロームブロック中量，鹿沼パミス粒子少量，炭化粒子微量

遺物出藍状況　縄文土器片753点，磨製石斧1氏磨石上蕪，剥片4点が覆土から出土している。遺物は覆土

中層を中心に廃棄された状態で多量に出土している。深鉢の大形破片が潰れたような状態で出土している。

5160，5161は探鉢で，覆土中層と覆土下層からそれぞれ出土している。

第別図　第1283号土坑実測図
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所見　5163のミニチュア土器が底面から横位で出土している点に特徴がある。時期は，覆土中層から出土して

いる5161などから中期中葉（阿王台Ⅳ式期）と考えられる。

第242図　第1283号土坑出土遺物実測図（1）
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第243図　第1283号土坑出土遺物実測図（2）

第1283号土坑出土遺物観察表（第242・243図）

番　 号 種　 別 器　 種 口 径 （cm ） 器 高 （cm ） 底 径 （cm ） 文 様 の 特 徴 胎　 土 焼 成 色　 調 出土 位 置 備　 考

5 160

縄 文 土 器 深　 鉢 37 ．6 （27 ．2） 結 節 沈 線 が 沿 うキ ザ ミ を有 す

る隆 帯 が 巡 る 。 地 文 は 櫛 歯 状

工 具 に よ る波 状 条 線 文 。

長 石 ・石 英

・雲 母

普 通 にぷ い 褐 覆 土 中層 P L 4 6

5 16 1

縄 文 土 器 深　 鉢 － （25 ．9 ） － 胴 部 は 隆 帯 に 沿 っ た 平 行 沈 線

文 。 環 状 の突 起 を 有 す る 。 R

L の単節 縄 文 を縦方 向 に施文 。

長 石 ・石 英

・雲 母

普 通 明 赤 褐 覆 土 下 層

5 162

縄 文 土 器 深　 鉢 － （15 ．6 ） － 波 頂 部 に渦 巻 文 。 波 底 部 に 横

S 字 状 文 。 口緑 部 に 鍔 状 の 隆

帯 が 巡 る 。 R L の 単 節 縄 文 。

長 石 ・石 英

・雲母

普 通 黒褐 覆 土 下 層

5 163

縄 文 土 器 深　 鉢 6．9 10 ．7 5 ．3 胴 部 は 大 部 分 が 無 文 。 一 部 R

L の 単 節 縄 文 を方 向位 や斜 方

向 に施 文 。

長 石 ・石英

・雲 母 ・赤
色 粒 子

普 通 にぷ い黄 橙 底　　 面 P L 4 6

5 164

縄 文 土 器 探　 鉢 － （1 1．8 ） 口唇 部 直 下 に指 頭 押 圧 を加 え

た 隆帯 が 巡 る 。 L R の 単節 縄

文 を縦 方 向 や斜 方 向 に施 文。

長 石 ・石 英 普 通 橙 覆土 下層

－264－



番　 号 種　 別 器　 楯 口径 （cm ） 器高 （cm ） 底径 （cm ） 文様の特徴 胎　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　 考

5166

縄文土器 探　 鉢 ［2 ．扇 （8．6） － 目線部 に隆帯 による渦巻文 を 長有 ・石 英 普通 橙 覆土 中層

モチ ーフ とした眼鏡状把手 を

有す。 L R の単節縄文 を施文。

・雲母

5167

縄 文土器

i

深　 鉢 － （11．2） － 沈線 で中央 に円，周辺部 に弧

状モチ ーフを描 出。目線部 は

沈線 と隆帯で文様 描出。

長石 ・石英

・雲母

普通 にぷい赤褐 覆土下層

TP5 日7

縄 文土器

！

探　 鉢 － （13．4）
－ 胴 部 には断面三角形 の隆帯で

文様 を描出。 R L の単節 縄文

を多 方向に施 文。

長石 ・石英

・雲母

普通 暗赤褐 覆土 下層

TP5 1 18

縄文土器 深　 鉢 － （13．4） － 波 状 部 は沈 線 に よ り文 様描 長 石 ・石英 普通 浅黄橙 覆土下層 TP5日り
出。 区画内に蛇行沈線文 。地

文 はR L の単節縄文。

・雲母 と同一

縄文土器 深　 鉢 － （14．5） － 波状 部 は沈 線 に よ り文様 措 長石 ・石英 普通 浅黄橙 底　　 面 T P5日牒

T P 5 119 出。区画上部 には連続 コの字

状文。 R L の単節縄文。

・雲母 と同一

番　 号 器　 種
計　　 測　　 値 ！材 質

特　　　　　　　 徴 備　　 考恒 （cm ）恒 （cm ）厚さ（cm ） 重量（g ）

Q 5076 磨製石斧 （12．2） 5．0 3．1 （封4．7） 安　山 岩 走角式。器体研磨入念。刃部欠損。

第帽鵬考量琉（第2440245図）

位置　調査2区の北部，C3g3区。住居跡群域に位置する。

重複関係　第1289号土坑を掘り込み，第128561287号土坑に掘り込まれている。

親機と形状　開口部の平面形はタ　長径2の46mタ　短径2。20m程度の楕円形と推定される。底面はほぼ平坦でタ　平

面形は長径2。55mタ　短径2。40m程度の円形である。確認面からの深さは87cmで，壁は下位から中位にかけて

内傾して立ち上がりタ　上位では外傾して立ち上がる。底面からくびれ部までの高さは平均5鹿mである。ピッ

日豊4か所で，深さはタ　㌘1が19cm，P2が51cm，㌘3が40cmタ　㌘4が19cmである。

尊堂　9層に分層される。第7層～9層はロー∵ムブロックを多量に含む粘性のある土層で，壁の崩落土と考え

られる。第7層以上の層はタ　遺物が廃棄されたような状態で出土していることから，土器の廃棄活動に伴う人

為堆積と考えられる。

土層解説

1　黒褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
2　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子微量

3　黒褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
4　褐　色　ロームブロック中量
5　暗褐色　ロームブロックゆ炭化粒子微量

6　暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
7　暗褐色　ロームブロック多量
8　褐　色　ロームブロック多量
9　暗褐色　ロームブロック多量

遺物出藍状況　縄文土器片284貞男　打製石斧1点，石鉄ユ点が覆土から出土している。遺物は主に覆土下層か

ら出土している。5168＼5170は深鉢で，覆土下層からI廿上している。

所凰　時期は，覆土下層から出土している5168～5170などから中期後柔（加曽利EI式期）と考えられる。

Si155

第2朋図　第ユ286号土坑実測図
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第245図　第1286号土坑出土遺物実測図

第1286号土坑出土遺物観察表（第245図）

番　 号 種　 別 器　 種 口径 （cm ） 器高（cm ）底径 （cm ） 文様 の特徴 胎　 土 焼成 色　 調 出土位 置 備　 考

5 168

縄 文土器 深　 鉢 ［2 9．2］ （22．3） － 口緑部 にキザ ミを有す る隆帯

で横 S 字状文 と沈線 文。胴部

には R L の単節縄 文 を施文。

長石 ・石英

・雲 母

普通 暗赤褐 覆土下層

5 16 9

縄 文土器 探　 鉢 － （9．5） 8．8 胴部 は半裁竹管 による平 行沈

線文 が 1 ～ 2 条垂下。 R L の

単節縄文 を縦方向 に施文 。

長石 ・石英

・雲母

普通 にぷい橙 覆土下層 底 部網

代痕

5 170

縄 文土器 深　 鉢 － （15．4 ） 13．1 胴部 には L R L の 複節縄文 を

縦方向 に施文。

長石 ・石英

・赤色粒子

普通 橙 覆土下層 底 部 網

代痕

番　 号 器　 種
計　　 測　　 値 I材 質

特　　　　　　　 徴 備　　 考
長さ（cm ）幅（cm ）厚さ（cm ） 重量（g ）

Q 5078 打製石斧 11．3 4．5 1．5 83．0 粘 板 岩 両面調整。刃部一部研磨。 P L 60

第1239号土坑（第246図）

位置　調査2区の北部，C3g3区。住居跡群城に位置する。

重複関係　第155号住居，第1286・1304・1305号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　平面形は，長径2．70m，短径2．08m程度の楕円形と推定される。底面はほぼ平坦で，確認面から

の深さは36cmである。壁は外傾している。ピットは1か所で，Plは深さ20cmである。

覆土　4層に分層される。不自然な堆積状況のため人為堆積と考えられる。
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土層解説
1　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量　　　　　　　　　3　暗褐色　ロームブロック中量
2　暗褐色　ロームブロック少量　　　　　　　　　　　　　　　4　暗褐色　ロームブロック多量

遺物出土状況　縄文土器片36点，磨石1点が覆土から出土している。5172は探鉢で，覆土下層から出土している。

所見　時期は，下層から出土している5172の探鉢などから中期後菓（加曽利EI式期）と考えられる。

2m

L＿＿　　；　一一」
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第246図　第1289号土坑・出土遺物実測図
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第1289号土坑出土遺物観察表（第246図）

番　 号 種　 別 器　 種 口径 （cm ） 器 高 （cm ） 底 径 （c m ） 文 様 の特徴 胎　 土 焼 成 色　 調 出土位 置 備　 考

5 17 1

縄 文土 器 探　 鉢 ［3 1．2］ （18．0 ） － 沈線が沿 う隆帯で渦巻文描出。

胴部には 3 条 の沈 線文が垂下。

地文 は L R の単 節 縄文。

長石 ・石英

・赤色粒子

普 通 にぷ い褐 覆　　 土

5 172

縄 文 土 器 探　 鉢 － （16．0） － 筒 状 の突起 を有 し，口縁部は

隆帯で文様描 出。地文は R L

の 単 節 縄文。

長石 ・石英

・雲母

普通 にぷい橙 覆土下層

番　 号 器　 種
計　　 測　　 値

材　　 質 特　　　　　　　 徴 備　　 考
長 さ（c m ） 幅 （cm ） 厚 さ （cm ） 重 量 （g ）

Q 5 0 80 磨　　 石 （9．7） （6．8） 3．3 （3 26 ．4 ） 石　　 英 側線全体 に使用痕。 凹石 に併用 。一部 欠損 。

第1300号土坑（第247～249図）

位置　調査2区の北部，C3i2区。住居跡群城に位置する。

重複関係　第1299号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　開口部の平面形は，長径1．78m，短径1．25m程度の不整楕円形と推定される。底面はほぼ平坦

で，平面形は長径2．58m，短径2．38m程度の円形である。確認面からの深さは87cmである。壁は，下位から

上位にかけて内傾して立ち上がる。

覆土　7層に分層される。遺物が覆土中層から下層にかけて廃棄されたような状態で出土していることから，

土器の廃棄活動に伴う人為堆積と考えられる。

土層解説

1　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子微量
2　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
3　黒褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
4　黒褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

5　暗褐色　ロームブロック中量
6　暗褐色　ロームブロック少量

7　黒褐色　ロームブロック微量，炭化物微量

遺物出土状況　縄文土器片138点，磨製石斧1点，剥片1点が覆土から出土している。遺物は覆土中層から底

面にかけて廃棄されたような状態で出土している。5173，5174は探鉢で底面から出土している。

所見　時期は，底面から出土している5173，5174などから，中期後葉（加曽利EI式中段階期）と考えられる。

（わ　等／
／
／
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＼

第247図　第1300号土坑・出土遺物実測図
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第248図　第1300号土坑出土遺物実測図（1）
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第249図　第1300号土坑出土遣物実測図（2）

第1300号土坑出土遺物観察表（第247～249図）

一m一例。5。。1
0 10cm

［二二二一一十一一一一一二∃

番　 号 種　 別 器　 種 口径（cm ）器高（cm ）底径（cm ） 文様の特徴 胎　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　 考

5173

縄文土器 深　 鉢 22．4 33．8 9．0 口縁部に渦巻の小突起を有し，

沈線が沿う2本の隆帯で文様

描出。L R L の複節縄文。

長石・石英

・雲母

普通 にぷい橙 底　　 面 P L 47

5174

縄文土器 深　 鉢 ［24．4］ （40．5） － 口縁部に隆帯によるS字をモ

チーフとした文様描出。縦位

沈線文とR L の単節縄文。

長石・石英

・雲母 ・赤
色粒子

普通 橙 底　　 面 P L 47

5175

縄文土器 探　 鉢 ［24．6］ （19．5） － ロ緑部に隆帯で渦巻と刺状の

モチーフを描出。地文はR L

の単節縄文。

長石 ・石英 普通 黒褐 覆土上層

517（i

縄文土器 深　 鉢 ［31．2］ （12．5） － 口唇部に隆帯による渦巻文。

ロ縁部は2 本の隆帯で文様描

出。地文はR L の単節縄文。

長石 ・石英

・雲母

普通 にぷい橙 底　　 面

T P5120

縄文土器 深　 鉢 － （8．2） －
口綾部には隆帯文や波状隆帯

文が巡る。地文はR L の単節

縄文。

長石・雲母 普通 灰褐 覆土下層

番　 号 器　 種

計　　 測　　 値
材　　 質 特　　　　　　　 徴 備　　 考

長さ（cm ）幅（cm ）厚さ（cm ）重量（g）

Q 5081 磨製石斧 （10．0） 3．8 1．8 （126．7） 粘 板 岩 定角式。器体研磨入念。刃部欠損。 P L 60

第1304号土坑（第250・251図）

位置　調査2区の北部，C3g2区。住居跡群城に位置する。

重複関係　第1305号土坑に掘り込まれている。また第1289，1333，1334号土坑と重複しているが，新旧関係は

不明である。

規模と形状　開口部の平面形は，長径2．18m，短径1．67m程度の楕円形と推定される。底面はほぼ平坦で，平
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面形は，長径2．34m，短径2．13m程度の円形である。確認面からの深さは65cmである。壁は内偵して立ち上

がる。ピットは1か所で西壁際に位置し，Plは深さ9cmである。

覆土　6層に分層される。第6層はロームブロックを多く含む土層のため，壁の崩落土と考えられる。覆土中

層から下層にかけては，遺物が廃棄されたような状態で出土していることから，土器の廃棄活動に伴う人為堆

積と考えられる。

土眉解説
1　黒褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
2　黒褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
3　崇褐色　炭化物中音，ロームブロック微量

4　黒褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
5　黒褐色　ロームブロック少量
6　暗褐色　ロームブロック多呈，炭化粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片141点，剥片1点が出土している。5178の探鉢は，覆土下層から出土している。

所見　時期は，下層から横位で出土している5178の深鉢などから中期後葉（加曽利EI式期）と考えられる。

！　　　；　　　！

第250図　第1304号土坑・出土遺物実測図



第251図　第1304号土坑出土遺物実測図

第1304号土坑出土遣物観察表（第250・251図）

0　　　　　　　　　　　　　10cm

「l…・　l・・－…－・l

番　号種　別器　種口径（cm）器高（cm）底径（cm） 文様の特徴 胎　土焼成色　調 出土位置備　考

5178

縄文土器深　鉢［32．5］（35．7） 口縁部には隆帯が巡り，2本

の隆帯で文様を描出。地文は

撚糸文で，縦方向に施文。

長石・石英

・雲母

普通黒褐

橙

覆土下層

TP5123

縄文土器深　鉢 － （6．3） － 口緑部は隆帯による渦巻文や

区画文を描出。LRの単節縄

文を縦方向に施文。

長石・石英普通にぷい褐覆土上層

TP5124

縄文土器探　鉢 － （4．9） － 口縁部は沈線により渦巻文を

描出。輝位条線文を施文。R

Lの単節縄文を縦方向に施文。

長石・石英普通にぷい赤褐覆土中層

TP5125

縄文土器深　鉢 － （11．2） － 口綾部は沈線が沿う隆帯で文

様を描出。RLの単節縄文を

縦方向に地文。

長石・石英

・雲母

普通暗赤褐 覆　　土

第1309号土坑（第252・253図）

位置　調査2区の北部，C3j2区。住居跡群域に位置する。

重複関係　第1301・1302号土坑と重複しているが，新旧関係

は不明である。

規模と形状　平面形は，長径1．25m，短径1．20m程度のほぼ

円形と推定される。底面は平坦で，平面形は長径1．45m，短

径1．25m程度の不整楕円形である。確認面からの深さは

55cmである。壁は下位から中位にかけて内傾して立ち上が

り，中位から上位にかけてはほぼ直立する。底面からくびれ

部までの高さは，平均45cmである。

覆土　土層観察用ベルトの設定位置が中心からはずれたた

め，観察ができなかった。

遺物出土状況　縄文土器片5点が覆土から出土している。遣

物は少ないが，5180は深鉢で，覆土下層から出土している。

所見　時期は，覆土下層から出土している5180から中期後葉

（加曽利EI式古段階期）と考えられる。

－272－
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第252図　第1309号土坑実測図



第253図　第1309号土坑出土遺物実測図

第1309号土坑出土遺物観察表（第253図）

番　 号 種　 別 器　 種 口径 （cm ） 器高 （cm ） 底径 （cm ） 文様 の特徴 胎　 土 焼成 色　 調 出土位 置 備　 考

5 18 0

縄 文土器 深　 鉢 2 1．4 （3 5．9） － 沈線 を有す る隆帯 で渦巻 を措

出 した把 手 を有す る。 目線 部

は隆帯 で文様描 出。撚 糸文。

長 石 ・石英

・雲母

普通 にぷ い黄橙 覆土 下層 P L 47

第1315号土坑（第254図）

位置　調査2区の北部，C3f5区。土坑墓群と住居跡群に挟まれた区域の中に位置する。

重複関係　第1312号土坑に掘り込まれている。第1316号土坑，第693号ピットと重複しているが，新旧関係は

不明である。

規模と形状　平面形は長径2．38m，短径2．32m程度のほぼ円形と推定される。確認面からの深さは94cmであ

る。壁はほぼ直立する。ピットは5か所で，壁際に位置している。深さは，Plが21cm，P2が44cm，P3が

52cm，P4が52cm，P5が40cmである。

覆土　6層に分層される。ロームブロックを多量に含む土層で，遺物は覆土下層から底面にかけて廃棄された

ような状態で出土していることから，土器の廃棄活動に伴う人為堆積と考えられる。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒了‥炭化粒子微量
2　黒褐色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
3　暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

4　黒褐色　ロームブロック中呈，炭化物微量
5　暗褐色　ロームブロック多量
6　暗褐色　ロームブロック中量，鹿沼パミス粒子少量
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遺物出土状況　縄文土器片260点が覆土から出土している。遺物は，覆土下層から底面やピット内にかけて廃

棄されたような状態で出土している。5181の鉢は，Pl，P2内や覆土下層・底面から出土した土器片が接合し

たものである。

所見　時期は，出土土器から中期後菓（加曽利EI・Ⅱ式期）と考えられる。

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

l　‥1－　　t　　・l

0　　　　　　　　　　　　10cm

j　　　　；　　　！

第254回　第1315号土坑・出土遺物実測図

第1315号土坑出土遣物観察表（第254図）

番　 号 種　 別 器　 種 口径 （cm ） 器 高 （cm ） 底 径 （cm ） 文様 の特 徴 胎　 土 焼 成 色　 調 出 土 位 置 備　 考

5 18 1

縄 文 土 器 鉢 ［4 3 ．8］ 22 ．2 8 ．8 器 面 は 無 文 で よ く研 磨 。 長 石 ・石 英

・雲 母

普 通 灰 褐 底　　 面

P ト 2 内

T P 5 128

縄 文 土 器 探　 鉢 － （5．3） － 口緑 部 は 沈 線 が 沿 う隆 帯 で 渦

巻 文 や 区 画 文 を描 出 。 区 画 内

に は結 節 沈 線 文 。

長 石 ・石 英

・赤 色 粒 子

普通 明赤 褐 覆　　 土

T P 5 129

縄 文土 器 探　 鉢 － （4．7） － ロ 緑 部 に は 3 条 の 沈 線 が 巡

る。 胴 部 に は R L の単 節縄 文

を縦 方 向 に施 文 。

長 石 ・石 英 普 通 暗 赤 褐 覆土 下層

－274－



第1325号土坑（第255図）

位置　調査2区の北部，C3g2区。住居跡群域に位置する。

規模と形状　開口部の平面形は，長径1．52m，短径1．38m程度の不整楕円形と推定される。底面はほぼ平坦

で，平面形は長径2．22m，短径2．08m程度のほぼ円形である。確認面からの深さは68cmである。壁は下位か

らくびれ部にかけて内傾して立ち上がり，くびれ部から上位にかけては直立する。南壁にはくびれ部の存在が

なく，内傾して立ち上がる。底面からくびれ部までの高さは平均51cmである。

覆土11層に分層される。第11層は粘性のある褐色土である。第7・11層はロームブロックを多量に含むため

壁の崩落土と考えられる。その他は不自然な堆積状況のため人為堆積と考えられる。

土層解説
1　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子微量
2　黒褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
3　黒褐色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
4　暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
5　黒褐色　ロームブロック・炭化物微量
6　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子少量

7　暗褐色　ロームブロック多量
8　黒褐色　ロームブ粒子少量，炭化粒子微量
9　暗褐色　ロームブロック中量
10　黒褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
11褐　色　ロームブロック多量

遺物出土状況　縄文土器片161点，打製石斧1点，磨製石斧1点，土器片円盤1点，剥片1点が覆土から出土

している。遺物は主に第10・11層から出土している。5182，TP5130は深鉢で，底面から出土している。

所見　時期は，底面から出土した5182，TP5130などから中期中葉（阿王台Ⅲ・Ⅲ式期）と考えられる。

A29．4m　　　　　　　　　　＿生

＿む

→TP5130

＼＼、＿／一／

2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」



第ユ325号士坑出土遺物観察表（第255回）

番　 号 種　 別
器 種 恒 径 （cm ） 綱 k m ） 底径 k m ）i　 文様 の特徴

胎　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　 考

5 182

縄 文土器 探　 鉢　　　　　 （10．0）　 （9．8）　 胴部 には隆帯 が 4 単 位垂下。 長石 ・石英 普通 にぷ い橙 底　　 面 底部網

地文は L の 無節縄文 で，縦方 ・雲母 代痕

向に施文 。

T P 5 日0

縄 文土 器 深　 鉢　　　　　 （独 力　　　　　　 日経部 は結節洗練 で文様 を措 長石 ・石英 普通 にぷい赤褐 底　　 面

出。 隆帯 に よる楕円形 区画文 ・雲母

！　　　　　　　　　　　　　 を描出。

縄文土器 深　 鉢　　　　　 （4．7）　　　　　 L R の 単節縄 文 を口唇部直下 長石 ・石英 普通 にぷい横褐 覆土下層

T P 5 上目 ほ横，他 は縦 方向に施文。 さ ・圭母

らに縦方向 に稜線文 を施文。

番　 号 器　 種
計　　 測　　 値 i

i 胎 土 ゆ色 調 特　　　　　　　 徴 備　　 考長さ（cm 庫 cm 厚さk m ）！重量（g ）

D P500り 土器片円盤 （3．4） （2潮 山 ） 巨 鵬
長石・石英・雲母，にぷい黄褐 周縁は荒割 り後，部分的に研磨。 P L 59

番　号　 器　種
計　 測　 値　　　 i

斤斥
i　 特　 徴

備　　 考長さ（。m）i幅（。m）恒 （。m）‾重量（g）材　 員

0 5087　磨製有斧 （12．0や ㌍ i ㌻一　 日軌 中 砂　 岩 定角式。器体研磨入念。基部欠損。 P L bO
叫 ＿＿攣 石斧 （7．6） 聖 」 隻 ⊥ 旦 可 不 一ト両面調整。基部欠損。

∴、言ごl∴＿　二，　ニ′、ノ′ノふ、悠了ぐ

位置　調査2区の北部芦　C3g2区。住居跡群城に位置する。

重複関係　第1333も133401327号土坑に掘り込まれている。

親機藍形状　開口部の平面形は長径。狙m　短径。朝m程度の不整楕円形と推定される。底面はほぼ平坦でタ

平面形は長径。鋸m　短径。閥m程度の円形である。確認商からの深さは糾cmである。壁は下位から中位に

かけて内傾して立ち上がり芦　中位から上位にかけては直立する。東壁では中位から上位にかけてやや外傾して

立ち上がる。底面からくびれ部までの高さは平均して53cmである。ピッ吊ままか所で北壁際に位置し，㌘1は

深さ67C王uである。

二一一一l一一一

TP5133

2m
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覆土　9層に分層される。全体的にロームブロックを多量に含む褐色土で，特に第4～7層はロームブロック

が多く，壁の崩落土と考えられる。堆積状況に乱れがないため自然堆積と考えられる。

土層解説
1　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子微量
2　暗褐色　ロームブロック少量，炭化物微量
3　黒褐色　ロームブロック少量，炭化物微量
4　褐　色　ロームブロック多量，鹿沼パミスブロック少量
5　黒褐色　ロームブロック中量

6　褐　色　ロームブロック多量，炭化粒子微量
7　褐　色　ロームブロック多量，鹿沼パミス粒子少量
8　暗褐色　ロームブロック少量
9　褐　色　ロームブロック中量

遺物出土状況　縄文土器片246点，剥片3点が覆土から出土している。遺物は覆土中層から下層にかけて出土

している。5183は探鉢で，覆土下層から横位で出土している。

所見　時期は，覆土下層から出土している5183などから中期中葉（阿王台Ⅲ式期）と考えられる。

第257図　第1326号土坑出土遺物実測図（1）

ー277－
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第258図　第1326号土坑出土遺物実測図（2）

第1326号土坑出土遺物観察表（第257・258図）

0　　　　　　　　　　　　　10cm

l　“‥一卜　…　l

番　号種　別器　種口径（cm）器高（cm）底径（cm） 文様の特徴 胎　土焼成色　調出土位置備　考

5183

縄文土器深　鉢［28．5］ 35．6 10．8 口唇部直下に沈線と結節沈線

が巡る。胴部には結節沈線が

沿う隆帯が巡る。

長石・石英

・雲母

普通明黄褐 覆土下層上部ス

ス付着，

PL47

5184

縄文土器深　鉢 － （8．5） － 口唇部直下に隆帯，口緑部に

指頭押圧された隆帯が巡る。

LRの単節縄文を施文。

長石・石英

・雲母

普通明赤褐 覆土中層

TP5132

縄文土器探　鉢 － （8．6） － 口緑部は隆帯が巡る。2本一

組の隆帯で文様描出。RLの

単節縄文を縦方向に施文。

長石・石英普通暗赤褐 覆　　土

TP5133

縄文土器探　鉢 － （11．3） － 胴部は3条の波状沈線文が巡

る。LRの単節縄文を縦方向

に施文。

長石・石英

・雲母

普通黒褐 覆土下層

TP5134

縄文土器探　鉢 － （7．3） － 口綾部は隆帯が巡る。2本一

組の隆帯で文様描出。LRの

単節縄文を縦方向に施文。

長石・石英

・雲母

普通褐 覆　　土

TP5135

縄文土器探　鉢 － （4．2） － 口縁部に沈線が2条巡り，そ

の沈線間に刺突文が巡る。R

Lの単節縄文を縦方向に施文。

長石・石英

・雲母

普通褐 覆　　土

第1327号土坑（第259図）

位置　調査2区の北部，C3h3区。住居跡群域に位置する。

重複関係　第1326・1330号土坑を掘り込んでいる。第1329号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と形状　平面形は長径3．43m，短径2．43m程度の楕円形と推定される。底面はほぼ平坦で，確認面からの

深さは69cmである。壁は外傾して立ち上がる。ピットは7か所で，中央部と壁際に位置している。深さは，

Plが22cm，P2が59cm，P3が60cm，P4が17cm，P5が28cm，P6が32cm，P7が38cmである。

覆土11層に分層される。全体的にロームブロックを多量に含む土層で，不自然な堆積状況のため人為堆積と

考えられる。
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土層解説
1　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
2　暗褐色　ロームブロック中量
3　黒褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
4　暗褐色　ロームブロック多量，炭化物微量
5　暗褐色　ロームブロック多量，炭化粒子微量
6　暗褐色　ロームブロック中呈，炭化物微量

7　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子少量
8　黒褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
9　暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
10　暗褐色　ロームブロック多量，炭化粒子微量
11暗褐色　ロームブロック中量

遺物出土状況　縄文土器片416点，剥片5点が出土している。多量に出土している土器片は主に細片で，図化

できるものはなかった。

所見　時期は，出土土器から中期後葉（加曽利EI式期）と考えられる。

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

l　　　；　　＿」

第259図　第1327号土坑・出土遺物実測図

第1327号土坑出土遺物観察表（第259図）

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

「　‥　l l

番　号種　別器　種口径（cm）器高（cm）底径（cm）文様の特徴胎　土焼成色　調出土位置備　考

TP5136

縄文土器探　鉢－（4．9）－口緑部は隆帯による渦巻文と

区画文を描出。区画内はLR

の単節縄文を施文。

長石・石英

・雲母

普通にぷい橙覆　　土

TP5137

縄文土器深　鉢－（3．3）－ロ緑部に隆帯が巡る。口緑部

にはRLRの複節縄文を縦方

向に施文。

長石・石英普通橙覆　　土

番　号器　種

計　　測　　値
胎土・色調 特　　　　　　　徴 備　　考

長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

DP5010土器片円盤（2．7）（2．6）（0．9）（6．7）長石・石英，黒褐RLの単節縄文。周縁部は荒割り後，研磨。

第1332号土坑（第260・261図）

位置　調査2区の北部，C3f2区。住居跡群城に位置する。

重複関係　第154号住居，第1250号土坑に掘り込まれている。第1249号土坑と重複しているが，新旧関係は不

明である。

規模と形状　開口部の平面形は長径1．55m，短径1．18m程度の楕円形と推定される。底面はほぼ平坦で，平面

形は長径3．07m，短径2．94m程度のほぼ円形である。確認面からの深さは102cmである。壁は下位から中位に
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かけて内傾して立ち上がり，中位から上位にかけては外傾して立ち上がる。底面からくびれ部までの高さは平

均80cmである。ピットは1か所で，Plは深さ37cmである。

覆土10層に分層される。第4・8～10層はロームブロックを多量に含み，特に第9・10層は粘性のある褐色

土で壁の崩落土と考えられる。それ以外は，不自然な堆積状況と土器が廃棄されたような状態で出土している

ことから，土器の廃棄活動に伴う人為堆積と考えられる。

土層解説
1極暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
2　黒褐色　焼土粒子・炭化物少量，ロームブロック微量
3　暗褐色　ローム粒子中量，焼士粒子少量，炭化粒子微量
4　褐　　色　ロームブロック多量，焼土粒子微量
5　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子少量

6　極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
7　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子少量，鹿沼パミス粒子微量
8　褐　　色　ロームブロック多量，鹿沼パミスブロック少量
9　褐　　色　ロームブロック多量，粘土ブロック中量
10　暗褐色　ロームブロック多量，炭化粒子・粘土粒子中量

遺物出土状況　縄文土器片373点，敲石1点が出土している。5185の探鉢は，底面から横位で出土している。

所見　時期は，底面から出土している5185などから中期中葉（阿王台Ⅳ式期）と考えられる。

i／

①　　／一一一＼＼
／　　　　　　　　　　　　　＼

／　七。，2　　＼、

第260図　第1332号土坑・出土遺物実測図
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〔⊃
第261図　第1332号土坑出土遣物実測図

第1332号土坑出土遺物観察表（第260・261図）

0　　　　　　　　　　　　10cm

「　　　1　－－　　i

番　号 種　 別 器　 種 口径（cm）器高（cm）底径（cm） 文様の特徴 胎　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　 考

5185

縄文土器 深　 鉢 30．9 （32，8） 口縁部にⅤ字状文を2単位描

出。胴部はL Rの単節縄文を

縦，口綾部は横方向に施文。

長石・石英

・雲母

普通 にぷい橙 底　　 面 P L 47

5186

縄文土器 浅　 鉢 ［34．0］ （10．6） － 券面は無文でよく研磨。 長石・石英

・雲母

普通 橙 覆　　 土

TP5138

縄文土器 深　 鉢 － （5．6） － 地文はLの無節縄文で，胴部

には縦方向に，口唇部直下に

は横方向に地文。

長石・石英

・雲母

普通 明赤褐 覆　　 土

番　号 器　 種
計　　 測　　 値

材　　 質 特　　　　　　　 徴 備　　 考
長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

Q 5091 敲　　 石 12．5 8．1 5．6 831．2 涯E励 岩 両面中央，両端，両側縁に敲打痕。凹石に併用。 P L61

第1345号土坑（第262・263図）

位置　調査2区の北部，C3il区。住居跡群域に位置する。

重複関係　第1358号土坑を掘り込んでいる。第1359号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と形状　開口部の平面形は長径1．04m，短径0．85m程度の楕円形と推定される。底面はほぼ平坦で，平面

形は長径1．75m，短径1．65m程度の円形である。確認面からの深さは94cmである。壁は，下位からくびれ部

にかけて内傾して立ち上がり，くびれ部から上位にかけては東壁ではほぼ直立し，西壁では外傾して立ち上が

る。底面からくびれ部までの高さは平均48cmである。
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覆土　8層に分層される。全体的にロームブロックを多量に含む土層で，特に第4・6層は壁や開口部の崩落

土と考えられる。他は不自然な堆積状況から人為堆積と考えられる。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子微量
2　黒褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
3　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子微量
4　黒褐色　ロームブロック多量，炭化粒子微量

5　黒褐色　ロームブロック中量，炭化粒子少量
6　暗褐色　ロームブロック多量，炭化粒子微量
7　黒褐色　炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
8　暗褐色　ロームブロック中量，鹿沼パミス粒子中量

遺物出土状況　縄文土器片158点，剥片1点が覆土から出土している。5188，5189は深鉢で，それぞれ底面か

ら出土している。

所見　時期は，底面から出土している5188・5189などから中期中葉（阿王台Ⅲ・Ⅲ式期）と考えられる。覆土

中から出土した5187は，混入したものと考えられる。

二　「
「乙＿　＼」ユ

第262図　第1345号土坑・出土遣物実測図
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第詣聞　第1345号土坑出土遺物実測図

第且345号土坑出土遺物観察表（第262e263図）

番　 号 種　 別 器　 種 口径（cm ）器高（cm ）底径（cm ） 文様の特徴 胎　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　 考

5187

縄文土器 深　 鉢 ［27。0］ （29。0） － 日経部に洗練を有する隆帯で

文様 を描出。地文は L R の単

節縄文で，縦方向に施文。

長石 ・石英

・雲母

普通 灰褐 覆　　 土

5188

縄文土器 深　 鉢 － （15．4） － 無文。 長石 ・石英

・雲母

普通 にぷい橙 底　　 面

5189

縄文土器

！

深　 鉢 ［29．8］ （9．6） － 無文。 長石 ・石英

・霊母

普通 にぷい赤褐 底　　 面

第臓懲考量坑（第264図）

位置　調査2区の北部，C3jl区。住居跡群城に位置する。

重複関係　第1338・1353・1368号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　平面形は長径1．94m，短径1。68m程度の楕円形と推定される。底面はほぼ平坦で，確認面からの

深さは82cmである。壁は，ほぼ直立する。ピッ吊まlか所で，㌘1は深さ38cmである。

尊堂　H層に分層される。全体的にロームブロックを多量に含む土層で，特に第11層は粘性のある暗褐色土で

ある。不自然な堆積状況や遺物が覆土上層に廃棄されたような状態で出土していることから土器の廃棄活動に

伴う人為堆積と考えられる。

土層解説
1　黒褐色
2　黒褐色
3　黒褐色
4　黒褐色
5　暗褐色
6　黒褐色

ロームブロック・炭化粒子微量
ロームブロック少量，炭化粒子微量
ロームブロック中量，炭化物微量
ロームブロック少量
ロームブロック中量，炭化粒子微量
ロームブロック少量，炭化粒子微量

7　黒褐色　ロームブロック中量，炭化物微量
8　黒褐色　ロームブロック多量，炭化粒子微量
9　黒褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
10　暗褐色　ロームブロック多量
11暗褐色　ロームブロック多量，鹿沼パミスブロック中量

遺物出土状況　縄文土器片700点，剥片3点が覆士から出土している。遺物は覆土上層から中層にかけて廃棄

されたような状態で出土している。
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所見　遣物が覆土上層から集中して出土していることから，本跡が廃絶され，ある程度埋まりかけた時点で土

器が廃棄されたと考えられる。そのため，時期を出土土器から判断することは困難であるが，覆土上層の堆積

時期は，中期後菓（加曽利EⅢ～Ⅲ式期）と考えられる。

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

トー－十1一一　一一」

留謳細事騨循掬喝導■■恥嘲増蠣騙騨

一言・、・㌃

第264図　第1352号土坑・出土遣物実測図

第1352号土坑出土遣物観察表（第264図）

番　 号 種　 別 器　 種 口径 （cm ） 器 高 （cm ） 底 径 （cm ） 文 様 の特徴 胎　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　 考

T P 5 139

縄 文 土 器 深　 鉢 － （16．3） － 口緑部 は隆帯 に よる区画文 。

胴部 は懸垂文 間 を磨 り消す 。

R L の 単 節縄 文。

長石 ・石英

・雲母

普通 暗赤褐 覆土 中層

T P 5 14 0

縄 文 土 器 探　 鉢 （1 1．2） 口 緑 部は隆帯 による渦巻文。

胴 部は懸垂文間 を磨 り消す。

R L の単 節 縄文 。

長石 ・石英

・雲母

普通 暗赤褐 覆土中層
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番　 号 種　 別 器　 種 口径 （cm ） 器高 （cm ） 底径 （cm ） 文様 の特徴 胎　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　 考

TP5 14 1

縄文土器 探　 鉢 － （6．6） － ロ緑部 は隆帯 に よる区画文。

胴部 は沈線 による懸垂文間 を

磨 り消す。 L R L の複節縄文。

長石 ・石英

・雲母

普通 赤褐 覆土上層

TP5 142

縄文土器 深　 鉢 － （8．7 ） － ロ縁部 は隆帯 による渦巻文 と

区 画文 。胴 部 には 沈線 が 巡

る。 R L の単節縄 文。

長石 ・石英

・雲母

普通 にぷい橙 覆土上層

T P5 143

縄文土器 深　 鉢 － （8．9） － 胴部 には真ん 中の沈線 に突 起

を有す る3 本の沈線 が垂下。

地文は R L の単節縄 文。

長石 ・石英

・雲母

普通 橙 覆土 上層

第1353号土坑（第265・266図）

位置　調査2区の北部，C3jl区。住居跡群域に位置する。

重複関係　第1354・1403号土坑を掘り込み，第1352号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　平面形は長径2．31m，短径2．12m程度の円形と推定される。底面はほぼ平坦で，確認面からの深

さは55cmである。壁は外傾して立ち上がる。ピットは4か所で，深さは，Plが74cm，P2が53cm，P3が

30cm，P4が28cmである。

覆土　2層に分層される。水平な堆積状況であることから自然堆積と考えられる。

土層角等説
1　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子微量　　　　　　　　　　　2　黒褐色　ロームブロック・炭化物少量

遺物出土状況　縄文土器片95点が覆土から出土している。遺物は第2層から主に出土している。5190の探鉢は

底面から出土している。TP5144・TP5145は探鉢片で覆土下層から出土している。

所見　時期は，覆土下層から底面にかけて出土している5190，TP5144・TP5145から中期後菓（加曽利EⅡ式期）

と考えられる。

TP5145　　8．

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

l i　＿　　」

－285－

第265区l　第1353号土坑・出土遺物実測図
0　　　　　　　　　　　　10cm

l　　　；　　　」



第266図　第1353号土坑出土遺物実測図

第1353号土坑出土遺物観察表（第265・266図）

番　 号 種　 別 器　 種 口径 （cm ） 器高 （cm ） 底径 （cm ） 文様の特徴 胎　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　 考

5 190

縄 文土 器 探　 鉢 ［18．6］ （12．4） － ロ緑部 は沈線 が沿 う隆帯で文

様描 出。胴部は 3 条 の沈線が

垂下。地文はR L の単節縄文。

長石 ・石英

・雲母

普通 褐灰 底　　 面

5 19 1

縄 文土 器 探　 鉢 ［11．4］ （15．5） 口緑部 に平行沈線 文 と刺突文

が巡 る。沈線 に よる懸垂文。

地文は R L の 単節縄文。

長石 ・石英

・赤色粒子

普通 にぷい橙 覆土下層

T P 5 144

縄 文 土器 深　 鉢 － （2 1．7） － 口緑部 は隆帯 による区画文 と

渦巻文。懸垂文 と波状 沈線 文

が垂下。 R L の 単節縄 文。

長 石 ・石英

・雲母

普通 にぷ い赤褐 底　　 面

T P 5 145

縄 文 土器 深　 鉢 －
（13．6）

－
口緑部は沈線が沿 う隆帯 で文

様描 出。胴部は懸垂文 間を磨

り消 す。 L R L の複節縄文。

長石 ・石英 普通 にぷい褐 覆土下層

第1354号土坑（第267・268図）

位置　調査2区の北部，C3jl区。住居跡群城に位置する。

重複関係　第1403号土坑を掘り込み，第1353・1355・1401号土坑，第435号ピットに掘り込まれている。第1404

号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と形状　開口部の平面形は長径2．78m，短径1．53m程度の楕円形と推定される。底面はほぼ平坦で，平面

形は長径2．64m，短径2．16m程度の楕円形である。確認面からの深さは82cmで，壁は，西壁では下位からく
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びれ部にかけて内傾して立ち上がり，くびれ部から上位にかけては外傾して立ち上がる。その他の壁はほぼ直

立する。底面からくびれ部までの高さは平均37cmである。

覆土　7層に分層される。全体的にロームブロックを多く含む土層で，特に第3・6・7層は壁の崩落土と考

えられる。遺物が覆土下層から廃棄されたような状態で出土していることから，土器の廃棄活動に伴う人為堆

積と考えられる。

土屑解説
1　黒褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
2　黒褐色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
3　暗褐色　ロームブロック多量，炭化粒子微量
4　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

5　黒褐色　ロームプ
6　暗褐色　ロームプ
7　褐　色　ロームプ

ロック・炭化粒子少量
ロック多量
ロック多量

遺物出土状況　縄文土器片469点，磨石1点，剥片1点が出土している。5192，5193は深鉢で，覆土下層から

出土している。

所見　時期は，覆土下層から出土している5192・5193から中期後菓（加曽利EI式期）と考えられる。

第267図　第1354号土坑・出土遺物実測図
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第268図　第1354号土坑出土遺物実測図

第1354号土坑出土遺物観察表（第267・268図）

0　　　　　　　　　　　　　10cm

－－一一一」

番　号種　別器　種口径（cm）器高（cm）底径（cm）文様の特徴胎　土焼成色　調出土位置備　考

5192

縄文土器探　鉢［29．2］（32．0）－波頂部は隆帯による渦巻文。

口緑部は2本の隆帯により文

様描出。LRの単節縄文。

長石・石英普通橙覆土下層

5193

縄文土器探　鉢［26．2］（28．8）－H縁部は2本の隆帯によるク

ランク文，区画文。LRの単

節縄文を縦方向に施文。

長石・石英

・赤色粒子

普通浅黄橙覆土下層

番　号器　種
計　　測　　値
材　　質 特　　　　　　　徴 備　　考

長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

Q5092磨　　石12．89．34．5698．0砂　　岩側線の一一端に使用痕。凹石に併用。 PL61
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第1363号土坑（第269・270図）

位置　調査2区の北部，C3g2区。住居跡群域に位置する。

重複関係　第1304号土坑と重複しており，出土土器から第1304号土坑より古いと考えられる。

規模と形状　開口部の平面形は長径1．02m，短径0．81m程度の楕円形と推定される。底面は平坦で，平面形は長

径2．19m，短径1．82m程度の楕円形である。確認面からの深さは97cmである。壁は下位から中位にかけて内傾し

て立ち上がり，中位から上位にかけてはほぼ直立する。底面からくびれ部までの高さは平均66cmである。

覆土10層に分層される。第10層はロームブロックを多量に含む土層で，壁の崩落土と考えられる。その他の

層は，遺物が覆土中層付近に廃棄されたような状態で出土していることと，不自然な堆積状況から，土器の廃

棄活動に伴う人為堆積と考えられる。

土層解説
1黒褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
2　暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
3　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子微量
4　黒褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
5　黒褐色　炭化粒子少量，ロームブロック微量

6　黒　色　ロームブロック・炭化物少量
7　黒褐色　ロームブロック少量
8　黒褐色　ロームブロック少量，炭化物微量
9　黒　色　ロームブロック中量，炭化粒子少量
10　暗褐色　ロームブロック多量，鹿沼パミス粒子中量

遺物出土状況　縄文土器片112点，磨製石斧2点，剥片4点が覆土から出土している。遺物は，覆土中層から

廃棄されたような状態で出土している。5194・5195・5196は深鉢片で，覆土中層から出土している。Q5094の磨

製石斧は覆土中層から出土している。

所見　本跡が廃絶され，壁などの崩落後に土器片が廃棄されたと考えられるため，時期を出土土器から判断す

ることは困難であるが，覆土中層の堆積時期は，出土土器から中期前葉（阿王台Ⅱ式期）と考えられる。

第269図　第1363号土坑・出土遺物実測図
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第270図　第1363号土坑出土遣物実測図

第1363号土坑出土遺物観察表（第269・270図）

0　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　［

番　号種　別器　種U径（cm）器高（cm）底径（cm） 文様の特徴 胎　土焼成色　調出土位置備　考

5194

縄文土器深　鉢［22．0］（17．0） 口縁部に隆帯によるⅤ字状

文。Ⅴ字状文を起点に蛇行隆

帯垂下。キザミ目列が巡る。

長石・石英

・雲母

普通黒褐 覆土中層内面一

部赤彩

5195

縄文土器深　鉢－ （8．5）－波頂部から屈曲した隆帯を垂

下。隆帯に沿って複列の結節

沈線文を施す。

長石・石英

・雲母

普通にぷい赤褐覆土中層

5196

縄文土器探　鉢－ （7．1）－ロ緑部はキザミを有する隆帯

で区画文を描出。区画内には

結節沈線で文様を描出。

長石・石英

・雲母

普通褐灰 覆土中層

TP5146

縄文土器深　鉢－ （5．5）－口緑部に隆帯による楕円形の

区画文を描出。隆帯に沿って

複列の結節沈線文を施す。

長石・石英

・雲母

普通にぷい赤褐覆土中層

TP5147

縄文土器深　鉢－ （4．7）－口縁部には波状の複列の結節

沈線文が巡る。ロ緑部下位は

無文。

長石・石英

・雲母

普通明赤褐覆　　土

番　号器　種
計　　測　　値

材　　質 特　　　　　　　 徴 備　　考
長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

Q5094磨製石斧7．8 3．6 1．7 （82．6）蛇紋岩両側緑に研磨痕。刃部付近を局部研磨。刃部欠損。

第1367号土坑（第271図）

位置　調査2区の北部，D3a3区。住居跡群域に位置する。

重複関係　第1364・1366号土坑を掘り込み，第158号住居に掘り込まれている。

規模と形状　平面形は長径2．03m，短径1．72m程度の楕円形と推定される。底面はほぼ平坦で，確認面からの

深さは64cmである。壁はほぼ直立する。ピットは1か所で中央部に位置し，Plは深さ45cmである。

覆土　8層に分層される。遺物が覆土中層から下層にかけて出土していることと，不自然な堆積状況から人為

堆積と考えられる。

土層解説
1　黒　色　ローム粒子・炭化粒子微量
2　黒褐色　ロームブロック少量，炭化物微量
3　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子微量
4　黒褐色　ロームブロック少量

5　黒褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
6　黒褐色　ロームブロック中呈，炭化粒子微量
黒

嘉
褐色　ロームブロック・炭化粒子微量
褐色　ロームブロック少量

造物出土状況　縄文土器片153点が覆土から出土している。遺物は主に覆土中層から下層にかけて出土してい

る。5197・5198は探鉢片で，それぞれ覆土中層から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期後葉（加曽利EI式期）と考えられる。
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①

第271図　第1367号土坑・出土遺物実測図

第1367号土坑出土遣物観察表（第271図）

0　　　　　　　　　　　　　10cm

l　　　　十‥　－　1

番　号 種　別 器　種 口径（cm）器高（cm）底径（cm） 文様の特徴 胎　土 焼成 色　調 出土位置 備　考

5197

縄文土器 探　 鉢 ［24．0］ （20．5） － 口緑部はL Rの単節縄文を横

方向に，胴部は縦方向に施

文。

長石・石英

・雲母

普通 褐 覆土中層

5198

縄文土器 深　鉢 ［14．8］ （12．5） － 口綾部から胴部にかけてR L

の単節縄文と櫛歯状工具によ

る縦位の条線文を施文。

長石・石英

・雲母

普通 灰黄褐 覆土中層 上部ス

ス付着

第1379号土坑（第272図）

位置　調査2区の北部，D2bO区。住居跡群域に位置する。

重複関係　第1362号土坑に掘り込まれている。また第1398号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と形状　開口部の平面形は長径1．08m，短径0．94m程度の楕円形と推定される。底面はほぼ平坦で，平面

形は長径0．93m，短径0．83m程度の楕円形である。確認面からの深さは98cmである。壁は南西側では，下位

から上位にかけて内傾して立ち上がるが，他の壁はほぼ直立する。

覆土　7層に分層される。第7層はロームブロックや鹿沼パミス粒子を多量に含む粘性のある暗褐色土で，壁

の崩落土と考えられる。他の層はレンズ状に堆積していることから自然堆積と考えられる。

土眉解説
1　黒褐色　ロームブロック微量
2　黒褐色　ロームブロック少量
3　黒褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
4　黒褐色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

5　黒　色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
6　黒褐色　ロームブロック多量，鹿沼パミス粒子少量
7　暗褐色　ロームブロック多量，鹿沼パミス粒子中量
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遺物出土状況　縄文土器片102点，剥片2点が覆土から出土している。遺物は主に覆土中層から出土している。

5199は探鉢で，底面から出土している。

所見　時期は，底面から出土している5199などから中期中葉（阿王台Ⅲ・Ⅳ式期）と考えられる。

旦29．4m　　　　　旦

第272図　第1379号土坑・出土遺物実測図

第1379号土坑出土遺物観察表（第272図）

二二一一三
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番　号種　別器　種口径（cm）器高（cm）底径（cm） 文様の特徴 胎　土焼成色　調出土位置備　考

5199

縄文土器深　鉢［12．0］（7．5）ー口緑部と胴部に2，3条の沈

線が巡る。Lの無節縄文を縦

方向に施文。

長石・雲母普通灰黄褐底　　面

5201

縄文土器深　鉢－（6．0）－口綾部に結節沈線を有する隆

帯と押庄文を有する隆帯が巡

る。地文はRLの単節縄文。

長石・石英

・雲母

普通にぷい橙覆　　土

TP5153

縄文土器深　鉢－（8．4）－口緑部にキザミを有する隆帯

が2本巡る。RLの単節縄文

を縦方向に施文。

長石・石英

・雲母

普通赤褐覆土中層

第1384号土坑（第273・274図）

位置　調査2区の北部，D3C3区。住居跡群域に位置する。

重複関係　第1385号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　開口部の平面形は，長径2．10m，短径1．87m程度の楕円形である。底面はほぼ平坦で，平面形は

長径2．35m，短径2．02m程度の楕円形である。確認面からの深さは82cmで，壁は下位から中位にかけては内

傾して立ち上がり，中位から上位にかけてはほぼ直立する。底面からくびれ部までの高さは平均48cmである。

覆土　8層に分層される。第5～8層はロームを多量に含む層で，開口部や壁などの崩落土と考えられる。遺

物が覆土中層に廃棄されたような状態で出土していることから，土器の廃棄活動に伴う人為堆積と考えられ

る。

土層解説
1黒褐色　炭化粒子少量，ローム粒子微量
2　黒　　色　炭化物中量，ローム粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子中量，炭化物少量
4　極暗褐色　ローム粒子少量

5　褐　　色　ロームブロック多量
6　暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子少量
7　褐　　色　ローム粒子多量，鹿沼パミス粒子少量
8　暗褐色　ローム粒了ヰ量，炭化粒子・鹿沼パミス粒子少量

遺物出土状況　縄文土器片255点，打製石斧1点，凹石1点，剥片1点が覆土から出土している。遺物の大部

－292－



分は覆土中層から廃棄された状態で出土している。5203は探鉢，5204は浅鉢で，覆土中層から出土している。

TP5160，TP5162は深鉢片で，覆土中層から出土している。

所見　本跡は，土坑の開口部や壁の崩落と共に廃絶され，ある程度埋まってから土器が廃棄されたと考えられ

る。時期を出土土器から判断することは困難であるが，覆土中層の堆積時期は，出土土器から中期後菓（加曽

利EI式期）と考えられる。
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第273図　第1384号土坑・出土遣物実測図
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第274図　第1384号土坑出土遣物実測図

第1384号土坑出土遣物観察表（第273・274図）

番　 号 種　 別 器　 種 口径 （c m ） 器高 （c m ） 底径 （cm ） 文様の特徴 胎　 土 焼 成 色　 調 出土位 置 備　 考

520 2

縄 文土器 深　 鉢 18．0 （15．2） － 口唇部には沈線が沿 う隆帯 で

3 単 位 の渦巻文 を描出。 R L

の単節縄文 を縦方 向に施文。

長石 ・石英

・雲母

普通 にぷい橙 覆土 中層 炭化物

付着

5 20 3

縄 文土 器 探　 鉢 15．9 16 ．9 8．3 器 面 は無文 で縦方向 によ く研

磨。

長石 ・石英

・雲母

普通 明赤褐 覆二上中層 P L 4 8

5 204

縄 文 土器 浅　 鉢 ［38．0］ 16．8 1 1．0 口 唇部 に 2 条 の沈線文 と弧状

のモチー フを描 出。胴 部は無

文で よく研磨 。

長石 ・石英 普通 赤 覆土中層

T P 5 158

縄 文 土器 深　 鉢 － （3．4） 口緑 部は沈線が沿 う隆帯 で渦

巻 文を描 出。 R L の単節縄 文

を縦方向 に施文。

長 石 ・石英

・雲母

普通 褐 覆土上層

T P 5 15 9

縄 文 土 器 深　 鉢 － （7．2） ロ綾部 は隆帯 に よる渦巻文 と

区画文。区 画内は L の 無節縄

文 を縦方向 に施文。

長石 ・石英

・雲母

普通 黒褐 覆土上層

T P 5 160

縄 文 土器 深　 鉢 （8．3） － 口唇部 に隆帯 に よる渦巻文。

口緑部 には沈線 が沿 う隆帯 に

よる渦巻文。 R L の 単節縄文。

長石 ・石英

・雲母

普通 橙 覆土中層

T P 5 16 1

縄 文 土器 探　 鉢 － （10．7） 口唇部に隆帯 による渦巻 文 を

描 出。 L R の 単節縄文 を縦方

向に施文。

長 石 ・石英

・雲母

普通 褐 覆土中層

T P 5 162

縄 文 土器 探　 鉢 － （6．9） － 口唇部 に孔 を有す る。 L R の

単節縄文 を縦方向 に施文。

長石 ・石 英

・雲母

普通 暗褐 覆土 中層

第1387号土坑（第275・276図）

位置　調査2区の北部，D3b3区。住居跡群城に位置する。

重複関係　第1389・1413号土坑に掘り込まれている。第167号住居と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と形状　開口部の平面形は，長径2．13m，短径1．88m程度の不整楕円形と推定される。底面はほぼ平坦

で，平面形は長径2．45m，短径2．25m程度の円形である。確認面からの深さは76cmで，壁は下位から中位に

かけて内傾して立ち上がり，上位では掘り込まれているため不明である。ピットは2か所で，深さは，Plが

42cm，P2が34cmである。

覆土15層に分層される。第14・15層はロームを多量に含む土層で，壁の崩落土と考えられる。遺物が廃棄さ

れたような状態で出土していることから，第13層から上層は，土器の廃棄活動に伴う人為堆積と考えられる。

土層解説
1　黒褐色　炭化粒子少量・ローム粒子微量
2　極暗褐色　ロームブロック・炭化粒子中量
3　黒褐色　炭化物少量，ロームブロック微量
4　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子少量

5　極暗褐色　ローム粒子少量・炭化粒子微量
6　褐　　色　ロームブロック中量
7　暗褐色　ロームブロック中量，炭化物少量，焼土粒子微量
8　暗褐色　ローム粒子中量，炭化物少量
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9　暗褐色　ロームブロック中量
10　褐　　色　ローム粒子多量
11黒褐色　鹿沼パミス粒子少量・ローム粒子微量
12　極暗褐色　ローム粒子・炭化粒子・鹿沼パミス粒子少量

13　暗褐色　ローム粒子中量，鹿沼パミス粒子少量，炭化物微量
14　褐　　色　ロームブロック多量，鹿沼パミス粒子微量
15　黒褐色　ロームブロック多量，炭化粒了‥鹿沼パミス中量，

ブロック少量

遺物出土状況　縄文土器片301点，剥片3点が覆土から出土している。遺物は主に覆土下層の壁際から出土し

ている。5206・5207は深鉢で，底面から出土している。

所見　時期は，底面から出土している5206・5207などから中期後葉（加曽利EI式期）と考えられる。

0　　　　　　　　　　　　　　2m

」＿＿＿＿＿⊥＿＿＿＿i

第275図　第1387号土坑・出土遺物実測図
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第276図　第1387号土坑出土遺物実測図

第1387号土坑出土遣物観察表（第275・276図）

番　 号 種　 別 器　 種 口径 （c m ） 器高 （cm ） 底径 （cm ） 文様 の特徴 胎　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　 考

52 06

縄 文土器 深　 鉢 ［2 7，4］ 3 4．9 8．2 口緑部は沈線が沿 う隆帯 で，

胴 部は沈線で文様 を描 出。 R

L の単節縄文 を縦方向に施文。

長石 ・石英

・雲母

普通 橙 底　　 面 P L 4 8

5 20 7

縄 文 土器 深　 鉢 24．3 （16．7） － 口唇部 に隆帯が巡 り， 1 単位

の渦巻 文を描 出。 R L の単節

縄文 を縦方向 に施文。

長 石 ・石英

・パ ミス

普通 にぷい黄橙 底　　 面

5 20 8

縄 文土 器 深　 鉢 ［25．3］ （1 1．3） － 口緑部 には 2 本一組の隆帯 に

よ り文様描 出。胴部 には R L

の単節縄文 を縦方向 に施文。

長石 ・石英 普通 浅黄橙 覆土 中層

第1392号土坑（第277・278図）

位置　調査2区の北部，D3b2区。住居跡群域に位置する。

重複関係　第165号住居跡，第1391・1423号土坑を掘り込み，第1410号土坑に掘り込まれている。また第1424

号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と形状　平面形は長径2．15m，短径1．76m程度の楕円形と推定される。底面はほぼ平坦で，確認面からの
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深さは46cmである。壁は外傾して立ち上がる。ピットは1か所で，Plは深さ40cmである。

覆土　3層に分層される。不自然な堆積状況のため人為堆積と考えられる。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子微量
2　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子微量

3　暗褐色　ロームブロック中量

遺物出土状況　縄文土器片405点，磨製石斧1点，剥片1点が覆土から出土している。5209は探鉢，5210は鉢

で，覆土下層から出土している。

所見　時期は，覆土下層から出土している5209・5210などから中期後葉（加曽利EⅡ式期）と考えられる。

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

l　　一一r l

第277図　第1392号土坑・出土遺物実測図
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第278回　第1392号土坑出土遺物実測図
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第1392号士坑出土遺物観察表（第2770278図）

番　 号 種　 別 器　 種 口径（cm ）器高（cm ）底径（cm ） 文様の特徴 胎　 土 焼成 i 色　 調 出土位置 備　 考

5ユ09

縄文土器 深　 鉢 ［28．7］ （23．0） － 日綾部は沈線が沿う隆帯で渦

巻文描出。胴部は懸垂文間を

磨 り消す。R L の単節縄文。

怪 石 0 石英 普通 褐

［

覆土下層

5210

縄文土器 鉢 ［4 ．扇 31．0 9．0 日録部無文。胴部上位に隆帯

による渦巻文と区画文を描出。

L R L の複節縄文。

長有 ・右奥 普通 浅黄橙 覆土下層 Ip L 翔

52日

縄文土器 深　 鉢 23．9 （20．8） － R L の単節縄文を縦方向に施

文後，研磨。大部分は無文。

長石 ・石英 普通 橙 i覆土下層

i

5212

縄文土器 深　 鉢 ［29溜］ （16．5） － 口唇部から隆帯が垂下 し，頚

部で隆帯が巡る。半裁竹管に

よる平行洗練文を施文。

長石 ・石英

・雲母

普通 橙 覆土下層

T P51（）b

！

縄文土器 探　 鉢 － （17．3） － 胴部上位に交互刺突文が巡る。

懸垂文間を磨 り消す。 R L の

単節縄文を縦方向に施文。

長石 ・石英 普通

i

明黄褐 覆土下層

TP 5167

縄文土器 深　 鉢 － （10．2） － 日録部無文。交互刺突文が巡

る。 R L の単節縄文を縦方向

に施文。

長石 ・石英 普通 橙 覆土中層

i

第臓臓尊堂坑（第2790280図）

位置　調査2区の北部タ　り3a4区。住居跡群域に位置する。

重複関係　第169号住居跡，第141481射6号土坑を掘り込んでいる。

親機と形状　開口部の平面形は長径2。25m，短径2813m程度のほぼ円形と推定される。底面はほぼ平坦で，平

面形は長径2ゆ30mタ　短径2。26m程度のほぼ円形である。確認面からの深さは72cmである。壁は芦　下位から上

位にかけて内傾して立ち上がる。くびれ部は存在しない。ピットは且か所で＼Piは深遽瀾短瀧である。

穫羞　5層に分層される。第3層から第5層にかけてはタ　ロ∴…ムブロックを多義に含んでいるため壁の崩落土

と考えられる。その他はレンズ状に堆積していることから自然堆積と考えられる。

土層解説
1　黒褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
2　黒褐色　ロームブロック少量夕　炭化物微量
3　暗褐色　ロームブロック多還

4　暗褐色　ロームブロック中量

5　暗褐色　ロームブロック多量

第節減　第1射5号士坑実測図
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遺物出土状況　縄文土器片320点，剥片2点覆土から出土している。遺物は主に第ト2層から出土している。

5217は深鉢で，底面から出土している。

所見　時期は，底面から出土している5217などから中期後葉（加曽利EI・Ⅱ式期）と考えられる。

第280図　第1415号土坑出土遺物実測図

第1415号土坑出土遺物観察表（第280図）

況5177 10cm

ト1－一十－一一l一一一」

番　号 種　別 器　棟口径（cm）器高（cm）底径（cm） 文様の特徴 胎　士 焼成 色　調 出土位置備　考

521fI

縄文土器深　鉢 ［23，2］ （24．8）
－ 目線部から胴部にかけてLの

無節縄文を縦方向に施文。

長石・石英

・雲母

普通橙 覆土中層

5217

縄文土器深　鉢 （26．9） 8．4 胴部にはRLの単節縄文を縦

方向に施文。

長石 普通明赤褐 底　　 面炭化物

付着

5218

縄文⊥器深　鉢

［

（8．0） － 目線部は隆帯で区画し，区画

内には沈線文。胴部にはRL

の単節縄文を縦方向に地文。

長石・石英普通にぷい赤褐覆土中層

TP5176

縄文土器i深　鉢 （6．2）
－ 口緑部には交互刺突文が巡る。

沈線により文様を描出。胴部

には撚糸文を縦方向に地文。

長石・石英

・雲母

普通橙 覆土下層

TP5177

縄文土器深　鉢 － （6．4） － 日録部には平行洗練文や波状

沈線文が巡る。胴部にはLR

の単節縄文を縦方向の施文。

長石・石英

・雲母

普通にぷい褐 覆　　土

第1416号土坑（第281図）

位置　調査2区の北部，D3b4区。住居跡群城に位置する。

重複関係　第167・169号住居，第1415号土坑に掘り込まれている。
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規模と形状　開口部の平面形は長径1．95m，短径1．53m程度の不整楕円形と推定される。底面はほぼ平坦で，

平面形は長径2．32m，短径2．28m程度の円形である。確認面からの深さは75cmである。壁は下位から中位に

かけて内傾して立ち上がり，中位から上位にかけては外傾して立ち上がる。底面からくびれ部までの高さは平

均56cmである。

覆土　6層に分層される。第4～6層は，ロームブロックを多く含んでいるため壁の崩落土と考えられる。遣

物が覆土下層に廃棄されたような状態で出土していることから土器の廃棄活動に伴う人為堆積と考えられる

土眉解説

1　黒褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
2　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子微量
3　黒褐色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

4　暗褐色　ロームブロック多量
5　黒褐色　ロームブロック中量，炭化物微量
6　暗褐色　ロームブロック多量

遺物出土状況　縄文土器片358点が覆土から出土している。5219は深鉢で覆土下層から，5220は探鉢で底面か

ら横位で出土している。

所見　時期は，覆土下層や底面から出土している5219，5220などの土器から中期中葉（阿王台Ⅲ・Ⅳ式期）と

考えられる。TP5180は混入したものと考えられる。



第1416号土坑出土遣物観察表（第281図）

番　 号 種　 別 器　 種 口径 （cm ） 器 高 （cm ） 底 径 （cm ） 文 様 の特 徴 胎　 土 焼成 色　 調 出土 位 置 備　 考

5 2 19

縄 文 土 器 深　 鉢 ［2 7 ．2 ］ （23 ．8 ）
－

器 面 は無 文 。 長 石 ・石 英

・雲 母

普通 黒 褐 覆 土 下層

52 20

縄 文 土 器 深　 鉢 ［2 6 ．8 ］ （1 1．5 ） － 地 文 は櫛 歯 状 工 具 に よ る 波状

条 線 文 で ， 縦 方 向 に施 文 。

長 石 ・石 英

・雲 母

普 通 黒 褐 底　　 面

T P 5 180

縄 文 土 器 深　 鉢 － （7．4） － 口唇 部 に 隆 帯 に よ る渦 巻 文 。

口緑 部 に は 沈 線 が 沿 う隆 帯 で

文 様 描 出 。 L R の 単 節 縄 文 。

長 石 ・石 英 普 通 明赤 禍 覆　　 土 ス ス ，

炭 化 物

付 着

第1421号土坑（第282図）

位置　調査2区の北部，C3C8区。土坑墓群と住居群に挟まれた区域に位置する。

重複関係　第214号土坑墓と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と形状　平面形は長径2．70m，短径2．35m程度の楕円形と推定される。底面は平坦で，確認面からの深さ

は60cmである。壁はほぼ直立する。ピットは3か所で北西壁際，中央部，南東部に位置する。深さは，Plが

76cm，P2が56cm，P3が38cmである。

覆土12層に分層される。第12層は粘性があり，第8層は締まりのある暗褐色土である。覆土下層はロームブ

ロックを多量に含む土層である。遺物は中層から下層にかけて廃棄された状態で出土しているため，土器の廃

棄活動に伴う人為堆積と考えられる。

土層解説
1　黒褐色
2　黒褐色
3　黒褐色
4　黒褐色
5　暗褐色
6　暗褐色

炭化物少量，ロームブロック微量

炭化物中量，ロームブロック微量
ロームブロック少量，炭化粒子微量

ロームブロック少量

ロームブロック少量

ロームブロック多量

7　暗褐色　ロームブロック中量
8　暗褐色　ロームブロック中量

9　極暗褐色　ロームブロック多量

10　極暗褐色　ロームブロック中量

11褐　　色　ロームブロック・鹿沼パミスブロック中量

12　暗褐色　ロームブロック中量

遺物出土状況　縄文土器片910点，剥片1点が覆土から出土している。遺物は覆土中層から下層にかけて廃棄

された状態で満遍なく出土している。土器は細片が多く，接合できるものはなかった。TP5182，TP5183は探

鉢片で，覆土中層から出土している。

所見　覆土中層の堆積時期は，出土土器から中期後菓（加曽利EI・Ⅲ式期）と考えられる。

10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥　　I
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第282図　第1421号土坑・出土遺物実測図



第接飢号土坑出土遺物観察表（第282図）

番　 号 種　 別 器　 種 口径（cm ）器高（cm ）底径（cm ） 文様の特徴 胎　 土
l

焼成 色　 調
i 出土位置 序 考

TP5182

縄文土器 深　 鉢 － （4．5） －
目線部には隆帯による区画文

と渦巻文。区画内には R L の

単節縄文を横方向に施文。

長石 ・石英

・雲母

普通 i褐

［

覆土中層 i

i

TP5183

縄文土器 深　 鉢 － （6．5） － ロ縁部は沈線が沿う隆帯で区

画文を描出。胴部は懸垂文。

区画内は R L の単節縄文。

長石 ・右英

・雲母

普通 橙 覆土中層 i

TP51出

縄文土器 深　 鉢 － （4．1） － 目線部には粘土紐による波状

隆帯が巡る。胴部には R L の

単節縄文を縦方向に施文。

長石 ・石英

・雲母

普通

i

灰褐 覆 土 i

TP5185

縄文土器 深　 鉢 － （3．3） ！

［i

口唇部にキザミを有する。 3

条の沈線が巡る。地文は櫛歯

状工具による条線文。

長石 ・石英

・雲母

普通 暗赤褐 覆 土 i

第摘那考量坑（第283e284図）

位置　調査2区の北部，C3i3区。住居跡群城に位置する。

重複関係　第1432号土坑に掘り込まれている。第1408号士坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と形状　開口部の平面形は，長径1。80m，短径1。75m程度のほぼ円形と推定される。底面はほぼ平坦で，

平面形は長径2。O m　短径工95m程度の円形である。確認面からの深さは45cmである。壁は西側で外傾する

がタ　その他の壁は下位からくびれ部にかけて内傾して立ち上がりタ　くびれ部から上位にかけては外傾する。底

面からくびれ部までの高さは平均37cmである。ピットは4か所で，それぞれ壁際に位置する。深さは，Plが

77cm，㌘2が58cm，㌘3が63cm，P4が60cmである。

啓羞　6層に分層される。第6層はロームブロックを多量に含んでいるためタ　壁の崩落土と考えられる。第5

層から上層は，堆積状況に乱れがないため自然堆積と考えられる。

土層解説
1極暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子e炭化粒子微量
2　黒褐色　炭化粒子少量，ローム粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子微量

4　黒褐色　炭化物少量，ローム粒子微量
5　極暗褐色　ロ…ム粒子・炭化物少量
6　暗褐色　ロームブロック多量，炭化粒子少量

遺物出藍状況　縄文土器片133点夕　剥片1点が覆土から出土している。遺物は覆土中層から下層にかけて出土

している。5224。5225は深鉢で，覆土下層から出土している。5225の鉢は，第1218号土坑の覆土下層から出土

した5101と接合している。

所凰　時期は，覆土下層から出土した522405225などから中期後菓（加曽利EI式期）と考えられる。

第283図　第1431号土坑実測図
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第284図　第1431号土坑出土遺物実測図

第1431号土坑出土遺物観察表（第284図）

10cm

】　　　i i

番　号種　別器　種口径（cm）器高（cm）底径（cm）文様の特徴 胎　土焼成色　調出土位置備　考

5224

縄文土器深　鉢［18．5］（30．8）110．0ロ縁部には半裁竹管による5

組の平行沈線が巡る。RLの

単節縄文を縦方向に施文。

長石・石英

・雲母

普通にぷい褐覆土下層

5225

縄文土器鉢［17．0］（11．4）－口綾部には半裁竹管による平

行沈線で渦巻文を描出。LR

の単節縄文を縦方向に施文。

長石・石英

・雲母

普通褐灰覆土下層外面一

部赤彩

痕

TP5194

縄文土器探　鉢－（7．5）－ロ縁部は沈線により文様を描

出。胴部にはLRの単節縄文

を縦方向に施文。

長石・石英

・雲母

普通暗赤褐覆土下層

第1432号土坑（第285図）

位置　調査2区の北部，C3j3区。住居跡群域に位置する。

重複関係　第1431・1433号土坑を掘り込んでいる。第1405・1407・1408・1411号土坑と重複しているが，新旧

関係は不明である。

規模と形状　平面形は，径2．45m程度の円形と推定される。底面はほぼ平坦で，確認面からの深さは44cmで

ある。壁はほぼ直立する。ピットは3か所で北側に位置し，深さは，Plが63cm，P2が62cm，P3が35cmで

ある。

覆土　4層に分層される。堆積状況に乱れがないため自然堆積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　焼土粒子・炭化物少量，ロームブロック微量　　　3　極暗褐色　ロームブロック・焼士粒了‥炭化物少量
2　黒褐色　炭化物中邑焼土粒子少量，ローム粒子微量　　　4　暗褐色　ロームブロック中量，炭化路子少量

遺物出土状況　縄文土器片70点，敲石1点，土器片円盤1点，剥片1点が覆土中層から下層にかけて出土して

いる。5226は探鉢で，底面から横位で出土している。5228は探鉢で，覆土中層から横位で出土している。

DP5012はP3内から出土している。

－304－



所見　時期は，底面から出土している5226などから中期後菓（加曽利EI式期）と考えられる。

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

l　　・－ト－1－　i

10cm
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第285図　第1432号土坑・出土遺物実測図
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第温43号土塊出土遺物観察表　第器図）

番　 号 種 別　 器 種 恒 径 （cm ） 器高 （cm ） 底径 （cm ） 文様の特徴　 i 胎 土 i焼成
色　 調 出土位置 ！備 考

5 22 6 i

i

縄文土 器　 深　 鉢　 18．7

i

27．2 9．0 口唇部 直下に隆帯が巡 る。胴　 長石 ・石英 一普通 にぷい黄橙 底　 面 i p L 4 8

j部 には R L の単 節縄 文 を縦方

向 に施文。

52 27

縄 文土器　 深　 鉢　 ［27．6］ （11潮 － 目線部 は 2 本一組 の隆苛に よ 「長薫「 石英　 普通 褐灰 覆土中層
って文様 を描 出。 R L の単節　 0雲母

縄 文を縦 方向に施文 。

5 22 8 i

縄文 土器　 探　 鉢　 ［17．0］ 20．2 7．7 口綾 部無文。 2 条の洗練 が巡　 長石 の石英　 普通 橙 覆土 中層 ＿スス付着

】［
－

る。胴 部には L の無節縄文 を 底部網

縦方向 に施文。 代痕

番　 号　 器　 種
計　　 測　　 値

胎 工 ・色調 特　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考長さ（cm ）庫 cm ）
厚さ（cm ） 重量（g ）

望P5聖可 土器冊 盤 （3・2） 巨 細 （1．0） （11．3） 長有 ・実母，褐 ほぼ円形で無文。周縁部をていねいに研磨。 P 3 覆土 P L うり

番 un　 ロロ 種　　　 計　 測　 値　　　　 膵　　　 士　　　 ′山

出土位置 備　　 考甘 藷　 長 さ（cm ）恒 m ）厚さ（。m ）！重量（g ） 材　 員　　 特　　　 徴

墜 中 之　 可　 級日 高
2．8

掴 中 黒雲母相 棒 側線に敲打痕。長細 の繍 部に躯 。凹石に帆
覆土中層

第摘詣考量境（第286さ287図）

位置　調査2区の北部タ　¢3h4区。住居跡群域に位置する。

重複関係　凱70号住居，勘蟻も　娠㍑号土坑　第閥号ピットに掘り込まれている。翫蟻号土塊と重複して

いるが，新旧関係は不明である。

規模藍形状　開口部の平面形は径2の05m程度の円形と推定される○底面はほぼ平坦で，平面形は長径2。ユ7mジ

短径2誹4m程度のほぼ円形である。確認面からの深さは37cmである。壁は南東側，西側では下位から中位に

かけて内傾し，中位から上位にかけては第膵号住居に掘　込まれているため不明である。北壁は外傾する。

底面からくびれ部までの高さは平均28cmである。

啓豊　5層に分層される。第5層はロームブロックを多量に含む士層のため，壁の崩落土と考えられる。遺物

が下層から廃棄されたような状態で出土していることと，不自然な堆積状況などから人為堆積と考えられる。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子微量
2　黒褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
3　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子微量

第鋼園　第1435号土坑実測図

4　黒褐色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
5　極暗褐色　ロームブロック多量，炭化物微量

B TP5195　　　　5233

－306－
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遺物出土状況　縄文土器片204点が出土している。遺物は，主に覆土下層から出土している。5232，5233は探

鉢で，底面から横位で出土している。TP5195は深鉢片で，底面から出土している。

所見　時期は，底面から出土している5232・5233，TP5195などから中期前葉から中葉（阿王台Ⅲ・Ⅲ式期）と

考えられる。

第287図　第1435号土坑出土遣物実測図

第1435号土坑出土遺物観察表（第287図）

10cm

LL一一一－－－十一一・一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一」

番　号 種　別 器　種 口径（cm）器高（cm）底径（cm） 文様の特徴 胎　土 焼成 色　調 出土位置 備　考

5232

縄文土器 探　鉢 ［16．0］ （16．9） － 口唇部直下に隆帯が巡る。胴

部は無文。

長石・石英

・雲母

普通 にぷい橙 底　　 面上部ス

ス付着

5233

縄文土器探　鉢 26．0 32．6 ［10．7］ 口唇部直下と胴部に押庄文を

有する隆帯が巡る。地文は半

裁竹管による平行沈線文。

長石・石英

・雲母

普通 暗褐

橙

底　　 面 P L‾彿‾
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番　 号 種　 別 器　 種 口径 （cm ） 器高 （cm ）底径 （cm ） 文様の特徴 胎　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　 考

TP5 195

縄文土器 探　 鉢 － （12．4） － 口綾部 には半裁竹 管 による結

節 沈線 文 と平 行 沈 線 文 が巡

る。 L の無節縄文。

長石 ・石英

・雲 母

普通 暗赤褐 底　　 面

T P5 197

縄文土器 深　 鉢 － （6．0） － 口唇部直下 内外面 を肥 厚。地

文 は櫛 歯状 工 具 に よる条線

文。

長石 ・石英

・雲母

普通 にぷ い橙 覆　　 土 スス，

炭化物

付着

第1439号土坑（第288～290図）

位置　調査2区の北部，C3i4区。住居跡群城に位置する。

重複関係　第170号住居，第470号ピットに掘り込まれている。

規模と形状　開口部の平面形は，長径1．18m，短径0．98m程度の楕円形と推定される。底面はほぼ平坦で，平

面形は長径2．20m，短径1．70m程度の楕円形である。確認面からの深さは75cmである。壁は，下位から中位

にかけて内偵して立ち上がり，中位から上位にかけてはほぼ直立する。底面からくびれ部までの高さは平均

56cmである。ピットは1か所で中央部に位置し，Plは深さ37cmである。

覆土13層に分層される。第6・8・10層はロームブロックを多量に含む層で，壁の崩落土と考えられる。そ

れ以外は，不自然な堆積状況と土器が廃棄されたような状態で出土していることから，土器の廃棄活動に伴う

人為堆積と考えられる。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子微量
2　極暗褐色　ロームブロック微量ブロック徴呆
3　黒褐色　ローム粒子・鹿沼パミス粒子微量
4　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒了‥砂質粘土

ブロック微量
5　黒褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
6　暗褐色　ロームブロック多量

7　黒褐色　ロー
8　暗褐色　ロー
9　暗褐色　ロー
10　褐　　色　ロー
11暗褐色　ロー
12　褐　　色　ロー
13　黒褐色　ロー

ムブロック・鹿沼パミスブロック微量

ムブロック多量，炭化粒子・鹿沼パミス
ム

ム

ム

ム

ム

ブ粒子中量，鹿沼パミスブロック微量
ブロック多量，鹿沼パミスブロック微量
ブロック少量，鹿沼パミス粒子微量
粒子・炭化粒子・鹿沼パミス粒子微量
ブロック少量，炭化粒子・鹿沼パミス粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片454点が覆土から出土している。5234，5236は深鉢で，底面から逆位で出土してい

る。5235，5237は深鉢で，覆土下層から出土している。

所見　時期は，底面から出土している5234，5236などから中期中葉（阿王台Ⅲ式期）と考えられる。

5234　　TP5201　　　　　　B‘

二二‾二 2m

一　　　一　‾　　　　l二－＿∴⊥－二」

第288図　第1439号土坑・出土遣物実測図
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第289図　第1439号土坑出土遣物実測図（1）
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第290図　第1439号土坑出土遺物実測図（2）

第1439号土坑出土遣物観察表（第288～290図）

番　 号 種　 別 器　 種 U 径 （cm ） 器 高 （cm ） 底 径 （cm ） 文様 の特徴 胎　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　 考

5 2 34

縄 文 土 器 探　 鉢 ［29．1］ （24 ．7） － 口縁部 に押庄 文 を有す る隆帯

が巡 る。地文 は半裁竹管 によ

る平行沈線文 と波状洗練文。

長石 ・雲母

・赤色粒子

普通 にぷい橙 底　　 面

5 23 5

縄 文 土 器 深　 鉢 ［28．8］ （27 ．7） － 地 文 は櫛歯状工具 に よる波状

沈線文で，縦方向 に施文。

長石 ・石英

・赤色粒子

普通 にぷ い褐 覆土 下層

5 23 6

縄 文 土 器 探　 鉢 28．6 （2 6 ．3） － 地 文は L R の 単 節 縄文 で，口

唇部直下には縄文 を横 方向に

地文後 ，沈線が 巡る。

長石 ・石英

・雲母

普通 にぷい赤褐 底　　 面

52 37

縄 文 」二器 深　 鉢 （10．8） － 隆帯 による横 S 字 状 文 。 口唇

部 直下に結 節沈線文が巡 る。

櫛歯状工具 による条線文。

長石 ・石英

・雲母

普通 にぷい褐 覆土下層

T P 520 1

縄 文 土 器 探　 鉢 － （7．9） － 胴 部 には櫛 歯状 工具 による波

状の条線文 を垂下。

長石 ・石英 普通 橙 覆土 中層

第1440号土坑（第291・292図）

位置　調査2区の北部，C3g4区。住居跡群域に位置する。

重複関係　第1441号土坑を掘り込んでいる。第1443号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と形状　開口部の平面形は長径2．35m，短径1．95m程度の不整楕円形と推定される。底面は平坦で，平面

形は長径2．42m，短径1．78m程度の楕円形である。確認面からの深さは61cmである。壁は東側では下位から

中位にかけて内傾して立ち上がり，上位では外傾する。他の壁は外傾して立ち上がる。底面からくびれ部まで

の高さは平均42cmである。

覆土　7層に分層される。遺物が上層から下層にかけて廃棄された状態で出土していることと，不自然な堆積

状況から人為堆積と考えられる。

土眉解説
1黒　　色　焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子微量　　　　5　暗褐色　ロームブロック多量，炭化粒子・鹿沼パミス粒子微量
2　黒褐色　ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量　6　暗褐色　ロームブロック中量
3　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子微量　　　　　　　　　　　　7　黒褐色　ロームブロック少量，炭化粒子・鹿沼パミス粒子微量
4　極暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
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遺物出土状況　縄文土器片129点，磨石1点が覆土から出土している。5239は探鉢で，覆土下層から，TP5202

は探鉢片で，底面から出土している。

所見　時期は，覆土下層から底面にかけて出土している5239，TP5202などから中期後葉（加曽利EⅡ～Ⅲ式

期）と考えられる。

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

ト一一一　ヤ　　ー　1

‥葦‥＿＿二

第291回　第1440号土坑・出土遺物実測図
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第292図　第1440号土坑出土遣物実測図

第1440号土坑出土遣物観察表（第29ト292図）

0　　　　　　　　　　　　10cm

LL I

番　号 種　別器　種口径（cm）器高（cm）底径（cm） 文様の特徴 胎　土 焼成 色　調 出土位置備　考

52：39

縄文土器探　鉢 ［37．2］ （16．6） － 目線部は隆帯による渦巻文と

区画文。胴部は懸垂文間を磨

り消す。LRLの複節縄文。

長石・石英普通にぷい黄褐覆土下層

5240

縄文土器深　鉢 ［30．2］ （14．1） － 口緑部は沈線で文様を描出。

胴部はRLの単節縄文を縦方

向，目線部は横方向に地文。

長石・石英

・赤色粒子

普通黒褐 覆土上層

TP5202

縄文土器採　鉢 － （19．6） － 口縁部を肥厚し，沈線で区画

文を描出。胴部は懸垂文間を

磨り消す。RLの単節縄文。

長石・石英

・雲母

普通橙 底　　面炭化物

付着

第1442号土坑（第293図）

位置　調査2区の北部，C3g5区。住居跡群域に位置する。

重複関係　第1438号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と形状　開口部の平面形は長径2．02m，短径1．55m程度の楕円形と推定される。底面はほぼ平坦で，平面

形は長径1．97m，短径1．78m程度の楕円形である。確認面からの深さは74cmである。壁は東西の壁はほぼ直

立するが，他は下位から上位にかけて内傾して立ち上がる。ピットは3か所で南壁際に位置している。深さ

は，Plが26cm，P2が47cm，P3が12cmである。

覆土　5層に分層される。第5層はロームブロックを多く含む粘性の強い暗褐色土で，壁などの崩落土と考え

られる。他の層は水平な堆積状況のため自然堆積と考えられる。遺物が上層の第1層に集中して廃棄されたよ

うな状態で出土していることから，第1層は土器の廃棄活動に伴う人為堆積と考えられる。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子微量
2　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子微量
3　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

4　暗褐色　ロームブロック少量，炭化拉了‥鹿沼パミスブロック微量

5　暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子・鹿沼パミスブロック微量

遺物出土状況　縄文土器片851点が覆土から出土している。遺物は覆土上層から廃棄された状態で出土してい

る。

所見　本跡が廃絶され，壁などの崩落後ある程度埋没してから土器片が廃棄されたと考えられるため，時期を

出土土器から判断することは困難であるが，覆土上層の堆積時期は中期後菓（加曽利EⅡ式期）と考えられる。
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第293図　第1442号土坑・出土遺物実測図

第1442号土坑出土遺物観察表（第293図）

TP5205

10cm

し－十－」

番　号種　別器　種口径（cm）器高（cm）底径（cm） 文様の特徴 胎　土焼成色　調出土位置備　考

5242

縄文土器探　鉢－ （8．1）
口縁部には隆帯による渦巻文

をモチーフとした把手を有す

る。地文はLRの単節縄文。

長石・石英

・雲母

普通にぷい黄褐覆土中層

TP5204

縄文土器探　鉢－ （9．8）－ 口緑部は沈線が沿う隆帯で渦

巻文や区画文を描出。地文は

撚糸文で，縦方向に施文。

長石・石英普通明赤褐 覆土上層

TP5205

縄文土器深　鉢－ （15．6）－胴部は沈線による懸垂文間を

磨り消している。RLの単節

縄文を縦方向に施文。

長石・石英普通にぷい黄橙覆土上層

－313－



第1445号土坑（第294～296図）

位置　調査2区の北部，C3g4区。住居跡群域に位置する。

重複関係　第170号住居，第1444号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　開口部の平面形は長径2．45m，短径2．05m程度の不整楕円形と推定される。底面は平坦で，平面

形は長径2．82m，短径2．60m程度の円形である。確認面からの深さは97cmである。壁は下位から中位にかけ

て内傾して立ち上がり，中位から上位にかけては外傾して立ち上がる。北壁は第1444号土坑に掘り込まれてい

るため不明である。底面からくびれ部までの高さは平均77cmである。

覆土11層に分層される。第11層はロームブロックを多量に含む粘性の強い土層で，壁の崩落土と考えられ

る。第4層は第1444号土坑の下部にあり，しまりのある暗褐色土である。遺物が底面から覆土下層にかけて廃

棄された状態で出土していることと不自然な堆積状況から，土器の廃棄活動に伴う人為堆積と考えられる。

土層解説
1　黒褐色　ロームブロック微量
2　暗褐色　ロームブロック中量
3　黒褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
4　暗褐色　ロームブロック少量
5　黒　色　炭化物少量，ロームブロック微量
6　暗褐色　ロームブロック多量，炭化粒子微量

7

8

9

10

11

里

嘉
暗

褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
褐色　ロームブロック少量，炭化粒子・鹿沼パミス粒子微量
褐色　ロームブロック多量，鹿沼パミス粒子少量
黒褐色　ロームブロック・炭化粒子微量
暗褐色　ロームブロック多量

遺物出土状況　縄文土器片473点，敲石1点，凹石1点，剥片5点が覆土から出土している。遺物は，底面か

ら覆土下層にかけて廃棄されたような状態で出土している。5244・5245は深鉢で，底面から横位で出土してい

る。5246はミニュチュア土器，Q5113は凹石で，底面から出土している。

所見　本跡は，ミニュチュア土器が2点出土していることに特徴がある。時期は，底面から出土している

5244，5245などから中期前葉（阿王台Ⅲ式期）と考えられる。

」＿＿＿＿」＿＿＿」



第295図　第1445号土坑出土遺物実測図（1）
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第296図　第1445号土坑出土遺物実測図（2）

第1445号土坑出土遺物観察表（第294～296図）

0　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　i　　　＿」

番　号種　別器　種口径（cm）器高（cm）底径（cm） 文様の特徴 胎　土焼成色　調出土位置備　考

5244

縄文土器深　鉢［38．8］50．3 ［12．4］口縁部は複列の結節沈線が沿う隆

帯による区画文。胴部は隆帯で文

様描出。地文はLの無節縄文。

長石・石英

・雲母

普通にぷい橙底　　面PL49

5245

縄文土器探　鉢［27．0］（12．8）－波頂部から隆帯によるY字状

文が垂下。胴部上位に隆帯が

巡る。地文はLの無節縄文。

長石・石英

・雲母

普通黒褐 底　　面

5246

縄文土器ミニチ

ュア

［7．8］8．0 4．2 器面は無文でよく研磨。長石・石英

・雲母

普通にぷい橙底　　面内面輪

積み痕

5247

縄文土器ミニチ

ュア

［3．4］4．4 ［3．0］双耳状の突起を有する。沈線

や結節沈線で文様を描出。

長石・石英普通にぷい橙覆　　土

TP5208

縄文土器探　鉢－ （14．7） 胴部はRLの単節縄文を縦方

向に，口唇部直下には横方向

に施文。

長石・石英

・雲母

普通明赤褐覆　　土

TP5209

縄文土器深　鉢 （13．6）－口唇部直下を肥厚し，棒状工

具による沈線が巡る。Lの無

節縄文を縦方向に施文。

長石・雲母普通暗赤褐底　　面

TP5210

縄文土器探　鉢－ （9．1）－器面は無文でよく研磨。長石・石英

・雲母

普通黒褐 底　　面

TP5211

縄文土器深　鉢
－
（9．7）
－U唇部直下に隆帯によるY字

状文を描出。地文はLの無節

縄文を縦方向に施文。

長石・石英

・雲母

普通明赤褐底　　面

番　号器　種
計　　測　　値 i材質

特　　　　　　　 徴 出土位置備　　考
長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

Q5113凹　　石10，7 7．8 5．3 646．0砂　　岩両面にくぼみを有する。長軸方向の両側緑に敲打痕。底　　面PL61

第1449号土坑（第297図）

位置　調査2区の北部，C3i3区。住居跡群城に位置する。

重複関係　第1450号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　開口部の平面形は，長径2．18m，短径1．95m程度の楕円形と推定される。底面はほぼ平坦で，平

面形は長径2．38m，短径2．20m程度のほぼ円形である。確認面からの深さは102cmである。壁は下位から中位

ー316－



にかけて内傾して立ち上がり，中位から上位にかけてはほぼ直立する。西壁は崩落しているため外傾して立ち

上がる。ピットは3か所で壁際に位置し，深さは，Plが43cm，P2が17cm，P3が41cmである。

覆土　7層に分層される。全体的にロームブロックを多量に含んでいるが，堆積状況に乱れなどがないため自

然堆積と考えられる。

土層解説
1　暗赤褐色　焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子微量
3　黒褐色　ロームブロック少量，炭化物微量
4　黒褐色　ロームブロック中量，炭化物微量

5　極暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子・鹿沼パミスブロック微量
6　黒褐色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
7　暗褐色　ロームブロック多量

遺物出土状況　縄文土器片352点が主に覆土下層から出土している。5248はほぼ完形の探鉢で，覆土下層の壁

際から押しつぶされたような状態で横位で出土している。5249は鉢で，覆土下層から正位で出土している。

所見　時期は，覆土下層から出土している5248・5249などから中期後葉（加曽利EI式期）と考えられる。

5248

1

第297図　第1449号土坑・出土遺物実測図
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第摘鯛号土塊出土遺物観察表　第誹図）

i　　　　　　　　i番　号 …　種　 別　j器　 種　口径（cm ） ！出土位置i備　 考

i
i　　　　　　　　　　 i　　　　　　 i

5銅 管 深 鉢 26ぁ7

i

＿＿＿」＿＿」

湖 縄文土器　 鉢　 ヱ0・5 7・7　 6・0 忠 霊 豊 悪 す潤 は 警 石英i普通 赤　 覆土下層漂 岩警

P L 48

盤餓縄文土器i深鉢i［鵬 25… 悠 撃 撃 墜 竿 語 普通明赤褐 i覆 土i

窮瑠璃55尊堂琉（第298～300図）

位置　調査2区の北部汐　C3b6区。住居跡群域に位置する。

重複関係　第1465号士坑に掘り込まれている。

親機藍形状　開口部の平面形は　長径の粥m　短径の2m程度の楕円形と推定される。底面はほぼ平坦でタ

平　面形は長径2の3m　短径。鮮m程度の楕円形である。確認面からの深さは8鹿mである。壁は下位から上

位にかけて内傾して立ち上がりタ中位から上位にかけては外傾して立ち上がる。底面からくびれ部までの高さ

は平均42cmである。ピットは且か所でタ　野鼠の深さは28cmである。

澤量　は層に分層される。翫且層はロ～ムブロックを多量に含む褐色土でジ酋壁の崩落士と考えられる。第m

層は焼士ブロックを多く含む暗赤褐色土でタ焼土の性格は不明である。遺物が覆土中層から下層にかけて廃棄

されたように出土していることと，不自然な堆積状況からダ土器の廃棄活動に伴う人為堆積と考えられる。

土層解説
1　黒褐色
2　窯褐色
3　黒褐色
4　黒褐色
5　黒褐色
（う　黒　褐　色

遺物出土状況

5252は採鉢でタ

ロームブロック微量

しトーム粒千・歳化粒」’弔膵：

ローム粒子や焼土粒子e炭化粒子微量

ローム粒子も焼土粒子少量，炭化粒子微還
ロームブロックも炭化物微量

ロームブロック中量．焼十粒千・歳化粒子微量

7　暗褐色　ロ…ムブロック中量

8　黒褐色　ローム粒子中量

9　黒褐色　ロームブロック軒最「炭化粒子微量

摘　暗赤褐色　ロー…ムブロックや焼土ブロック中鼠炭化粒子微量

は　褐　　色　ロームブロック多鼠　鹿沼パミスブロック少量

縄文土器片159点夕剥片2点が覆土中層から下層にかけて廃棄された状態で出土している。

覆土下層から横位で出土している。5篭は深鉢で　覆土中層から出土している。5254と5258の

器台は資覆土下層から出土している。5254はタ第1246号土坑の覆土中層から出土した5139と接合している。

第調聞　第1455号土坑実測図

0　　　　　　　2m

ト∴二∴－＿∴二l　∴1－1
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所見　本跡は，器台が2点出土している点に特徴がある。遺物が覆土中層から出土していることから本跡が廃

絶され，ある程度埋まりかけた時点で土器が廃棄されたと考えられる。そのため，時期を出土土器から判断す

ることは困難であるが，覆土中層の堆積時期は，中期中葉（阿王台Ⅲ～Ⅳ式期）と考えられる。

－：≡　　　　　　　Ⅰし

芋二三二三

ヒ＿＿＿＿　＿U

第299図　第1455号土坑出土遺物実測図（1）
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第300図　第1455号土坑出土遺物実測図（2）

第1455号土坑出土遺物観察表（第299・300図）

番　 号 種　 別 器　 種 口径 （cm ） 器 高 （cm ） 底 径 （cm ） 文 様 の特 徴 胎　 土 焼 成 色　 調 出 土位 置 備　 考

52 5 2

縄 文 土 器 探　 鉢 ［25 ．4 ］ （39 ．1） ［1 1．3］ U 緑 部 は 沈 線 が 沿 う 隆帯 に よ

り文 様 描 出 。 胴 部 は Ⅴ字 状 文

や 区 画文 。 L R の 単 節 縄 文 。

長 石 ・石 英

・雲 母

普 通 明赤 褐 覆 土 下層 P L 4 9

52 53

縄 文 土 器 深　 鉢 ［3 2 ．5 ］ （3 1 ．2 ） 口綾 部 は 隆 帯 に よ る渦 巻 文 ・

区画文 内 に縦 位の 集合 沈線 文 。

地文 は L R の 単 節 縄 文 。

長 石 ・石 英

・雲母

普 通 灰 褐 覆 土 中層

525 4

縄 文 土 器 器　 台 ［19 ．0 ］ l　 5．9 ［17．8 ］ 対 に な る 円孔 を有 す 。 器 面 は

無 文で よ く研 磨 。

長 石 ・石 英

・雲 母

普通 にぷ い 橙 覆 土下 層 P L 48

5 25 8

縄 文 土 器 器　 台 － （4．7） ［17．6 ］ llほ しを有 す 。 長 石 ・石 英

・雲 母

不 良 にぷ い 赤 褐 覆 土 下 層

T P 5 2 1二3

縄 文 土 器 深　 鉢 －
（日 ．9）

－
目線 部 は隆 帯 に よ り区 画 文 描

出 。 隆 帯 に爪 形 文 が 沿 う。 地

文 は L の 無節 縄 文 。

長 石 ・雲 母 普 通 褐 鞍 十 rrl層

第1459号土坑（第301図）

位置　調査2区の北部，C3g6区。住居跡群域に位置する。

重複関係　第1458・1460・1474号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　開口部の平面形は，長径2．15m，短径1．85m程度の楕円形と推定される。底面はほぼ平坦で，平

面形は長径2．12m，短径2．05m程度の円形である。確認面からの深さは106cmである。壁は掘り込まれている

ため不明瞭であるが，土層観察からは下位から上位にかけて内傾して立ち上がることが確認されている。くび

れ部は存在しない。

覆土　4層に分層される。第4層はロームブロックを多量に含む暗褐色土で，開口部や壁などの崩落土と考え

－320－



られる。第4層から上層は，堆積状況に乱れがないため自然堆積と考えられる。

土層解説
1黒　色　ローム粒子・炭化物微量　　　　　　　　　　　　　3　黒褐色　ロームブロック中量，炭化物微量
2　黒褐色　ロームブロック・炭化物少量　　　　　　　　　　　4　暗褐色　ロームブロック多量

遺物出土状況　縄文土器片69点，石皿1点が主に覆土中層から出土している。

所見　出土土器が少ないため，時期を出土土器から判断することは困難であるが，覆土中層の堆積時期は，中

期後葉（加曽利I～Ⅱ式期）と考えられる。

第301図　第1459号土坑・出土遺物実測図
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第摘5号士坑出土遺物観察義（第3飢図）

番 号　 種 別 庫 種 ［璃 （cm座 高晶 底径k m）　 文様の特徴　　　 胎 土　 焼成　 色 調　 恒 位融 備 考

TP5封5 縄文土器i深 鉢

：

（i4。5） 買窯蓋蓋登憲 憲 等 石英 普通 にぷい黄橙i覆土下層i

縄文土器　深　鉢
TP5216

（10．4） 覆土中㌍

∴　′　∵′∴′　＿一l　∴言、ふ‘；吉

位置　調査2区の北乳¢鍼区。住居跡群の中に位置する。

重複関係　第145901465号土坑を掘り込みタ　第摘詔号土坑に掘　込まれている。

規模藍形状　開口部の平面形は　長径の寝m　短径。盤m程度の楕円形　推定される。底面はほぼ平坦で　平

面形は長径の瞞m　短径潤m程度の楕円形である。確認商からの深さは5転mである。壁はほとんど外傾し

ているがグ士層観察からはタ下位から上位にかけて内傾して立ち上がることが確認されている。くびれ部は存

．、　　二　、．′′′ノ　′、‾　∴　′　二　　・′’′二∴、　　　ノ′十∵′　　　∴　一、

尊堂　8層に分層される。第506層はロ…ムブロックを多量に含む土層で策壁の崩落士と考えられる。遺物

が廃棄されたよ　な状態で滴遍な　出土していることから　土器の廃棄活動に伴う人為堆積と考えられる。第

8層はPlの‾覆上である、、

土層解説

ヱ　里　色　ローム粒子の炭化紆テ微量　　　　　　　　　　5　極暗褐色　ロームブロック多量
2　黒褐色　ロームブロック少鼠　炭化粒子微量　　　　　　　6　黒褐色　ロームブロック中量
3　黒褐色　ロームブロックの炭化粒子や鹿沼パミス粒子微量　7　黒褐色　ロームブロック少量夕炭化粒子微量
4　黒褐色　ロームブロック少鼠炭化物徴巌　　　　　　　8　暗褐色　ロームブロック多巌，炭化物微量

l　　　　　　　　　　　　　て　　　　′．　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　ー．　′ノ　　　　　　　　　　　′　　　′∴′・、、

覆士下層から中層にかけて出土している。

新風　時期はタ覆土下層から中層にかけて出土している盟滋などから中期複葉伽曽利藍Ⅲ式期）と考えられ

る。

9　　　　　　　　　　　　　　2悶
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第303図　第1460号土坑出土遺物実測図

第1460号土坑出土遺物観察表（第303図）

番　 号 種　 別 器　 種 口径 （cm ） 器高 （cm ） 底径 （cm ） 文様の特徴 胎　 土 焼 成 色　 調 出土位置 備　 考

52 55

縄 文土器 深　 鉢 ［27．6］ （2 1．7） － ロ綾 部は隆帯 によ り渦巻文 や

区画文 を描出。胴部は懸垂文。

地文 は L R L の 複節縄文。

長石 ・石英 普通 にぷい橙 覆土下層

T P 52 17

縄 文土器 探　 鉢 － （1 1．1） － 口緑部 は沈線 が沿 う隆帯で文

様 を描 出。 区画内には R L の

単節縄文 を横方向 に施文。

長石 ・石英 普通 橙 覆土 中層

T P 5 2 18

縄 文土 器 探　 鉢 － （8．1） － 口緑部 は沈線 が沿 う隆帯 によ

り渦巻文 と区画文を描 出。 R

L の単節縄文を縦方向に施文。

長石 ・石英 普通 にぷい赤褐 覆土下層

T P 5 2 19

縄 文土器 深　 鉢 － （12．1） － 口唇部直下 に沈線 が巡 る。胴

部 には 2 本一組 の波状 沈線が

垂 下。

長石 ・石英 普通 暗赤褐 覆土中層

一一二1二二1－1
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